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序

近年、鳥取県では妻木晩田遺跡、青谷上寺地遺跡をはじめとする古代の

重要な遺跡の発見が相次いでおり、当時の集落の姿や暮らしの様子が具体

的に語られるようになりつつあります。

先人が残した素晴らしい遺産を後世に伝承することは、現在に生きる私

たちの重要な責務です。

ところで、県内においては、現在、山陰自動車道の整備が着々と進めら

れているところでありますが、当財団は、国土交通省からの委託を受け、

この事業に係わる一般国道 9号(東伯中山道路)の改築に先立つ埋蔵文化

財の発掘調査を実施して参りました。

そのうち、東伯町における八橋第8・9遺跡では、古墳時代後期~終末

期の集落が明らかとなり、この地域の歴史を解明するための重要な資料を

確認することができ、このたび、調査結果を報告書としてまとめることが

できました。

この報告書が、今後、郷土の歴史を解き明かしていく一助となり、埋蔵

文化財に対する理解がより深まることを期待しております。

本書をまとめるにあたり、国土交通省倉吉河川国道事務所、地元関係者

の方々には、一方ならぬ御指導、御協力を頂きました。心から感謝し、厚

く御礼申し上げます。

平成16年 3月

財団法人 鳥取県教育文化財団

理事長有田博充



序文

一般国道 9号は、起点の京都府京都市から山口県下関市にいたる、総延

長約691kmの幹線道路であり、西日本日本海沿岸地域の産業・経済活動の

大動脈として、地域住民の生活と密着し大きな役割を果たしています。

このうち、国土交通省倉吉河川国道事務所は、東伯郡泊村から米子市(鳥

取-島根県境)まで、の76.6kmを管轄しており、時代の要請に沿った各種の

道路整備事業を実施しているところです。

東伯中山道路は、東伯郡東伯町から西伯郡中山町にかけての、国道9号

の渋滞緩和、荒天時の交通障害の解消、また、災害時の緊急輸送の代替道

路確保、などを目的として計画された高規格幹線道路(自動車専用道路)

であり、鋭意事業に着手しているところです。

このルートには、多数の埋蔵文化財包蔵地がありますが、鳥取県教育委

員会と協議を行い、文化財保護法第57条の 3の規定に基づき、鳥取県教

育委員会教育長に通知した結果、事前に発掘調査を実施し、記録保存を行

うこととなりました。

平成15年度は、「中尾第 1遺跡」、「井図地頭遺跡」、「三林遺跡」、「笠見

第 3遺跡」、「久蔵峰北遺跡」、「腹谷遺跡」、「岩本遺跡」、「八橋第 8・9遺

跡」、「別所中峯遺跡」、「松谷中峰遺跡」、の10遺跡について財団法人鳥取

県教育文化財団と発掘調査の委託契約を締結し、同埋蔵文化財センターに

よって発掘調査が行われました。

本書は、上記の「八橋第 8・9遺跡」の調査成果をまとめたものです。

この貴重な記録が、文化財に対する認識と理解を深めるため、ならびに、

教育及び学術研究のために広く活用されることを願うと同時に、国土交通

省の道路事業が、文化財保護に深い関心を持ち、記録保存に努力している

ことをご理解いただければ幸いと存じます。

事前の協議をはじめ、現地での調査から報告書の編集にいたるまで御尽

力いただいた財団法人鳥取県文化財団の関係者に対して、心から感謝申し

上げます。

平成16年 3月

国土交通省 倉吉河川国道事務所

所長矢田光夫



例言

1.本報告書は、一般国道 9号(東伯中山道路)の改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査として実施し

た八橋第8・9遺跡の調査報告書である。

2. 本遺跡に収載した遺跡の所在地は以下のとおりである。

八橋第8・9遺跡:東伯郡東伯町大字八橋字西ニ本松2263ほか

3. 本報告書で示す標高は、 3級水準点TH10-3-19、TH10-3 -20を基準とする標高値を使用

した。方位は公共座標北を示す。なお、 X:、Y:の数値は世界測地系に準拠した公共座標第V

系の座標値である。

4. 本報告書に掲載した地図は、国土地理院発行の1/50000地形図「大山」・「赤碕」、東伯町地形図

1/5000 I新農業構造改善事業(東伯地区)No. 1 Jを使用した。

5. 本報告にあたり、出土石器の石材鑑定を赤木三郎氏にお願いした。また、須恵器の胎土分析を岡

山理科大学自然科学研究所白石 純氏に依頼し、玉稿を賜った。記して深謝いたします。

6. 本報告にあたり、鉄製品・鉄淳の金属学的分析、植物珪酸体・花粉の自然科学分析、遺跡の航空

写真撮影、現地における基準点測量および調査前・調査後地形測量を専門業者に委託した。

7. 本報告書に使用した実測・浄書は文化財主事・調査員、整理作業員が行った。

8. 本報告で使用した遺構・遺物写真は文化財主事・調査員が撮影した。

9. 発掘調査によって作成された図面・写真などの記録類、出土遺物は鳥取県埋蔵文化財センターに

保管されている。

10. 本報告の執筆は、小口英一郎、北島大輔、原あづさの協議に基づいて分担して行った。文責は目

次および各文末に記している。本書の編集は小口英一郎が担当した。

11.現地調査および報告書作成にあたっては下記の方々・機関にご指導、ご協力いただいた。記して

謝意を表する次第である。

穴揮義功、阿部芳郎、泉美智子、大賀靖浩、大谷晃二、佐伯純也、芝原祐子、下高瑞哉、西尾克己、

積隆造、樋口昇一、古谷渉、松本岩雄(五十音JiI買、敬称略)

凡 例

1.本報告書で用いた遺構・遺物の略号は以下の通りである。

SI:竪穴住居跡、 SB:掘立柱建物跡、 SK:土坑、 SD:溝状遺構、 p:柱穴・その他ピット

2. 遺構・遺物実測図に用いたスクリーントーン及び記号は、特に説明がない限り以下のものを表す。

仁コ地山 仁コ硬化面 仁コ貼床・焼土面 仁コ赤彩・軸範囲

@、圏、企・・・-遺物出土ポイント(左から土器・土製品、石器・石製品、鉄製品)

3. 遺物実測図において、須恵器は断面黒塗り、それ以外の土器・土製品は白抜きで表現した。

4. 図版の縮尺については、以下のとおりである。

竪穴住居・掘立柱建物・柵列・ピット列…S=1/60、1/80 土坑……S立1/40

溝状遺構…S=1/60、1/100、1/200 土器…S=1/4 石器…S=1/3、1/4 土玉…S=1/3 

鉄関連遺物…S=1/2 

5. 法量記載における※は推定復元値、ムは現存値を示す。
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第 1節調査に至る経緯

第 1章調査の経緯

第 1節調査に至る経緯

本発掘調査は、国土交通省が進める一般国道 9号線東伯中山道路の改築に伴い、東伯郡東伯町大字

八橋字二本松地内の工事予定地に存在する埋蔵文化財の記録保存を目的としたものである。

山陰地方は、国道 9号線の交通渋滞緩和及び将来の国土幹線道路の整備として、山陰自動車道の整

備事業が進められ、鳥取県中部地域では、東伯中山道路、北条道路、青谷羽合道路が自動車専用の高

規格道路として計画・施工されている。東伯中山道路の計画予定地内である八橋地内及びその周辺で

は、過去に銅鐸や銅剣が出土したのをはじめ、当該地域では最大級の前方後円墳の 1つである八橋狐

塚古墳を代表とする多くの遺跡が存在している。これらの計画地内の遺跡及び遺構の拡がりを確認す

るため、東伯町教育委員会による試掘調査が平成14年度に行われた。八橋第8・9遺跡は東西方向に

延びる埋没谷(以下、「南谷部」と呼称)を境として北側が第 8、南側が第 9遺跡に該当し、県遺跡

台帳NO.273に登録された周知の遺跡である。

この結果を受け、国土交通省倉吉河川国道事務所は、鳥取県教育委員会事務局文化課と協議し、文

化財保護法第57条の 3に基づく発掘通知を行った上で、鳥取県教育委員会教育長の指示により財団

法人鳥取県教育文化財団に記録保存のための事前調査を委託した。これにより、当財団が文化財保護

第 1図調査地位置図

-1 



第 1章 調 査 の 経緯

法第57条に基づく発掘届を提出し、当財団埋蔵文化財センターが平成15年度の発掘調査を担当する

ことになった。調査面積は、 11，732ばである。 (小口)

第 2節調査の経過と方法

(1)調査区の名称と調査方法

八橋第 8・9遺跡の調査地は、東西方向に走る埋没谷によって南北に二分されており、谷の北丘陵

上から埋没谷に向かつて表土剥ぎを開始し、引き続き残る丘陵北側の表土剥ぎを実施した。表土剥ぎ

終了後、国土座標第V系に基づく 10m間隔の基準杭を設置し、これらの杭には、南北軸にアルファベッ

トを、東西軸には算用数字を付し、 iA1杭」のように呼称した(第4図)。また、東西南北軸交点の

北東側杭の名称をとってグリット名とした。

検出した遺構・遺物の記録には、平板及び光波トランシットを用いた。出土遺物のうち、時期判断

が可能なものについては出土位置を記録し、それ以外は遺構もしくはグリッド毎に一括して取り上げ

た。ただし、南谷部の包含層については10mグリッドをさらに 4分割 (5mX 5 m) し、北東軸か

ら時計回りにアルファベット a""'dを付して、より出土位置が特定できるよう努めた。写真撮影に

は35mm版と 6X 7版を主に用い、デジタルカメラも併用した。

( 2 )調査の経過

調査に先立ち、調査前航空写真撮影、地形測量・基準点測量を業者に委託した。航空写真撮影は 3

月24日に、地形測量は4月21日から 6月23日にかけてそれぞれ作った。立木の伐採・撤去、廃土置

き場用土留柵の設置などの日程から、表土剥ぎは 5月2日に農道南側から開始した。同時に北丘陵上

面から遺構検出作業を行い、その結果 SD1 ""' 5、SI10・12・17を確認し掘り下げを実施した。一方、

5月14日に丘陵北部の表土剥ぎを開始し23日に終了した。

南西から南東方向に走る取り付け道路沿いにサブトレンチを設定し、南谷部の層序を確認した。そ

の結果、南谷部は4層の遺物包含麗から構成され、各層には須恵器・土師器、土玉、磨石・髄石、石

皿といった生産用具、鉄製品・鉄棒などの遺物が多く包含することが明らかとなり、谷部の利用のあ

り方が本遺跡の特性を解明する上で重要であるとの認識に至った。

6月から南谷部開口部および北谷部包含層の掘り下げを着手した。谷間口部からは SDll""' 15を

検出し、近世陶磁器、寛永通宝などが出土している。また、北谷部からは古墳時代前期と後期におけ

る遺物集中部が確認され、集落の範囲が北谷縁辺部にまで及んでいることが明らかとなった。 7月か

ら8月前半にかけて SI5・7・9・13・16の本格的な遺構の調査を開始、古墳時代後期から終末期

に属する住居跡の様相が明らかになった。旧盆後、南谷部包含層調査とその周辺に位置する SI6・8、

丘陵上に位置する SI14・15・18""'20の住居跡群の調査に取りかかった。このなかで、 SI14は遺構

の残存状況が良好であり、埋土中から多くの遺物が出土した。また、 SI20は1辺約6mX6mを有し、

本遺跡で最大規模の住居跡であった。

9月後半から最も遺物が良好な状態で包含されている暗褐色土b麗~黒褐色土層の掘り下げに着手

した。黒褐色土層からは古墳時代後期~終末期の 3地点の遺物集中ブロックを検出した。同時に南谷

部の緩斜面上に位置する SI1・2・21の調査を開始した。とくに SI21は住居のほぼ半分が包含層上

に貼床を施した唯一南斜面上に位置する住居跡であり、 2基の袋状土坑を含めて古墳時代後期~終末

期の谷をとりまく土地利用のあり方を考える上で興味深い事例であった。 10月29日に谷部包含層の
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第2節 調査の経過と方法

調査を終了 翌30日に委託業者による調査後航空写真顕影を行い 調査後地形測量をII月13日に終

了した。また、 10月25日に八橋第8・9遺跡 ・別所中峯遺跡合同の現地説明会を開催した固幸いにも

天候に恵まれ、町の内外から70人を越える方々の参加を得ることができた. VJ、口)

写 真 1 重機による表土剥ぎ 写真 2 作業風畢

写 真3 現地説明会 写真 4 調査を終えて 1

調査日誌抄(平成15年度)

3月24日醐査前空鍛 9月 i日 5120胴査開始

4月21日 地形・基融点醐量開始 9月 9日 SI14調査開始

5月 2日 丘睦南側重織による表土剥ぎ開始 9月12日 Sl15輔査開始

5月12日調査開始 9月22日 SI4 .22調査開始

5月14日 丘陸北併l亜機による表土制ぎ開始 (-23日) 9月25日 5111 ・25調査開始

5月27日 515・10・12・17、501-5検出 9月30日 財団監査委員祖察

6月 5日 南谷部中心部の卜レンチ調査 ー層序碓臨 10月 7日 51l . 2・21調査開始

6月11日 南谷部聞口部開査開始 10月14日 5B3調査開抽

6月16日 東伯町教育聾員会大賀情浩氏来跡 10月22日新聞記者尭表

7月 4日 517・5B1の聞査開始 10月25日 八橋第8・9遺跡"5.1IJ所中峯遺跡現地説明会

7月16日 515の簡査開始 10月29日 南谷部包含層調査終了

7月24日 5113調査開始北谷部包含層調査開拍 10月30日 嗣査後航空写真織影

8月 1日 519調査開始 10月31日 尭掘調査の終了

8月 5日 定例業務報告会議で現地検酎会 11月13日 調査佳地形測量の終了

8月20日 516・8・SKl1調査開拍

8月22日 SIl8・19調査開始
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第 1事調査の経緯

第 3節 調査体ffi1j

騎査は、下記の体制で実施した.

0踊査主体 財団法人鳥取県教育文化財団

理 事 長 有国 fW充

常 務 理 事 川口 一彦(兼 ・鳥取県教育委員会事務局次長)

事 務 局 長 下 回 弘 人

埋蔵文化財センター

所 長 田中弘道(兼鳥取県埋蔵文化財センタ一所長)

次 長 竹内 茂

次 長 加 藤隆 昭

調査課長(兼) 加藤隆昭

企画調整理長 山 析 雅 美

文化財主事 下江健太

庶務課長(兼) 竹内 茂

主任事萌職員 矢部美恵

事 務 職 員 田 中 陽 子、大川 秋子植 田 恵子 (9月退職)

谷垣真寿美、小谷 有里

事務補助員 山 根 美 代 (11月採用)

0調査担当 埋蔵文化財センター東伯調査事務所

0調査指導

O調査協力

所 長 佐治孝二t

班 長 牧本哲雄(笠見第 3遺跡担当)

文化財主事

調査 員

小口英一郎

北島大輔、原あづさ、福井流星、鍋倉和行

制査補助員 山根雅美

事務補助員 大田 直子

鳥取県教育委員会事務局文化謀、鳥取県埋蔵文化財センタ

国土交通省中園地方建設局倉吉河川国道事務所、東伯町教育委員会

写真5 北谷部作業風景 写真 6 調査を終えて 2
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第 1節地理的環境

第 2章遺跡の立地と環境

第 1節地理的環境

今回調査が行われた東伯町は、鳥取県中部(東伯書)の西側に位置する。大山の連峰の烏ヶ山(1，381

m) と野田ヶ山を結ぶ線を南西端とし、北東に細長い三角状に広がって北端は日本海に至る。東西

15.2km、南北16.8km、総面積は約82.2凶で県面積の約2.3%を占めている。人口は約12，500人(平成

15年度末)で、少子高齢化の進展で昭和期に比して減少の傾向にある。 昭和29年の 5町村合併により、

東伯蓄を意味する現町名となった。

本町の南西部には大山(1，729m)が存在し、最後の噴火が約 1万数千年前に認められている。そ

の大山に源を発する加勢蛇川は洗川!とともにその下流域で沖積平野を形成し日本海に注いでいる。平

野部はクロボク地帯であり、西側丘陵は火山灰土の堆積した台地状地形を呈する。

遺跡は、加勢蛇川下流域右岸のなだらかな低丘陵地と、洗川左岸の丘陵台地とその山裾付近、加勢

蛇川!中流域に比較的多く集まっている。両河川に挟まれた扇状地には、律令時代の条里制が旧地名や

地割に残る地域もあるが、加勢蛇川は近世まで氾濫を繰り返した県内屈指の荒れ川であり、概ね残り

が良いとは言い難い。一方、洗川の西側には 3本の小河川があり、水田として利用可能な低湿地帯は

広くはないが、安定的で初期の稲作に適していたといえる。もっとも東を流れる加勢蛇川の東岸地域

は、火山扇状地性台地で大小の農業用のため池がみられ、荘園が発達した平安中期ごろよりそれらか

ら導水し、現大栄町域へも広がる稲作・畑作地帯を形成したものと考えられる。

最大の河川の加勢蛇川最上流域には大山滝があり、そこから地獄谷~大休峠付近~大山町の川床を

へて大山博労座に通じる急峻な山道は、江戸時代から明治にかけて、東伯書地方から市の立つ大山へ

牛馬を運ぶ重要な短絡ルートであった。また海岸沿いの八橋地区は古代から伯蓄の東と西をつなぐ交

通の要衝として古代山陰道の清水駅、中世以降は八橋城が築かれるなど、交流および戦略的な活動が

繰り広げられたことを物語る。

昭和20年代中期より盛んになった二十世紀梨生産は、県内でも多くの生産量を誇っていたが、現

在では農家の高齢化、後継者不足による果樹園の廃園が目立っている。海岸近くを東西に走る国道 9

号線沿線には、近年公共・商業施設が急速に立地し、弱電、酒造、食品製造などの工場群とともに、

都市機能を形成している。(小谷)

4 

同く [ 
第 2図遺跡位置図
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第 2章遺跡の立地と環境

第 2節歴史的環境

i日石器・縄文時代 田石器時代、鳥取県内では、遺構を伴う遺跡は発見されておらず、いくつかの

遺物が各地域で出土するにとどまっている。この地域では赤碕町松ケ丘、東伯町槻下で尖頭器が数

点見つかっているのみである。縄文時代の遺構は、後期に入るまで明確なものは少ないが、低丘陵上

および平野部において、人々の活動痕跡が確認されている。早~前期では西高尾谷奥遺跡 (35) で、

押型文土器とともに住居跡の可能性がある竪穴状遺構、松ケ丘遺跡 (13)、大栄町築山遺跡、森藤第

2遺跡 (31)などで土器片が出土している。中期では、井園地中ソネ遺跡(9 )、井図地頭遺跡 (10)

など丘陵上の遺跡で、土器が出土している。後期になると丘陵部に定住的な集落が見られるようにな

る。特に森藤第2遺跡では中央に石固い炉をもっ竪穴住居が精製・粗製土器、土器片錘、土偶ととも

に検出されている。その他、この時代と考えられる落し穴が福留遺跡 (12)、中尾第 1遺跡 (11)、笠

見第 3遺跡(7)など多くの遺跡で検出されており、狩猟場として丘陵・微高地が利用された様子が

窺われる。

弥生時代 弥生時代に入り本格的に稲作が始められ、それを機軸とした文化・社会が形成される。

米子市目久美遺跡では前期の水田が確認されているが、県中部では、現時点で稲作に関わる遺構は

発見されていない。集落遺跡は、中期以降加勢蛇JII右岸の平野部と丘陵上で確認されている。特に中

期後葉から古墳時代初頭にかけて遺跡数が大幅に増加する。東伯町森藤第 1・2遺跡 (31)、水溜り・

駕龍据場遺跡 (46)、大峰遺跡 (37)、田越遺跡群 (23・24・25)、井図地中ソネ遺跡、笠見第 3遺跡、

三林遺跡(8 )、久蔵峰北遺跡(6 )などで集落が営まれている。赤碕町では福留遺跡で後期の竪穴

住居が見つかっている。これらの遺跡の中には、集落内に玉作り工房を持つ遺跡がある。大栄町西高

江遺跡では中期の工房跡が検出され、水晶の剥片とともに、製作に使用したと考えられる鉄製工具等

が出土している。笠見第 3遺跡では後期の工房跡が検出されており、緑色凝灰岩製の管玉未製品や剥

片が出土している。現段階で当地域での数少ない生産遺跡である。墓域については、前期に大栄町青

木第 1遺跡・後ろ谷遺跡で土壌墓が見つかっており、中期以降赤碕町墓ノ上遺跡 (14)・刷所女夫岩

峯遺跡で木棺墓が検出されている。井図地中ソネ遺跡では弥生時代終末から古墳時代初頭にかけての

溝で区画された土壌墓群が供献土器とともに見つかっている。また弥生時代の祭記を特徴づける銅鐸

が、県中部では 6遺跡で計7口、東伯町八橋の南方丘陵上 (21)で銅鐸(肩平紐 1式)が 1口見つかっ

ている。さらに、東伯町田越の丘陵上 (25) では、正確な出土状況は明らかではないが、中細形銅

剣が4口、東伯町久蔵峰で銅矛が 1口出土している。八橋を中心とする地域は銅剣・銅矛・銅鐸がそ

ろって出土していることとなり、島根県神庭荒神谷遺跡と同様の組成であることから、共通した祭杷

形態に関連性があったものとして興味深い。

古墳時代 古墳時代に入ると大型前方後円墳が各地に出現する。当該地域では明らかに前期に属す

る大型古墳は確認されていないが、前方後方墳である別所 1号墳(笠取塚古墳) (16) は、墳形等の

特徴から、前期に遡る可能性がある。中期から後期になって、前方後円墳の築造が見られる。 別所2

号墳 (17)・八橋狐塚古墳 (19)・笠見 1号墳 (22)・竜ヶ崎 3号墳 (28) などがある。これらは大

山から日本海に延びる山麓の丘陵北縁に築造されており、日本海を見下ろす要所に位置している。中

期・後期になると中・小規模の円墳が群集して築かれるようになる。中期以降の群集墳としては、大

栄町妻波古墳群・瀬戸古墳群・西穂波古墳群、赤碕町出上岩屋古墳・別所古墳群(18)・箆津古墳群、
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第 2節歴史的環境

帆立員式古墳の光 1号墳などがある。また、後期以降従来の竪穴系の埋葬施設に代わって横穴式石室

が採用される。このうち、大法 3号墳 (33)や三保6号墳 (26)、大栄町上種東 3号墳、上種西14号

墳は竪穴系横口式石室と呼ばれる特異な構造で、八橋狐塚古墳のくびれ部西側の石室もその可能性が

あり、槻下古墳群 (39)・塚本古墳群 (45)・大高野古墳群 (47)・斎尾古墳群 (43)、などで後続す

る石室形態も同じ系譜上のものであることから加勢蛇川流域が石室形態を共通とするまとまった地域

であったことを示している。東伯町大高野3号墳には横穴式石室の中に金銅製耳環・青銅製鈴・鉄万・

万子などが、槻下5号墳(代代 1号墳)には金環・鉄万などが副葬されていた。山田 1号墳 (29) や

出上岩屋古墳は切石積石室で、終末期の様相を示す。この時代の集落は、東伯町三保遺跡 (27)、井

園地中ソネ遺跡、笠見第 3遺跡、八橋 8・9遺跡、赤碕町太一塩遺跡・松谷遺跡(15)・別所第 3遺

跡などが丘陵上に営まれている。

古代 日本で最初に仏教伽藍が建立されてから約半世紀後の 7世紀後半頃、山陰地方では仏教文化

受容の痕跡が数多く認められる。現在県内では22ヵ所の古代寺院が見つかっているが、初期の仏教

文化の姿を最もよく残しているといわれる斎尾廃寺 (42) は、県内の古代寺院の多くが法起寺式伽

藍配置を採用するのに対し、法隆寺式を採っていることから、山陰では唯一の国特別史跡に指定され

ている。塑像片・仏頭・鴎尾・鬼瓦などが出土している他、創建期の軒丸瓦には紀寺式(複弁八弁蓮

華文で外縁に雷文を飾る)、軒平瓦に法隆寺式(忍冬唐草文を配する)系統をもつものを採用しており、

山陰・山陽では数少ない瓦当文様で、畿内と結びつきの深い有力豪族が斎尾廃寺周辺で勢力を持って

いたと推察される。斎尾廃寺の東方にある大高野遺跡 (44)では、総柱礎石建物群が検出されており、

正倉(郷倉)と考えられる。さらに郡街所在地もその周辺に比定されている。伊勢野遺跡群 (41)・

水溜り・駕龍据場遺跡・森藤遺跡群においては、掘立柱建物を中心とする集落が見つかっている。そ

の他、伊勢野遺跡群の南方に古瓦出土地 (32) がある。当地域は伯香国八橋郡に属し、加勢蛇Jfl右

岸が当郡の中心地であったと推察される。平安時代末期の遺構として、金屋 (40) と法万 (34) に

経塚があり、金屋と西高尾 (36) では銅経筒が出土している。また、井園地頭遺跡において「コ」

の宇状の溝に固まれた方形区画遺構が見つかっている。建物跡は認められていないが、丘陵上の方形

居館の可能性が指摘されている。

中世・近世 鎌倉時代に入ると、名田を多く集めた有力名主の中には荘園内に孤立した荘宅を構え

るなど、武士的な性格を持つ豪土が出現する。東伯町槻下 (38) には、台地に堀を巡らせた方形の

一段高い敷地が並んで残り、一つには周囲に高さ 2mの士塁が築かれた館跡がある。『イ白書民談記』

には岩野弾正坊の居城であったと記述されている。

また、赤碕町海岸部から船上山にかけて、鎌倉末期の作と推定される宝塔と宝匿印塔のニ様式を合

わせ持つ独特の形態の赤碕塔がある。現在町赤碕町内で6基確認されている。

JR山陰線八橋駅のすぐ北側の丘陵上には、八橋城跡 (20) がある。八橋城は、南北朝時代に行

松氏によって築造されたが、のちに尼子・毛利氏の支配下となり、西伯香から東伯書方面の経営拠点

となった。また東伯町大杉には南条氏の出城である妙見山城跡 (30) がある。赤碕町では、士塁と

堀を持った箆津城(棋城)がある。 1584~1585年頃の築城と推定され、海上防備の城と考えられて

いる。他に、太一垣城・大仏山城・山川城跡が知られている。築城年代は不明であるが、『伯香民談

記』によると、吉川元春の羽衣石城(東郷町)攻撃に関与した城と考えられている。

江戸時代には東伯町逢束に伯書街道の宿駅が置かれた。江戸時代前期寛永14年 (1637年)の『因
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第 2章遺跡の立地と環境

幡伯者駄賃銀宿賃書付』に「大塚」がみられることから、この時期には宿駅として機能していたこと

が分かる。またこの地には鳥取藩の藩倉「大塚御蔵」がおかれていた。現在でも北側の土手の一部と

火除地が残っている。
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跡) 9井図地中ソネ遺跡 10井図地頭遺跡 11中尾第 1巡跡 12福留遺跡 13松ケ丘遺跡 14墓/上遺跡 15松谷遺跡 16笠取塚古墳 17別所

2号墳 18別所古墳群 19八矯狐塚古墳 20八橋城跡 21八橋銅鐸出土地 22笠見 1号墳 23田越第 l遺跡 24田越第 2遺跡 25回越第 3遺跡

(銅剣出土地) 26三保古墳群 27三保遺跡群 28竜ヶ崎古墳群 29山田 1・2号境 30妙見山械跡 31森藤遺跡群 32古瓦出土地(大法廃寺跡)

33大法古境群 341:去万経塚 35商高庖谷奥遺跡 36西高尾経塚 37大峰巡跡 38槻下豪族居館 39槻下古墳群 40金屋経塚 41伊勢野i遺跡群

42斎尾廃寺跡 43斎尾古墳群 44大高野遺跡 45塚本古境群 46水溜り・駕箆据場遺跡 47大高野古墳群

第 3図 周辺遺跡分布図

-8-



第 1節遺跡の立地と層序

第 3章調査の成果と記録

第 1節遺跡の立地と層序

八橋第 8・9遺跡の立地と地形 八橋第8・9遺跡は、東伯町の八橋川と赤碕町との境に走る谷に開

析された丘陵上、標高約50mに所在する古墳時代後半期の集落遺跡である。遺跡北側には谷を挟ん

で別所中峯遺跡が、また南側の八橋)[1対岸には岩本遺跡がそれぞれ位置し、東方約 1kmの丘陵先端部

には古墳時代後期の前方後円墳である八橋狐塚古墳(全長62m)が存在する。遺跡からは、東に日本海、

さらに遠く日本海に浮かぶ隠岐島を、西には大山を望むことができる。

遺跡のほぼ中心には東西方向に向かつて埋没谷(1南谷部J) が縦走し、その両側に尾根が挟んで谷

を取り囲んでいる。北尾根との比高差約 3m、南尾根との比高差約 5mを測り、遺構群が検出された

北尾根から谷に向かつて緩やかに傾斜している。北尾根は東側に向かつて舌状を呈し、北西方向に小

規模な埋没谷が挟入している(以下、「北谷部」と呼称)。

調査地内の丘陵上は、土の流出や梨の株痕・暗渠によって著しく撹乱が及んでいたため、安定的な

土層堆積が認められなかった。したがって、現地表面から約20cm下の地山であるホーキ層・ AT層

と一部ソフトロームが残存している範囲を遺構検出面とした。一方、北谷部および南谷部については、

大きな撹乱が及んでおらず、古墳時代後半期を主体とする良好な遺物包含層が残存していた。

北谷部の層序 北谷部は表土下に第①層(褐色土層)が堆積していた。黄褐色ローム粒子・炭化物

を含み須恵器・土師器の小片が検出されたが、本層の堆積は部分的であることから、主に南東方向の

丘陵上からの流出によって形成されたものと思われる。第②層(黒褐色土層)、第③層(暗褐色土層)

は北谷部において安定的に堆積し、古墳時代初頭から後期の遺物を多く包含している。第④・⑤層の

褐色土層は、黄褐色ロームブロック・炭化物が混入し、わずかに遺物が認められた。前者は部分的な

堆積で、第⑤層の亜層として捉えることができる。

北谷部の層序は、主に褐色・赤褐色土層と暗褐色・黒褐色土層が互層を成しており、後者は大山北

麓に分布するいわゆる「黒ボク土」に比定される。また、北谷部の基盤層(地山)は基本的に大山上

部火山灰層の茶褐色土層、丘陵尾根上の基盤層は AT層に相当するとみられる。谷部堆積土の混入

物のうち赤褐色ロームブロックは前者に、黄褐色ロームブロックは後者に比定され、これらが高所よ

り流出して包含されたものであろう。

南谷部の層序 丘陵尾根の南側からは谷状地形が埋没した状態で検出され、その堆積土中から多量

の遺物が出土した。この埋没谷は、大山山麓から日本海に向かう開析谷とみられ、調査区の東側に向

かつて次第に低くなる。丘陵尾根の標高が約51mとなるのに対し、谷底のローム層検出面の標高は

46.5m となり、 4~5mの比高差がある。包含層の検出面から谷底までの深さは約 2m となる。

谷の堆積過程は、地山の直上に第四層(黒色土層)がまず堆積した後、第VI層(暗褐色土 C層)、第

V層(撞褐色土層)、第百層(黒褐色土層)、第E層(暗褐色土b層)、第E層(暗褐色土 a層)、第

I 層(茶褐色土層)の 111買で堆積する。谷底付近での各層の層厚は、おおむね20~30cm程度である。

また、第四層から第VI層までの問には、暗黄褐色土層 (b 層)~黄褐色土層 (g 層)などの間層が部

分的に認められた。これらは、ロームブロックを主体とした層と有機質土層との互層をなすことから、

風倒木などの自然的要因で地層が乱された結果とみられる。またa層は、第E層から掘り込まれたピッ
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第 l節遺跡の立地と層序
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第 2節遺構の 調査

トの埋士であるが、その形状は木の根等の自然的要因で形成されたとみられる。

この谷状地形からは土器などの遺物が大量に出土した。その多くは、谷の北側から投棄された生活

廃材とみられる。遺物は第 r........町麗までの間で認められ、その下の第V層から地山ローム面までの聞

は遺物を全く含んでいなかった。つまり、開析作用が沈静化して谷の埋没が始まっても、しばらくの

聞は生活の痕跡が残されなかったと判断される。そのため、今回の調査では、一部トレンチを設けて

ローム麗検出面まで深掘りした以外は、第V層の上面を検出した段階で調査を終了した。

遺物は、第 r........町麗の各麗で認められる。とりわけ、第E・町層からの出土が目立ち、古墳後半期

の須恵器・土師器をはじめ、鉄製品・鉄棒・土玉・石器なども含まれていた。弥生土器(後期)や打

製石鍬などもわずかに含んでいたが、これらも第百層からの出土である。遺物包含層は有機分を多く

含んではいたが、大規模な製鉄活動を示す廃淳場や炭層は検出されなかった。最上層の第 I膚は古墳

後半期の遺物小片とともに、近世以降の陶磁器片も一定量含まれる。(小口・北島・原)

CD明褐色土 しまりありe 粘性なし②前褐色ローム校子を少主主古む2

4乙務茶褐色土 しま坦なし。粘性なし。黄褐色ロ ムブロックを世

致合む。

者精褐色:ta しまりなl".t占姓なしe黄褐色ローム粒子少鼠含む@

炭化粒子をわずかに含む。

@1lIl茶褐色土 粘性なL しまりなl".黄褐色ロームブロックを多

く含むe 赤褐色粒子を少茂吉むe

c を赤褐色土 粘性なし。しまりありe 赤筒色粒子(焼土塊ト炭化

物を多く含む。黄褐色ローム粒子世!lt含む。

宮崎褐色土b 粘性なし φ しまりなし。混入物はほとんど認められ

ない。

会賞褐色土a 粘性あり。しまりなし。貨褐色ロームプロックをjO

体とするe

舎前褐色土b 粘性あり。しまりなし。貨同色口ームブロックのな

かに淡褐色土が混じる@

第 2節遺構の調査
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第 2節遺構の調査
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第10図 SI1出土遺物(2) 

( 1 )竪穴住居跡

SI 1 (第 8・9・10・11図、表 1・2・3・4、PL.2・25・26・42)

位置 台地南側の J9グリッドの緩斜面上に立地し、主軸を北西に向ける。床面の標高は48.9'"'-'

49.0mである。 SI1の南半部分は SI2と重複するが、土層の切り合い関係は SI1の方が新しい。

規模と形態 建物の平面形はほぼ正方形で、南北幅4.5m、東西幅4.6mを測る。壁周溝は認められ

ない。 P1・2・4は主柱穴とみられ、 4本柱建物と推定されるものの、西南の 1本分は未確認である。

埋土と遺物の出土状態 SI2の埋土を掘削して SI1が建てられている。そのため、 SI1の床面南

半は SI2の埋土を掘り込んでおり、部分的に黄褐色ブロックを敷き詰めて貼床とする(⑧層)0 SI1 

の廃絶後は、埋土の①~⑤層が北西側から流入・堆積する。このうち⑤層は、住居北壁の中央付近で

のみ堆積が確認され、焼土塊や炭化粒子を多く含んでいた。北壁中央では、床面と壁面が高熱を受け

て焼土面となっており、⑤層の形成と何らかの関連を持っとも推測される。遺物のほとんどは③・④

層からの出土である。床面直上出土の遺物には須恵器杯身の 4があるだけで、これも④層に属する。

出土遺物 須恵器(1'"'-'13・15)・土師器(14・16'"'-'28) のほか、石器 (29・30)・有孔土玉 (31

ウ

i
1
1よ



第 3章調査の成果と記録
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第11図 SI 1出土遺物(3 ) 

~40) ・有孔石玉 (41) ・鉄製品 (42 ・ 43) ・鉄津 (44~47) がある。このうち須恵器には、坪蓋(1

~ 3)・坪身 (4~ 9)・高坪(10. 11)・査 (12)・平瓶(13)・翠(15) などがある。坪身のカ

工リはいずれも箆く、断面が三角形となるなど退化が著しい。小型の坪蓋とセットをなすものである。

また、坪身の 9 は底部を欠くが、高台が付くとみられる。土師器には脚付班(14) ・費 (16~23) ・

甑 (24~26) ・寵 (27 ・ 28) がある。護は全て素口縁である。 29 ・ 30は磨石である。このうち 29 は、

上・側・下面に敵打痕が認められ、散石としても用いられている。有孔土玉は10点が出土した。こ

のうち、 31~34の形状は球形を呈し、 35~40は臼玉状となる。また、 41の有孔石玉は全面を研摩し、

球形に仕上げている。鉄製品は 2点ともに棒状の鍛造品である。このうち42の頭部は、二又に分か

れるようである。また、 44~47は鉄津だが、 44は流動淳、 45 ・ 47は椀形鍛冶淳、 46は含鉄鉄津で

ある。

44 。45

遺物の年代は、八橋区期新段階とみられる(第 5章第 1節参照)。
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第 2節遺構の調査

表 SI1出土土器観察表

遺物h
i塁線

器縄
日経(c同

残存率 調設立保 胎土 色溺 焼成 {時考
関{立 路高 (cm)

1 
SIl 須珪ムミE昔 :::10.4 

1/2 外面 停問転掛ナ凶抱デナ後っ、 正E宮古ヘラオコシ・ヘラギリ 議 0.5--1.5阻白羽色砂粒・ 外面灰色
照数

j型土 却姦 4.1 内飼 育事止ナデ綾部内街ヘラ記時 時掲色砂稔 内{簡，灰色

2 
SI1 

!総坪重量務
出9.6

1/4 
外面的転ナデ、天井部へフオコシヘラギリ 笛 0.5-1.5回目白色砂投ー 外面:灰白色

現段
埋士 3.1 内面:距l転ナデ YXf話住役二f 内I闘争灰白色

3 
SI1 須恵器

天井部1/4 外面 低自出転ナ回転ヂ"-7'1'ズリ役 務状ツマミ筏合名 穏 3.0回目石英、 2.0闘の白 外面灰色
思綾

J型1 師蓬 ム1.4 内面 色砂粒 Il;ilJj灰色

4 
SI1 m車皆 11.5 

1/1 
外面 回転ナデ、底部ヘラオコシ・へフギリ後、ナヂケシ 密 0.5.........1.5悶の白色紗粒 外面灰色

史論
埋土 郎身 3.4 内面 ι 回転ナデ 灰色砂粒・審査諮色粒子 内閣灰色

5 
SIl 須.¥¥(1昔 ぷ 11.1

1/4 外内d凶l 毘作絃剛山ナ尚デノ
底部ヘラケズリ 詐 0.5-....1.(均勾目白色砂粒・ タti語 灰 色

~~滋
f3!::l 坪身 2.9 半透明砂粒 内面ー灰色

6 
SIl 11郎i怒身箆 ;::12.0 

1/2 タ内ト蕗弱ー沼'"転叩口ナ柏デ、J 底部底内部面へへフラオ記コ号シr・ヘj ラギリ後ナデケシ * 1.0闘の白色砂粒
外語!i:灰諸色

竪縁 的土分析1<l4
現土 3.1 内面:暗灰白色

7 
SIl 須主主旨苦 ※11.2 

1/2 
タトi百:f宇部留転ナヂ、底部へフオコシ・ヘラギリ後ナデケシ

苗 0.5岡の灰色砂栓
外聞訳色

院縫
理士 坪身 3.3 内面ー IITI転ナヂ 内而灰色

8 
SIl 111車2D 11.3 

3/4 外ff!I:。回回転転ナナデデ、綾部へフオコン・ヘラギリ |詩m諮0日 5阻白羽色砂粒 外部灰色
院殺 的土台帳1<l2

埋土 却身 3.4 内邸 色砂粒 内在百 灰色

9 
SIl 

須部恵身器
※ 13.8 

坪部1/3
外[百回転ナデ 0.5閣のG色砂投・灰色 外国民白色

I百数 胎土分析1<l3
埋土 d.5.4 内部回転ナデ 砂粒@ 内樹灰白色

10 
SIl 軍uむ捺 ;}(15.4 焚口部 外内副部I:T回l山転間ナ耐ヂノ l は、回転ヘラケズリ、勝部回転ナデ、従似透穴 密 l.C回白色砂粒・潔灰色 外語。決EIs

堅設 的仁分析1<l1
理土 7 1110 砂粒 内田灰白色

11 
SIl 1f!慈2号

底部1/10
タト官官 杯部活転ノデ授 司転ヘラケA'J、務部罰転ナデ、挺似通穴

密 1.0闘の白色砂柁
外面々決白色

廃車重
埋土 南部 ム7.0 内[百回転ナヂ 内閣灰色

12 
SIl 須控1器 務部上半 外街綴部上半凶転ナヂ、爾詰:下半関紙へフケズリ

街 I.C閣の白色砂粒
外部灰色

堅綾
哩オ 査長 ム4.1 1/3 内面回転ナデ 内面灰色

13 
SIl 須平珪瓶K ;r~ ~:â.2 

口綾部1/1
外面凹転ナデ

官 0.5岡田脱色砂粒
外j而オリーブ灰色

監鱈
壌土 ムG.5 内部回転ナデ 内面:灰色

14 
SI1 

総土師HJ器完 腕部1/4
外面ナデ

街 2.0-3.0四日石英
タト菌1・浅員縫色

良喜子
理E土 ム3.4 内江主 ナデ 内面 浅草竜燈色

15 
SI1 須き菱~ag 底部1/4

外面:タタキ
窃 0，5.......2.0闘の白色砂粒

外綴灰色
堅紋

Iil!土 ム13.5 内街 :1奇心i弓文(宵ft;J波文)タタキ 内面。灰色

16 
SI1 ゴ締紫 "，20.8 日縁部1/自

外部 a ヨコナデ
官 1.0岡田自色砂粒・関石

外巨百 億色-1こぶい黄段色
良好

埋土 箆 ム8.1 内面。日綾部ヨコナデ、関節ヘラケス:1) 内同 鼠色~にぷtミ前段色

17 
SI1 土問器 沢26.2

口鋭部1/8
タト師 ヨコナデ

寵 1.0闘の白色砂粒・ 1平石
外娠にぷいl1I.憧色~にぷい笹色

良合f
埋土 5望 ム6.2 内面 白縁部ヨコナデ、関部ヘラケズリ 内i苗 にぷい前抱色-1こぶい絞色

18 
SI1 土師詑 ※21.6 

口縁部116
外面 ヨコナデ、部分的にユピオサエ

密 0.5---1.0閣の白色砂投
外面:緩急~にぷい燈色

良好
樫土 き塁 ..6.5.1 内面 口綾部ヨコナデ、関部ヘラケズリ 内側:段色~にぷい縫色

19 
SI1 土締箆 茨190.1

口綾部1/1
外面。口縁部ヨコナデ、関部ハケメ 省 0.5闘の長石、1.0翻の事

外i冨ーーeにににh 州ぷぷぷいいいf燈段量殺邑色色砂明i串露褐褐色色 | I 良A内 好
埋 t き菱 ム12.1 内面 口綾部ヨコナデ、闘部ヘラケズリ 筒色粒子 内聞

20 
SI1 主隠E苦 ノく24.0

口縁部1/7
件関 ヨコナデ 密 0.5-2.0闘の白色砂粒・

外内面聞J : ::.::~ ~!:~----:.:!~:: I a9f 
埋土 王室 ム7.8 内面I 口縁おヨコナデ、線部ヘラケズリ 関石

21 
SIl 土師総 l1d6.6 

口綾部1/8
外海ヨコナデ

務 0.5.........3，0岡田白色砂粒
外面。にぶい絞色-1こぶい前燈色

良好
埋ゴ 翌 ム7.1 内部 口綾部ヨコナデ、関部ヘラケズリ 内面 にぷい抵色~にぷい商取色

22 
Sl1 

土師5霊2l} 
ノ、34.0

口縁部1/3 外阪 口縁部ヨコナデ‘関関官部官ハへケラケメズリ i.it.: l.Qrrm目白色砂粒
外而にぷい裁縫色

良野
理土 ム14.7 内面 口綾部ヨコナデ、 内商 iこぷい政権色

23 
SIl 土師饗跨 ，;'28.0 

日縁部1/6
外国:ヨコナデ

密 0.5-1.0回目障石
外聞 にぷい絞色-1こぶい褐色

且持
1m土 ム8.0 内謝:口綾部上半ナデ下半ハケメ、閣部ヘラケズリ 内面 iこぶい鐙色-1こぶい褐色

24 
Sl1 t鮒怒 *22.6 口綾部: 外面:ヨコナヂ

密 0.5から1.0閣の自色砂粒
外誼i崎灰裁色~貨灰色

ntf 
組土 鼠 ム6.9 1/10以下 内在主 口綾部ヨコナデ、劇部へラケズリ 内部にぷい政経色~陪灰#1色

25 
SIl :f:r，fJ器 ，"28.4 ロ縁蔀;-溺 タト麗 ハケメ

出 1.0-2.0閣の白色砂粒
外凹:にぷい黄撹色

l'Hf 
思土 官t ム10.6 部上半1/5 内総 口縁部ナデ、務部ヘラケズリ 内面ーにぷい民随色

26 
Sl1 士郎諒

底部1/10
外面々師!取り

寵1.0闘の白色砂粒額百
外ifil 位

Mf 
埋土 箇 ム9.3 内面へラケズリ がlU前総色-1こぶい絞色

511 :1:1司器 長口部 外面ナデ
議np:~0q5n~m2可出.5回掛街目同白封色砂粒- 外内認証IJ に1こぷぶいい設位1絞9色色 寸ザr長k裁i主経絞E色E 27 

埋土 語審 /::::..12.4 1/10 内ffii ヘラケズリ
良好

28 
SIl 土師法

底部1110
外面ハケメ後、終なナデ 官 1.(回目白色砂投・車総 外闘:にぷい桜色~灰黄色

良好
理土 覧室 ム 11.0 内在百 ケズリ 色粒子 内面，氏前褐色

表 2 SI1出土有孔土玉・有孔石玉観察表
遺物?む il:t格 府位 fE巴rマ」更ーさ{叩}

悩 (crn) 孔筏(cm) 重さ (g) 潤笠・文槌 め 1 色 2司 焼成 備考

31 SI1 埋土 3.0 3.7 0.5 37.6 {面取り{瓦ナデ 0.5岡田錦石・自色砂撲を合む 黄褐色 良好

32 SI1 埋土 f.R状 3.6 4.2 0.6 59.0 聞取り後、ナヂ 0.5閣の輝石 白色砂磁を含む 寸器53i: 良好

33 SI1 理士 球状 3.0 3.6 0.6 37.4 

凹取り後、 ナヂ 1いi01，.，0)岡~乱田出5白色聞色砂の砂粒煤枚を色、含慨嫡むを母古をむ含

良好 :n斑あり

34 SI1 哩土 球状 2.9 3.3 0.5 27.2 面取り役、ナデ む 民黄色~灰色 良好 平坦面あり

35 SI1 埋土 管状 3.8 3.5 0.6 44.6 i而11'り後ナヂ 黄灰色~紡灰貨色 良好

36 SI1 埋土 管状 2.5 3.2 0.5 26.6 ナデ 1闘の白色砂降、石英を古む にぷい黄色~陪灰黄色 良好

37 SI1 I!J!土 管状 3.0 3.2 0.5 34.2 面取り後、ナデ 0.1.......0.5阻白白色砂粒を含む 陥灰黄色 Mf 

38 SI1 埋土 管状 3.2 3.1 0.4 34.8 ナデ I闘白色砂粒を古む 前灰色 良好

39 SIl 場土 苦状 3.3 3.2 0.7 32.8 ナデ 0.5聞の白色砂粒を含む にぷい黄色~忠商色 良好

40 SIl 理士 管状 :1.0 3.0 0.6 31.8 ナデ 0.1-0.5回目黒色砂際を古む 淡黄色 Mf 

41 SI1 理土 球状 3.6 3.3 0.6 -14.8 全面摂取 1<IIJ岩 灰白色 石J五

表 3 SI1出土鉄関連遺物議察表
造物h 出土地点 伎など i丘物詩lIi 重さ (g) 長さ (cm) 槌 (c悶) 月さ (crn) E芸者!主 メタJlrJir t器考

42 SIl 理土 鉄製品 限造品 13.2 7.1 (6.9) 2.0 (1.4) 0五---0.7 3 L (C!I) 

43 SIl 耳目土 鉄製品 侵造品 36.0 11.3 2.7 2.0 6 L (画) 分析1<l2IYAB -2) 

44 SIl 埋士 流動持 161.0 5.0 6.9 3.6 l なし

45 SIl 埋土 古鉄鉄洋 鏡化(ム) 5.9 1.7 2.2 1.5 2 怨化(ム)

16 SIl 期 i 筒形鍛冶i主 合致・鋳{ヒ(ム) 65.5 4.1 3.6 3.4 2 銭{ヒ(ム)

47 SIl 坦j 防庁;!ii冶浮 宮室主・誘化(ム) 24.0 2.7 3.9 2.5 ワ 鋭化(ム)
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第3章調査の成果と記録

表 4 SI1出土石器観察表

石村 儲 ニ母

安山岩

安山岩f

上 .001.下面滋打痕

X〆 Sll 

、国

9 

1J@工
@Pl  I r 1 

ー『

¥¥¥ ¥ H' ~ rp4 
o 

7、。
¥ ¥ ¥ ¥ヲ了 ¥ I@ 11_ 

2 〆A

10 h 

@ j2 UIJ -r ¥@ 

1 ⑥了
2~P3 

H 

F 

52.00m 

H 

49.60m 

F F 

P5 
直)

出

戸

H
H
3
u
.
5守

(j)t主1S色土a 粘性あり。しまりなし.黄褐色ロームブロック

を主体ととし、淡褐色土をまじえる.

苦手精子高褐色土a 粘性なし。しまりあり@賞褐色ローム粒子を多

く含む。白色砂磁を世鼠含む@

③階褐色土 粘性なし@しまりあり。貨1l!色ローム粒子を多

く含むe 若手褐色粒子 炭化粒子を少詮含む@

49.60m 

H H' 

④淡褐色土 粘性なし。しまりあり@賞褐色ロームブロック

を少致合む。

⑤明赤褐色土 粘性なし。しまりなし@貧褐色ローム粒子を多

く含む?。

⑤明褐色土 粘性なL しまりなしe 黄褐色ローム粒子を多

く含むt.

⑦賞褐色土層b 粘性ありa しまりなし。黄褐色ロームプロック

を多く含む。

③黄褐色土層 C 粘性あり@しまりあり。黄褐色ロームブロック

を主体とし、淡褐色土を交えるe

、〆 ILl 11 

49.60m 

q s=1 : EQ1m  

第12図 SI2
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第 2節遺構の調 査

SI2 (第12・13図、表 5、PL.2・26)

位置 J9グリッドにあり、主軸は北西を向く。北半部は SI1と重複する。床面の標高48.7m。

規模と形態 平面形はほぼ正方形を呈する。北壁と東壁側には、断面が U字状の浅い壁周溝がめ

ぐる。また、南側の床面がやや低いため、黄褐色ロームブロックを敷き詰めて貼床としている(⑧層)。

SI2 に伴う遺構には Pl~6 がある。このうち、 Pl ~4 は主柱穴とみられる。また、建物のほぼ

中央にある P5は、皿状に浅く窪んでいる。その底面は高熱を受けて焼土面となり、硬く焼き締まっ

ていた。このほかにも SI2では、床面の北東側を中心に広範囲で焼土面が認められたものの、浅く

窪んだ焼土面は P5だけである。また、 P6は南壁中央付近に位置L、壁際特殊ピットとみられる。

埋土と遺物の出土状況 SI2廃絶後、まず柱穴などのピットが埋没する(⑦・⑥麗)。その後、住

片 言 4-」 7 0J 
4 

じ -J え
/ 、片7て

5 6 

/点三kl
/1〉

Lz 
10 

)iて9 

11 

、ふ
8 

0S=I:  4Ocrn  

第13図 SI2出土遺物

表 5 SI2出土土器観察表

遺物h
議機

総額 |詩唯高{{叫cm) 残存率 肉祭・文綴 胎土 色調 焼成 儲考
閣位

1 
512 須車器 12.8 

1/3 外面ー:@)口縁転苦ナ5デ3コナデ、天井部毘転へフケズザ 密 0.5-2.0闘の白色砂粒 外商 宵淡色~号耳宵灰色
竪紋

埋土 町、重量 ふ2.4 内調 1.0臨の!黙認色砂粒 内耳苦

2 
512 須坪語蓋1器 最大窪10.7

1/8 
外商:口綾部ヨコナデ、夫jtaT沼絃ヘラケズリ

密 0.5-1.5回目白色砂粒
タト醤 結灰色

堕数
埋土 ム3.7 内問 e 回転ナデ 内証言 録灰色

3 
S12 須感器 3詰12.1

日産全部1/8
外尚凹転ナヂ、底部ヘラケズリ

砂粒
外国脅灰色

塁数 |飴協商土，.分i笠胤iT侃存5竿す
埋土 if身 ム2.9 内面・回転ナデ 内面背灰色

4 
S12 土師器 日経部 外西 日誌部ヨコナデ -1.5回白白色砂段 外面:黄燈色

良好
理土 室電 Ll.4.4 1/10以下 内在室 口縁部ヨコナデ、闘部へラケズリ 灰色粒干 内面:首位色

D 
S12 土長官設 ※16.0 

口縁部1/6 外面 口縁部ヨコナヂ、関岡部部ハケケズメリ 官 0.5-2回目砂救
外面 iこぶい策担色

且好

6 

思土 き菱 ム5.1 内節 口綾部ヨコナヂ、 内援 にぷい議総色

512 土綴器 ※15.8 
口縁部1/6

外面 白綾部ヨコナデ E詰 1-3回目白色砂粒.1.0
外面 ににぷぷいい髭旋燈際色色 向山] 良9r

埋土 翌 ム3.7 内面白縁部ヨコナデ岡部へラケズリ 闘の沃色砂粒・赤潟飯粒子 内関

S12 土師器 踊!T:i:15.6
頭部1/5

外面 口縁部ヨコナデ、務部ハケメ 箆 0.5-3闘の灰色砂粒 外国浅黄褐色
且好

埋土 翌 ム8.0 内筒 口縁部ヨコナデ.闘部へラケズリ 0.5---2.5岡田時褐色砂粒 内削 iI<黄褐色

512 土師器 〆U8.2 外面ナデ闘部に薄くハケメ やや粗 0.5-2回白白色砂 外面浅黄禍色8 
題土 受 Ll.IO.7 

頚部1/5 r"I筏 口縁部ヨコナデ、劇部ケズリ 粒0.5-2岡田事褐色砂粒子 内商法貧褐色
且Iff

9 
S12 t締器

信
外面:ヨコナヂ 密 0.5-1岡目白色砂粒古 外面談黄色

良好
埋土 5翌 内孤:口綾部ヨコナデ、関官官ヘラケズリ む 内部談黄色

10 
512 土部器 外部:風化しているが所々ミガキが残る@全関車色議彩@ 密 0.5-4問灰色砂粒0，5--...-

外商ー，浅浅黄草者f褐a色色 I主1ft
埋土 高坪 内面ー恩化しているが所々ミガキが残る。全面帯魚慾彩。 2.5闘の捧格設粒子0.5の長石 内閲

1I 
S12 土師器 外面ヨコナヂ i密の買0.5-1.5::80自邑鞠 。刊 外聞:綴色

良好
理土 関付境 内面ヨコナデ 色鞍粒 0.5-2髭のt;謁色砂粒 内面:笹色

12 
SI2 土師誇 底部1/10 外 商 ハ ケ メ 密 2.5闘の灰色砂粒、 i外内在面5:.鐘蹴綬色色 良好
埋土 貴重 ム13.0 以下 内在:J:半ハケメ、下半ヘラケズ')

1
1ムつ山
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D 

o 

径 1----2cIllの黄褐色ハードロームブロック、炭化物を多く含むa粘性・しまり右り e

径 1cmの賞褐色ハード口 ムブロック、炭化物を多く含む司粘性やや有り金しま

り強いe

筏1-3c岡田黄褐色ハードロームブロック.筏0.5..-...， 1 c回目炭化物を多く含む@粘

性・しまり⑦尉より強い@

②褐色土 筏 1-3c岡田誠lil色ハードロームブロックを多く含むe 粘性・しまり強い@

事補色土 径O.5cmの貨褐色ハードロームブロックをわずかに含む@粘性・しまり強いe

湯暁褐色粘貿土 粘性・しまり強いa

容締褐色:仁

~精褐色土

容締褐色土

径 1'"'-'2c岡田賀褐色ハードロームブロック、炭化物、赤色粒子を合む@粘性・し

まり弱い。

ソフトロームと窃層の混合士闘。径O.5crnの黄褐色ハードロームブロック、炭化物

をわずかに含む。粘性、しまりiJ~い。

径 1，......， 2 cmの貨褐色ハードロームブロック、炭化物、赤色粒子を含む。粘性・し

まりJ)f謁より ij~ く、色調も ~ffい。

径O.5crnの前掲色ハードローム粒子、炭化物を含む。粘性 しまりイfり@

ソフトロームブロックが斑状に混入e 径O.5crn白炭化物をわずかに含む。粘性・し

まり弱い会

J)m'llll色土

4長挑褐色土

ミ安陪褐色土

@陪褐色土

怨晴間色土

SI3 第14図

SI2の埋士を掘り込その後、さらに③・②震が堆積する。居跡、の周囲から⑤・④層が床面に流入し、

んで SI1が構築される。①層は SI1の貼床である。

遺物は、須恵器の部蓋(1・ 2)・杯身(3 )、土師器の嚢 (4"-'9)・高坪 (10)・脚付琉 (11)・出土遺物

いず、れも小破片であった。曹は素口縁の 9を除くと全て有段口縁で、寵 (12) がある。量は少なく、

SI1とは対照的である。いずれも段や屈曲が弱くなる。鉄j宰・鉄製品・有孔士玉は認められず、

SI2の埋

(~ヒ島)

この年代観は、SI1出土遺物よりも古い。遺物が示す年代は、

士を掘り込んで SI1が構築されたとする麗位学的所見とも矛盾しない。

-22-

八橋V期新段階とみられ、



六
二
?

D
 

c、J

。つひ
J

(こ宰酬明刊担的一ω図的
F

掛

Cコσ3
 

¥
 

た
グ

~
お

F
》

ド
、

p、-
c、J

F
 

C、J
<
D
 

F
 

α
コ

網羅Q建材用糧問燃

'" 



第 3主主 調査の成果と記録
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第16図 SI3出土遺物(2 ) 

表 6 SI3出土土器観察表

遺物:b
1宣梢

器積
口f壬(cm)

残存率 調設文4墨 飴 土 色認 焼成 {晴考
年i 位 総高 (cm)

1 
SI3 須窓器 n4.0 

1/4 
外出 主主転ナデ後、天井部留経ヘラケズワ

WJ 1.0闘の日色砂粒
外語:砂]オリーブ氏~階灰

堅紋 胎土分析!h10
埋オ 拝霊童 4.6 内 蕊 包 転 ナ デ 内街:賢官オ')ープ灰色

2 
SI3 

須郎主主主主ru; 来 日O
1/2 外在百 e 回@]転転ナナヂデ後、天井郡田転へフケズワ 慾 1.0岡田白色砂粒・1.0 外溜:育灰色

原喜重 胎土分析!hG
担土 4.0 内面 -2.0悶のJ見忽斑状粒子 内iin:宵E疋e

3 
SI3 

須会f感、蓬際
〉く14.0

口綾部I/G
外立証:@j転ナデ後、天井部回転へフケズリ Jil郊に沈毅2条

密 1.0闘の白色砂粒
外面、灰色

堅紋 大J十議夜。
理士 ム3.3 内面 e 回転ナヂ 内面灰色

4 
SI3 須磁器 、く13.5

口縁部I/G
外凹ー回転ナデ徒、天井部回転へフケズリ 密 0.5-2.0闘の白色砂粒・ 外 面灰 色

竪提
埋土 坪蓋 ム3.2 内面:回転ナデ 0.5.......1.5閣の灰色砂粒 内面l 灰オリーブ色

。 SI3 須時h!.{護器
京 15.7

臼縁部l//86 
国:回転ナデ後、天il部閉転へフケズリ 密1.0闘の白色砂粒黒色 外 面灰 色

竪段
3霊土 ム3.4 面:@]転ナデ 砂絞 r'I磁灰色

6 
SI3 

策土手議滋
間 14.6

口縁部1 面l話:回@j転転ナナデヂ後、天井部開転へフケズリ 関節iこ沈隷 1来l怒05~O1N0問的即!Il揺高日砂色鈷砂 投
外題灰白色

区叡
i里土 ム3.6 内磁灰白 色

7 
SI3 

須時邸去を主苦
、id4.3

IFI部1/4
自主:[琵転ナデ後、天井部閉転へフケズリ 怒1.0-2.0岡田[:J色砂殺・ 外 題灰 色

竪iヨ Z議選llJN:?
埋j: ム2.9 面:回転ナデ 黒斑状粒子 内聞灰色

8 
SI3 須車器 ※ 12.0 

1/6 
外商 閲転ナデ後、底部閉転へフケズリ

密 1.0悶白白色砂粒
内i麗 陪背灰 色

竪鼠 飴土分析!h9
思士 持身 ム2.9 内 面 回 転 ナ デ 外磁背灰色

9 
SI3 須車器 、*12.7

1/4 
外聞 回転ナデ桂、車部閉転ヘラケズリ 口啓誌にわずかに内閣端麗

密 1.0闘の白色砂性
外国灰色

堅"~主培!土 時身 ム3.7 内抗i 沼転ナヂ 内街灰色

10 
SI3 須込L訟 '"、14.0

口綾部I/G
件 関 回 転 ナ デ

面 1.0闘の白色砂粒
外商灰白色 片付日間現土 郎身 ム2.6 内覆回転ナデ 1"関沃肉色

SI3 須.¥l(器 最大陸14.0 外街回転ナデ、天井部回転ヘフケズリ 外商沃 黄色
11 

現土 坪身 ム4.4
口綾部1/5

内而凶転ナデ
密 1.0岡以下の自色砂粒

内耐灰黄色
思段

12 
SI3 須立l跨 :乞11.0

頭部1/6
外1m 回転ナデ

首 0.5聞の白色砂粒
外面オリープ泉

竪額
男R:t 題 ム4.5 内面回転ナデ 内 面灰 色

13 
SI3 

須街吐路{持 脚部1/4
外国回転ナデ陸、透孔穿孔 街 1.0-2.0闘の白色砂粒 外凹椅緑灰色

自主教 胎土分析~ú.7 
j壁土 ム7.6 内面l 邸転ナデ 長石 内昔話 路録E記色

14 
SI3 オ附怒 ※17，0 日設官官 外国 日綾部ヨコノデ I密05~0155~悶2由0聞学透の場灰砂色粒砂 絞

外麗にぷい倍程
良好

埋土 き霊 ム0.0 1/10 内間 口縁部ヨコナデ、関部へラケズ汀 内面 iこぶい黄泣色

44 
つω



第 2節遺構の調査

遺物，紅 遺議 役1持 苦号 穐
日筏(cm)

残存率 調書室・文犠 胎 j 色調 封書成 i守 考
&}潟(c怒)

15 
SI3 土幾師器 〉く20.2

口綾部1/8
外間 口綾部ヨコナデ 密 1.0闘の主主石・ 0.5闘の摺 外iffi:i浅主演誼怠色 良好

理土 .6..5.0 内面:口綾部ヨコナデ お 内謝

16 
SI3 土師2苦 ※13.0 

口部縁上部半~l/劇6 外国;i:ー口日縁綾部部ヨヨココナナデデ、、 際部ハケメ 主主 0.5--3.0闘の釘色静殺、 外部 iこぶい蕊綬色
良好

県土 翌 ム8.3 内面 駒郡ヘラケズリ 灰色砂校 内部淡詫色

17 
513 土師認 ー、13.4 口綾部~悶 外面口綾部ヨコナデ 密:3.0国以下の灰色砂粒・

外認。;にごぷぷいい経詫絞伝色 良好
機 lニ 王室 1>6.8 部上半114 内面 口縁部ヨコナデ‘駒郡ヘラケズリ 長石 内面

18 
SI3 土釘器 ノく16.0

口語fff，1/4
外価ヨコナデ 昂密褐色1.0粒~子1.5岡田白色砂粒 外部位色

良;y.
壌土 き霊 1>5.8 内面i:ヨコナデ 内i百 十在色

19 
513 土続.， 〉く16.0 口議官官~雲寺 外留一口綾部ヨコナデ、 闘露導部部ヘハケラケメズり 笛 0.5.......2.0園田灰色砂粒 外面ふ談主主黄黄色色 且"f
埋土 き菱 ム11.5 ru;上半1/6 r"Ju宮 口綾部ヨコナヂ、 内面

20 
Sl3 土邸器 }、19.3 日綾部~溺 外品I::日口絃綾i部符ヨヨココァナデデ.、潟部へフミガキ・ナデ 設憲章;石0.5"'1.0岡田譲住総子・ 外IDi にぷい殺色

f込li
埋土 翌 ム16.5 f;~下 4'213 内面 線路ヘラケズリ 内 極 に ぷ い 滋 色

21 
SI3 j:師器 諜 14.6

日部縁上部半~I/園4 外面:。口口綾総部部ヨヨココナァデヂ、 官 0.5.....2.0聞の灰色砂校
外開淡錆色

良;y.
埋土 を宝 ム7.7 内面 駒郡ヘラケズリ 内放iマ淡黄色

22 
SI3 土締法 ※19.3 日縁部 外!面'ナデ

密 0.5聞の自色砂粒 外部浅浅紫黄色色 li!H 
埋土 宝建 ム5.4 1/10 内面 白縁部ヨコナデ、関部ヘラケズリ 内回

23 
Sl3 :c師5霊6fi 

，*16.0 口綾部1/4 外聞ナデ 笛 0.5.......3.0闘の灰色砂校・ 外面:浅黄色
良好

様土 ム3.9 ラケズリ 長お 内而 iJHt.t色

24 
SI3-pitl 

土王締室法
~:;19.6 

口縁部i1l8 T if 2.0闘以下の白色砂校. 外面 r主政隆色
良好

IIIU: ム2.9 アJ 内問浅首位色

25 
SI3 土師翠器

、詰16.8 口綾部~翻 外調ナデ
密 05----2.0岡田臼色砂粒 外面:浅;主黄i者椅総色色 良好

現土 ム3.9 部1/8 内面'口綾子ぷヨコナデ、関節ヘラケズリ 内街

26 
SI3 

出場
外面 日経ilsヨコナデ、岡部ハケメ 街 0.5岡以下の長石、 l悶 外記:1:ぶい綬色~浅紫色

良少F
問j: 内問 口縁部ヨコナヂ、錦部ヘラケズワ のm色砂殺 内面‘にぶい議段岱

27 
SI3 外国ナデ

密 0.5-2，0岡田El色砂粒
外 艇 に ぷ い 綬 色

良好
埋土 内在主 口縁部ヨコナデ、窮部ヘラケズリ 内部にぷい黄般色

28 
SI3 外罰 ヨコナデ

資 0.5悶の長石
外聞にぷい慰色

良好
樫土 内調 口該部ヨコナヂ、際部ヘラケズリ 内面々にぷい燈邑

29 
SI3 

外語。 口口綾縁部部ヨヨココナナデヂ、 |街色。砂…絵・書室回母目自色砂粒 灰
外出 にぷい前燈色~掲D<

良町
埋土 翌ム3.2 1 1/10 内面 務部ヘラケズリ 内部 にぷい災緩急

30 
SI3 土師器 最大詰22.9 m部1/6 外匝。 口日綾縁部部ヨヨココナナデデ I石密英1.0-2.0闘の白色砂粒・ 外認 ににぷぷいい資持総綬色色 且好
埋土 翌 ム5.1 内面 倒部ヘラケズり 内証耳

31 
SI3 土師捺 Fく21.5

日紋部1/8
外面 口縁部ヨコナデ

総 0.5悶白鶴石 外調浅浅f黄をi色E Mf  
思土 主筆 ム3，5 内面 e 口騒音5ヨコナデ 内凶

32 
Sl3 1 師~i ~H4.0 口縁~闘部 外聞:はfじのため不明 笹 0.5.......2.0悶の灰色砂粒・ 外国:浅黄燈色

良好
壊土 拝 ム3.6 1/8 内面，:銭{とのため不明 褐色枝子 内面i:;，見詰縫色

33 
SI3 京7.6

民1部2/3
外泊:ナデ 笹 1.5間以下回灰色砂粒・ 外面。 III色

良好
理土 ム4.0 内部ナデ 赤潟f主殺子 内i而燈色

34 
S13-Dit 1 土鋪liI1

底部116
外部摩滅(ナデか) 務 3.0闘白色紗殺・1.5回目 外調:{こぶい首燈色

良好
埴土 鼠 1>9.9 内面摩滅{ナデか) 鐙褐色粒子・ 0.5闘の議母 内i百:にぷい読経色

35 
SI3 土銅器

底部1/6
外国マハケメ 簿上0-3.0聞の白色砂位、 外商:浅裁緩色

良好
明!土 霊童 ム12.6 内闘:指頭日:痕、ナデ 2.0悶以下の百英 内面.にぷい蕊燈色

36 
Sl3 

提口部
外聞:ナデ 密 1.0-4.0闘の灰色紗毅・

外認 ににぷぷいい綬倍告色 良好
機土 ム12.0 内面:へうケズリ 燈掲色粒子 内面匝

表 7 SI3出土有孔土玉観察表

胎土

0.1闘の白色砂際・腐石を合む

表 8 SI3出土石器観察表

石材

安山岩

紫員~，t草石角閃石安山岩

アブライト

儲寺

下而段打痕

砥聞室主2

SI3 (第14・15・16図、表 6・7・8、PL.3・26・27)

位置 G12グリッド、丘陵上の北東側傾斜変換点の標高約51mに位置する。主軸はやや北西側に

偏り、周囲には住居が近接していない。本住居跡は試掘調査によって、その規模と良好な状態で埋土

中に遺物が包含されていることが明らかとなっていたため、調査は試掘坑の土麗断面を精査しながら

実施した。

規模と形態 住居の北壁・東壁において一部撹乱を受けているが、平面形態は南北4.4m、東西5.1

mの長方形を呈し、壁の高さは最大20cmを測る。床面は地山のローム層で構成されているが、本住

居において硬化面および焼土面は確認されなかった。北壁西半および西壁北半にかけて L字状に、

深さ 10cm未満の断面U字状の周溝が存在する。

床面上で検出されたピットは計 9ヶ所で、そのうち P1"-'4は主柱穴と考えられる。床面からの深

さは P1が55cm、P2が55cm、P3が60cm、P4が55cm。また、 P1とP2、P3とP4のほぼ中間に

小型ピット 5・7が確認された。 P5 : 50cm、P7 : 50cmと主柱穴とほぼ同じ深度であることから、

上屋を支える柱穴の可能性も想定されよう。さらに北西コーナー付近に深さ25cmほどの P9が、 P3

北西隣にやや規模の大きい段状を呈する P8が床面において検出された。 P8は90X 70-25cmの楕

に

u
q
L
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(j)陥褐色土 赤褐色ローム粒子、炭化物粒子‘臼色砂E棄を全体に含むe

しまり粘性あり a

②赤褐色士 白色砂療を少鼠含み、しまり ïj~ く粘性あり。

ミま褐色土 赤褐色ローム粒子、白色砂際、黄筒色ローム粒子、炭化物

枝子を多く含む。しまり粘性あり@

~暗褐色土 貨褐色ロームブロックを多鼠に含む。しまり粘性あり事

容時間色士 色調は~闘よりも暗い@赤褐色ローム校子、賃褐色ローム

粒子、白色砂際、炭化物投予を少!i¥含むe しまり粘性ありa

⑤JM裕色土 赤筒色ローム粒子、賀補色ローム枝子、白色砂談、炭化物

粒子を少監含む。しまり粘性あり危

ぐち弱音褐色土 赤褐色ローム粒子、筑間色ローム粒子、白色砂様、炭化物

粒子をφ致含む。しまり粘性あり。

容認錆色土赤褐色ローム粒子、白色砂様、炭化物粒子を少量と、多鼠
棚列 1

割問伊1)3 の黄褐色ローム粒子含む@しまワ粘性あり@

P1 @階褐色土 全体lこ赤褐色ローム枝子、炭化物粒子多く含み.黄褐色口一

ι ム粒子、白色砂擦を含むe しまり粘性ありa

} 事暗褐色土指摘色ロームブロック多く含む。しま坦あり@

! @暗褐色土品、褐色ローム粒子、黄褐色ローム粒子、炭化物粒子、白色

砂撲を全体に含むz しまり粘性あり。

第 3章調査の成果と記録
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第17図 SI4・22

円形を呈し、内部に小ピットが穿たれている。埋士は暗褐色士の上下 2麗に分かれ、下底面に士師器

片が出土した。本ピットはその形態や深度などから考慮すると貯蔵穴の可能性がある。 P6はいわゆ

る特殊ピット (40X 30 -5 cm)に該当し、南壁ほぽ中央にわずかに壁を切るように構築されている。

埋土と遺物の出土状態 埋士の状況は、①層とした暗褐色士と③層の暗褐色士が堆積し、③層上面

より遺物が集中して出土している。また壁付近には、ソフトロームブロックを含む②層の樟褐色士が

流れ込むように堆積し、その下層には④層の暗褐色士が壁際床面直上を覆っている。この④層は黄褐

色ロームブロックと炭化物を含むことを特徴とし、側壁板が土壌化した可能性を含んでいる。

遺物は、住居東南部と北西部の 2ヶ所にまとまって出土しているが、床面直上のものは少ない。
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第 3章調査の成果と記録

-D 
口 27

出土遺物 1"-'7は須恵器坪蓋であ

る。天井部が平坦で、口縁部で屈曲し

て端部に至るが、口縁部との境には稜

が形成されている。天井部は回転へラ

ケズリ痕が認められ、肩から口縁部は

ナデ調整である。 3・6のように端部

内面には、凹線がめぐりっているもの

-EP口

と二〉

qS=I:  25  cm 

第19図 SI4出土遺物 (2) 

:白乙U
:仁二コ 28

もある。 8"-'11は坪身であり、胴部が大きく聞き口縁がやや内傾している。底部はヘラケズリ、胴

部がナデ調整である。 13は高坪脚部であり、裾部が大きく聞き、中心に透し孔が確認できる。 14"-'

19・30は有段口縁費であり、口縁端部が欠損している30を除き口唇部が外剥ぎ状を呈している。こ

d竺空きh
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第 2節遺構の調査

れに対して、 20""'29・31は口縁部が大きく外反する素口縁嚢であり、口唇部が先細りする20・22

""' 26・31と、丸みを帯び厚い21のニ者に大きく分かれる。 32は土師器の坪身、 33は脚付坊の脚部

である。前者は口縁部が屈曲して外反する。 35・36は寵裾部と焚き口部で、表面はハケメ、内面は

指押え痕が残っている。 37は管状を呈する大形の有孔土玉であり、表面は粗いケズリとナデ調整が

施されている。 40はアプライト製の砥石であり、先端・基部が欠損しているが、中心部に括れを有

することからパチ形と想定される。上面と側面に研磨痕を残す。 38は楕円形の敵石であり、先端に

敵打痕を形成している。 39は全面に磨面を有する磨石で、いずれも安山岩製である。本住居の帰属

時期は、床面直上出土の須恵器坪蓋 1・2の型式から八橋町期に比定されよう。 (小口)

SI4・22(第17・18・19・20図、表 9・10・11・12、PL.4・28・29・42)

位置 調査区中央部やや西側の南谷部に向かう緩斜面上、 11卜 12グリッドに位置する。 SI4と

SI22は約 1m離れて東西に並立する。北には SD1が東西に走り、 SD1を挟んで北側の丘陵上に位

置する SI9とは、北壁のラインがほぼ平行する。

規模と形態 SI4とSI22は、南部分は削平されており、柵列 1を造る際にも破壊された可能性が

高い。そのため、全体の平面形態は不明であるが、 2棟の住居跡は残存部分から方形状の平面形と推

定される。

SI4は一辺が約3.9m、壁の高さは北壁で45cmを測る。床面部分は地山ローム層を利用している。

床面上で検出された P1は小型で浅い。

SI22はl辺が3.5m、壁の高さは北壁で40cmを測る。床面は住居跡北側は地山ローム層を利用して

いる。床面上で検出されたピットは 2ヶ所である。どちらも20cmほどの深さで、主柱穴であったか

は不明である。また、 SI4・22の聞に 2棟に壊される形で段状の遺構を確認した。段状遺構の壁高

は38cmで、 2つの段差が弧を描くように重なり合う。

埋土と遺物の出土状況 SI4の埋土の状況は、①麗とした暗褐色土と②麗の赤褐色士、③層の褐色

土が堆積する。いずれもブロックを含まない。壁付近の④層は黄褐色ロームブロックを多量に含み、

壁体の崩落によるものと考えられる。④麗よりも下層に暗褐色土の⑤層と黒褐色土の⑥麗が堆積す

る。遺物は、ほとんどが分散して出土しており、多くは埋土中から検出された。中でも、土玉が 3点

出土しており、本遺跡内における住居跡の中では数が多い。

SI22の埋土の状況は、 SI4と同じ①層が堆積する。その下層である⑨層の暗褐色土は炭化物粒子

等の混入物が多く、⑩層の暗褐色土は黄褐色ロームブロックを多く含む。⑩層は壁の崩落による埋土

と推定される。土器は全体に分散して出土し、本住居跡の時期以外の混入遺物も認められる。

出土遺物 SI4の須恵器については、 1 . 2の坪蓋・坪身が小型化の傾向をみせ、口径が10cm前

後である。 3は口縁部のカエリが退化する傾向が認められ、また天井部に接合痕があり、つまみが付

いていたものと推測される。 13は高坪の坪部で口縁端部は丸みを持つ。 15も高坪の坪部で口縁は緩

やかにカーブして内湾し、端部は細い。土師器の査は大きく 2つのタイプがあり 16・19のように口

縁部がくの字状に外反するものと18・20のように丸いカーブを描いて外反するタイプがある。 16に

ついては口縁部分にナデによってわずかな段が作られている。 17は頚部が細く内面のケズリがくび

れ部分よりも下から入り、他と異なる。 SIl・ 2よりも数は少ないが土玉と鉄棒が同じ住居跡から出

土しており本遺跡でも珍しい。

Q
d
 

っ“



第 3章調査の成果と記録

表 9 SI4・22出土土器観察表

遺物ぬ 選綴 議{在 際 f語
口径(cm)

残11率 調設・文十五 的土 色認 焼成 7j 
法高(叩)

l 
514 ;n詰1掠 ※10.0 

3/5 外謝 :1凶回転転ナナデデ.ヨ井$へフオコシ・ヘラギリ、ヘフ認可 密砂粒1.0闘の白色砂粒・紫色 外国民色
監綾 拍 t分析?む17

.till土 邦議 3.6 内面 内郎氏自在

514 須恵器 10.0 外面マ:凶i百転転ナナデデ後後、、 天静井止部ナ回ヂ転、ラケズリ ツマミ接合 外面 目縁外f司灰色、荒井部段色
2 

~H土 町、筆 ム2.0
4/5 

内的i
密 1.0-3.0閣の白色紗粒

内削灰色
rot設 始土介析?む19

3 
SI4 3ft忠!~ ~::12.0 

口絵$1/6 外泊le:i笹E1]転綜ナナデデ、後天.井静滋止主ナ主怒ヂへラケズリ 官 1.0聞の臼色砂粒
外面灰色

民統
樫土 去を ム2.5 内面 内面灰色

4 
S14 主立車65 ;i~ 17.0 

2/5 外価 f<毘i]転伝ナナデヂ、後、務状静止ツマナデミ縫合 寵状粒子1.0聞の白色砂粒'，I艮斑 外面‘決色
現役 胎土分析fu.18

i盟t 坪室主 ふ3.3 内i官I 内部灰色

5 
S14 I ~U邦ι議6N 最**il3.6

王JI苦言1/4 外語):関回転紙ナナデデ後、環、状ツマミ段{:1 密 1.0闘の白色砂校 外的l。結絡灰氏色色 !1~毅
男君1 ム1.6 内面 静止ナデ r"JI語

6 
514 Z民M珪t身〔器 mlO.O 

1/2 外語 諮[ぱ転転ナナ子デ、天井ヘラオコシ ヘラギi) ナデケシ・ヘラ記号) 2状5絞1f0閣-諮の色臼枝住子砂校 立 外部 明褐灰潟灰色色 院総 長d 分析ぬ14
有llcl ム3.1 内I白 内面

i 
SI4 軍1珪~í出 、;:13.2

口縁部1/8 外価。回際転転ナナデデ 程 0.5聞の白色砂校
外面 灰色

竪綾
l!Jl土 坪去を ム3.2 内面 I何回灰色

514 
iJZ51 台!!.(器郎 "i14 外国1 回転ナヂ。後底、部静1止立闘ナ争ヂ五糸切り後 ナヂケシ、荷台接合 外I面灰色

8 
埋土 ム0.'

2/3 
F人1函 殴争三ナヂ

告 1.0岡田仁1色砂粒
内削 灰色

堅数

9 
514 ;n車2ll 13.9 

112 外開 日回l転転ナナデデ後、底飾部l品立ナ凶転デ糸砂jり後、 ナデケシ、 荷台後合 tr; 0.5岡田白色砂牧 外部。灰FJ(白iヨ色色 堅綾 胎土分訴fu.13
JiIl:i: 潟合時 5.3 内前1 内ifll

10 
5I4 :tUJ.taii 

底部1/1 外Ifli:防回総転ナナデデ、後底、部静は止iナ"1転デif，I;1JIJ後、 ナデケシ 荷台接合 官 1.0悶白白色砂投 タト樹。氏沃色黄色 堅綾 ~， j:分析ぬ16
埋土 i高合上下 ム3.0 内耐 内面

11 
514 主U!.(~J ~;{9.0 

関部1/6 外ffii 閲回松転ナナデデ iii 0.5聞の白色砂粒
外田 FJ(f!i 

院事理 透し孔あり
樫土 ~ifÍ' ム3.8 内面 内面。灰色

12 
514 iJ'i態認 3、14.0

日完売却i1/8
外出聞紙ナデ

官 1.0醐以下の白色砂牧
外出:[J殺菌iU品格色、劉泌氏黄色

思紋 術商紫紅色
時I土 ll.1 ム5.3 I何回郎総ナデ 内面‘背灰色

13 
SI4 l♂郎路 *12.0 

日縁部1/6
外而ナデ

官 1.0闘の長行・お英
外面、総褐色

良好
明土 均ミ ム3.0 内部ミガキ 内側:燈潟f!i

J.l 
514 土師掠

開3JH!5
外出:ナデ 密 3.0咽以下回長石、 5.0岡 外国。浅浅紫設色f!i 良好

埋 t 5却{、I!完 ム2.2 内面。ナデ 以下の:!.~色粒子 内甑1

15 
SI4 :J:r，iJiiW l;il8.0 

1110以 F
外簡i:1苦誠のため不明 ナデか

|昔議;色砂i叫位、i ドの白 色側
外的1・1こぶい改絞色

良彦f
埋土 時 ム1.3 内面守母滅のため不明 ナデか 5閥以下の長石 内fiii:!二ぷい位密色

16 
SI.l 土隠器 ，;，21.6 

口綾部1/8
外国:ヨコナデ |笹砂粒O.5trn(J)褐色附灰色 外面。 iこぷい故際色

良好
j型1: 5菱 ム4.7 内jui:日縁部ヨコナデ、務部ヘラケズリ 内面 iこぶい立I短色

17 
514 土師~N '14.3 口絃国:-関 外而:ナデ

窃 0.5---1.5闘の白色砂粒 外聞 浅{X前鈴段褐色色 lHj' 
埋土 主望 ム6.3 B市i二ド118 内i剖:lヨ綾部ナデ、 E司郎ヘラケズ') 内面

18 
SI4 :t附6. 'E24.1 

日結部1/8
外面:ヨコナデ 音 I.C国以ドの白色砂粒、2.5 外ilii に!:ぷぷいい捻段包色 n右F

埋 t 5更 ム6.1 内ifij:LJ殺諒;ヨコナデ間部ヘラケズ') 悶以下のD(色砂位、 0.5闘の雲母 内面

19 
SI4 1邸2"s め t2G.O

頭部1/2
外ifu ナデ 街 5.0間以下回白色融緩 外倒す、二二ぷぷいい段段住色 良好

i翠t 5霊 ム6.9 内面ミガキ 1.0悶以下の九百色砂絵・長石 内在国

20 
514 j続器 民32.0

IJ喜季節1i8
外国 口禄部ヨコナデ

紫鐙色砂1.5粒悶以1下5閣白以羽下色の砂品粒百・ 外国Isiiこ二ぶぷいい燈抱字掲詰色色 且&f
I'IU き建 ム3.5 内fni 口綾部ヨコナデ劇部へラケズり 内面

l 
5122 2詩草(:;号 ※15.0 

口車釘官a/8
外!fii 口録部回転ナデ、天井詰;ヶズリ 筏 0.5......1.5悶目白色砂粒・ 外 面灰 色

竪投
堤土 坪主主 ム3.9 内面開転ナデ o.s........ 1悶灰色砂粒 内 削沃 色

2 
5122 須~J器 、そ9.5

3/5 外面予凶留守転三ナナデデ、夫へフオコシ・へラギ')、ヘラ記号 密 1.0回目白色砂校・!泉院 外而:決黄色
思毅 lliJ土分析fu12

理土 坪 ム3.5 内面1 ik粒子 内側 E立ち

3 
5122 軍i車器; ※10.2 

7/8 外泊I:e毘凶転伝ナナデヂ、後天、井官官へフ:rコシ・ヘラギワ、ヘラ記号 fつ 務 1.0聞の自色砂校
外国宵灰色

堅数
埋土 邦去を 3.7 内面 静止ナデ 内問灰白色

4 
5122 3fi直結 ※lιL 日縁部

外ilil・:羽{司転転ナナデヂ 密 0.5--1悶目白色砂粒
外1m‘淡色

自己紋
理主 昂遺言 ム2.2 1110以下 内lfu 内面灰色

。 5122 i 須持慾室主総
※8.2 

4/5 
外稲田転ナデ、天井部ヘラケズリ 詰i 1.0聞のお住砂絞紫色 外在百 資育E灰q色色 堅苦ま

sR:i: ム2.6 内面 e阿伝ナデ 紋子 内面

6 
SI22 iti車2号 詩、10.6

目録音[，1/4
外品I 悶伝ナデ、底部ヘラケズリ 続街決色1.0砂間校以下の臼色砂絵・ 外岡灰色

堅設
国土 郎身 ム3.6 内部羽転ナデ 内部灰色

7 
5122 2到底諒 ※11.0 

4/5 外面 沼i可絃転ナナデデ、応部がへラオコシ ヘフギリ後ナヂ 宙 1.0闘の白色砂絵
外聞'灰色

百迂
相!土 坪身 .0.3.2 内11師 内剖:Ifff灰邑

8 
SI22 | 須荷台蛾上手

14.0 
2/3 

外!iti:[司転ナデ、[，1転糸切り後 高官接合 宙 1.0闘のド3告砂粒・石主主 外語i:灰応急
思綾 胎 i分析00.15

i聾j 5.8 内編回転ナデ i.¥¥色斑状綾子 内調ムFJ(El色

9 
Sl22 

|糊上千身路
※13.0 

口縁i部1/8
外H百回転ナヂ

密 0.5---llU'lの白色砂粒
外商灰色

原教
現!土 ム4.0 内諏 {叶転ナデ 内i町:1克色

10 
5122 守支12.6

日暴走部1/6
外H百 回転ナデ、天井部ヘラケズリ

密 0.5--1闘の灰色砂粒
外i園、灰色

F己主主
埋ゴ ム3.3 内面回転ナデ 内副 :1売色

11 
SI22 須忠信 ※15.1 

1/3 外面。距倒i転転ナナデヂ、 政$へフケズリ、 底部にがi突文が 1 する 密 1.0闘のl'l色砂粒
外面:事灰色

緊{司 1liJ:I:うよlfr'む11
理:1:(混入} 高坪 ム5.0 内1m 内剰 にぷい泊iil笠色

12 
5I22 主目恵;器 ※8.8 

脚部1/3 外開 回回転転ナナデデ ;十，; 0.5闘の白色校子
外部灰色

駐車註
理:f: "'左手 4.7 J'Ji揺 内街灰色

13 
S122 土師諒 018.3 日総書，- タト綴 口縫部ヨコナデ、岡部ハケメ :/I; 0.5........4.0闘の石英 .i虫色 外i百 iこぶい絞色

良好
理!土 き霊 ムll.l 劇部3/4 内面 口縁部ヨコナデ亀岡部ヘラケズリ 粒子 内面 iこぶい庖色

14 
SI22 土隠;m llil3.3 日鋭部~ 外面 目口録路部部ナナデデ、関節ハケメ ;官 2闘の長石石英

外面。前間色
良H

思l: 受 ム14.8 f;f:Jt部1/6 内部 綾部ヘラケズリ 内面筑間色

15 
S122 土前日目 ;;1l3.0 

日縁部1/6 外出。日ヨ縁コ部ナデヨコナデ、
額蜜以 ミワ立下の自主砂位、1.0-3.0 外面j:!こぷい段色

良心f
埋 k 受 ム4.6 内ilil 駒郡ヘラケズリ 下のffn、5.0釘以下のx色詑子 内描[ム i二ぷい絞謁{主

16 
SI22 土銅繋器 ※15.1 

日室1;持i二部学~l/関4 外田 ハ日ケ綾部メ後ナ、デナ、デ ;出闘の白色o';粒臨む 外而 浅浅主員主綴総色色 1主yf
~~土 ム5.6 内IIII 関節ヘラケズリ 内!iii

17 
5122 土師持

底部1/6
外i主i ヨコナデ 宙 8.0闘以下町自色砂察・1.0 外1m:こぶい綴色

flif 
埋土 き菱 ム7.3 内街。口録郎ヨコナヂ、関長1;ヘラケズリ 関以下回長お・石英・障石 J'lilii:にぷい権褐色

18 
S122 土部~If} 最大気92

郡部2/3 外内而出 回m 転A日ナLデJ i窓色粒2ヲ0闘の日色砂粒・閥 外部 :iY<町、黄"褐"'色P 良好
埋 1: ム7.0 内闘。

表10 SI4・22出土有孔土玉観察表
泣物:iJ. 遺構 摺{立 形 態 高さ (cm)I桜 (c回) 孔径回)I軍吉 (g) 調主主・文慌 除土 色調 t完成 蔚 母

21 514 邸 t 球状 3.033 2 0.3 30.4 ナヂ 0.5閣の白色砂校・潔ffZl辛苦1含む 時前灰色 良好 114欠損

22 S!4 j盟1 球状 3.2 3.3 0.5 23.4 ナデ 1悶白色砂粒を多く含む 銭前灰色 11:.!1{ 1/4欠III

23 SI4 i盟土 管状 3.2 3.4 0.5 37.4 fl¥j取り後、ナデ 0.50101白雲母片含む iこぶい黄紅色 良好

19 S122 明U: 管状 3.5 3.5 0.4 41.2 ナデ 0.5岡のド1色砂殺陣石を含む 精オリープ褐色 良好

20 5122 理土 球状 3.0 3.0 0.4 31.0 lilI取り後、ナヂ 1阻以下の自色砂校、:，ï.~色砂校を含む 浅前色~陪灰lJi色 良好

表11 SI4・22出土鉄関連遺物観察表

持形怒冶f十

院形経治f争

捕形鍛冶千十

健形鍛冶f事

翁考

ハU
円

t
u



第 2節澄構の調査

表12 SI4・22出土石器観察表

遺物詩α 出土位協 関 f主 器椅 石村
法滋

儲 手J 
長さ (cm) 様化rn) i亨さ (crn) 車さ (g)

24 514 段:t 段[i 紫n，邸石i'l閃石安山岩 14A 12.9 5.2 1280.0 1':' tiH郎殴打痕

25 514 哩土 III石 安山岩 14.0 7.5 3.5 510.0 下・住持団長主打痕

26 514 埋土 感石・散石 安山岩 14.6 7.3 5.3 760.0 上下関稲脇田監打笹

21 5122 I~:l 磁石 安山:む 10.0 5.0 2.8 220.0 側面敵打痕

22 5122 坦!土 DE王 fljl珂石安山岩 8.9 6.5 2.6 砥面教2

S122の須恵器は小型化した蓋坪、カエリの付く蓋、カエリが消失し口縁がくの字状に屈曲する蓋

など多様である。 10・11の坪はカエリが長く、混入とみられる 10は端部に段が認められる。土師器

の聾については、口縁のタイプが13""'16とそれぞれ異なっている。 13はくの宇状に外反し頚部のく

びれ部分よりも下から内面のケズリが入る。 14は内面のケズリは13と同様で口縁部は緩やかに内湾

して、肩の膨らみは少ない。 15・16は共にくびれ部分から内面のケズリが入る。 15は口縁部が丸いカー

ブを描いて内湾し、 16はくの字状に折れて肩部は膨らみを持たずに胴部に伸びている。

これらの遺物から、 2棟の住居跡を比較すると S122の方がやや古い八橋X期古段階、 S14はX期

、白 t三ι三

J4 
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第22図 SI5出土遺物

~工--1τA

P5 P6 
5l.70m 5l.70m 

C C' D D' 

くI晴褐色 t j壬1""'"2 c四の前衛色ハードロームブロック、鋭化物を多く合

む@粘性・しま 9弱い@

@同?褐色土径O.5Cfilの炭化物を含む@粘性・ Lまり 5J~ い。

く室崎褐色土 径 lc岡田賞褐色ハードロームプロック、炭化物を含むe 枯性・

しまり強いe

在時褐色土 径 1c皿の自主褐色ロームブロックを含む。粘性・ Lまり !J~い@

若手続褐色土 径 1cmの挽褐色粘貿:tを含む。粘性宇]く、しまり強い。

-y--7 
2m S=1 : 60 
I 

第21図 SI5

表13 SI5出土土器観察表

遺物h
i藍隣

総額
口if(cm)

残存キ: 詞繋文際 胎 i 色調 土生成 備宅
溺位 器潟(cm)

SISpit2 須恵お 、d4.0
日量生部1)8 外頭 :E回自転転ナナヂデ 笛 1.0聞のE!o，砂粒・紫斑 外部灰色

堅鏡 1，白/，蛇4稔4ャ付#子着掲のつハ
埋土 時議 ム3.2 内面 状粒子 内部:灰白色

2 
515 土問j{，~ ;;{16.7 

日鋭部1!8
外闘争ヨコナデ

'if; 1.0-4.0聞の白色砂粒 外聞・ 4緩笠邑怠 Wf  
思}叩 き建 ム4.8 内面ヨコナデ 内面

3 
SI5 !こ{部器 ン、14.8 o綾部 外 ヨコナデ ili 1.0-3ムO回目白色砂粒・ 外部怨色

良好
場土 受 64.3 I/!O以下 内部ヨコナデ 灰色砂粒 内部にぷい黄褐色

4 
SI5 

土3師完栂
※10.7 

日綾部1/5
外語i ヨコナデ

古; 1.0-4.0闘の白色砂絞 外商 にiJAぷ1詰色い前位色 良好
埋土 ム4.3 内閣へラケズり後、ヨコナデ がlr師

1
i
 

qο 



第 3章調査の成果と記録

新段階に帰属しよう。 (原)

SI5 (第21・22図、表13、PL.4) 

位置 112グリッド、丘陵の南谷部に面する緩斜面上、標高51ml之位置する。約20cmの表土を除去後

検出され、埋土の残存は不良である。南西壁の立ち上がりは後世の削平によって確認で、きなかった。

規模と形態 平面形は方形であり、一辺3.5X3.5mと本遺跡の中で小型に属する。北東から南西壁

にかけて幅10"'20cm、深さ 5cmの断面U字状の壁周溝がめくやっていた。ピットは 6ヶ所確認されたが、

主柱穴と考えられるものは確認できなかった。 P5は20X20 10cm、P6は30X25… 10cmと深さが

浅く、その性格は不明である。床面中心部には40X30cmほどの焼土面を検出している。

埋土と遺物の出土状況 埋土の残存状況は悪く、検出面から床面まで、の比高差は10cm程度である。

径 1cmの黄褐色ロームブロック、炭化物を多く含む①層の暗褐色土がほぼ住居全面を覆っていた。ま

た、住居廃絶後 SB6・7の柱穴によって部分的な破壊を受けている。

出土遺物 1は天井部が丸みを帯び、口縁部が緩やかに張り出す坪蓋である。口縁部はヨコナデ調

整である。 2"'3は有段口縁奮の口縁部破片である。口縁部はナヂ調整がなされているが、頚部以下

は摩滅が著しく調整不明である。 4は土師器の瑞であり、内外面ヨコナデ調整が観察される。

須恵器の坪蓋、土師器の有段口縁衰の特徴から八橋刊期に帰属しよう。 (小口)

SI6・SI8・SK 11 (第23""29図、表14""17、PL.5. 6・30・42)

位置 調査区の中央部西縁、南谷部に向かつて傾斜する K13グリッドに位置する。北側から

SK11 . SI6・8と重なり合い並んでいる。 SK11の北には SD1が走る。

規模と形態 SI6・8・SK11は流失や撹乱によって遺存状態が悪い。

SI6は北壁がピット列 3に壊されている。残存部分から一辺3.3mの方形状の平面形と推測される。

なお、西壁に張り出しを持つ点が特徴である。壁高は北壁で38.5cmを測る。床は北側部分1/3がロー

ム層からなり、残り 2/3は SI8の埋土を利用したものと想定される。ピットは SK11. SI6・8で検

出された計21ヶ所のうち、 P10・11が本住居跡に伴うものであろう。

s竺七型一一~Ocm

第23図 SI6 . SKll遺物出土状況
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CD褐色土 白色砂E雲、赤褐色ローム明るい・黄褐色ローム粒子、炭化物粒子を含む。しまり弱い

粘性!jj)い。

争時褐色土 白色砂E芸人赤褐色ローム粒子、演褐色ローム粒子、炭化物粒子含む@しまりあり粘性

~ì5J Ì<'~ 

③褐色土 白色砂E語、赤褐色口 ム粒子、炭化物投子を含む。径 3cmの黄褐色ローム多く含む。

しまり粘性あり。

@褐色土 白色砂率、赤褐色ローム粒子、炭化物粒子宮むe 多E誌に怪，3cmの黄褐色ローム多く古

む。しまり粘性あり。

告主時褐色土 白色砂際、赤褐色ローム粒子、炭化物粒子含む。しまりあり、粘性あり。

事陪弗褐色土 白色砂際、赤褐色ローム・黄伺色ローム粒子、炭化物救子を少~1含むa しまり!J5}い粘

性Sj!Jい。

(J;褐色土 自色砂際、赤褐色ローム・策褐色口-L粒子炭化物粒子と大きめの土器片含む。し

旦旦旦 ーー まりあり粘性あり@

20 18 28 30274 C' 審明褐色土 白色砂罷 赤掲怒ローム・黄褐色ローム枝子、成化物枝子と大きめの土器片含む. ~ 
i 7 J 112141勺¥!.心24 まりあり括性あり@

トーへ i 'oW~l Utι17 J 一一一/ー峨褐色土削色ローム土の中に白色砂壌や褐色土粒子が含まれる。しまりあり粘性あり@

側褐色土附色ローム土多く含む@しまり弱く祐司性あり e

多暗褐色土 炭化物粒子と、黄縞色ローム粒子、ブロック多く含む@しまりあり粘性5jiH'o
~暗褐色土 炭化物粒子‘赤褐色ローム粒子と、黄褐色ローム粒子とブロックを多く含むe しまり
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第 2節遺構の調査
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あり粘性弱い@

盆靖l1!色土 炭化物粒子、赤褐色ローム粒子、淡褐色上粒子と、黄褐色ローム粒子とブロックを多

く含むe しまりあ叩粘性弱い。

@赤褐色土 赤褐色ローム多く古みしまりあり粘性あり e

⑮褐色土 臼色砂際と、貨筒色ロームブロックを多く台む。しまりあり粘性あり。

春時褐色土黄褐色ローム多く含むしまり粘性あり。

@附褐色土 白色砂様、黄褐色ローム粒子、炭化物粒子を多く含む脅しま坦あり枯性あり@

争黒褐色土 しまり粘性弱いa

第24図 SI6・8・SK11

SI8は南部分が流失と後世の耕作などによって破壊され明らかではない。遺構の南西部分は調査区

外で、北壁の一部のみ検出した。この北壁は、北隅の壁と溝との聞がやや広くなっており、床面と

の違いを意識した段状のスペースがあったと推測する。ピットは検出されたうち、 SI8の範囲に当

つdつd



第 3章調査の成果と記録
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第25図 SI6・8ピット断面図
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第26図 SI8出土遺物

たると考えられる部分にあるものは、深さ 15'"2 Ocrnと浅く、幅も

20cm以下と小さい。そのため主柱穴とはなり難く、必ずしも住居

跡に伴うとは考えにくい。また、ピット18の南側には被熱部分が

2ヶ所ある焼土面が検出された。焼土部分を SI8のほぼ中央部と

考えると、一片が約4.5mの住居跡と推測される。

SKllは遺存状態が最も悪く、北側の壁が後世の撹乱によって壊

され、南西部は調査区外で壁周溝もない。また南部分が SI6に切

られているため、全体の形態は不明である。壁の高さは32.5crnを測

る。床面は貼床を施していたと推定される。

埋土と遺物の出土状況 SI6・SI8・SK11の中で SI6が最も新しい遺構である。埋土はまず褐色

ζ二二三一

c:9 3 

q S=l: 月四
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第27図 SI6・SKll出土遺物
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第28図 SI6出土遺物

土の①層と暗褐色土の②層が堆積する。次いで SI6の褐色土埋土の③層が堆積し、③層よりも下層

で SI6の壁際に褐色土④層が堆積する。⑤層の暗褐色土は SI8の埋土である。⑥層は暗褐色土でこ

れらの住居跡に伴う土器片を包含する。⑦層の褐色土と⑧層の明褐色土は SKllの埋土で、黄褐色土

の⑨層は SKllの貼床である。 SKllの埋土は SI6の埋土に切られている。④層は白色砂喋・赤褐色

ローム粒子・炭化物・多量の黄褐色ロームブロックを含んでおり、 SKllの埋土や貼床が崩れて混入
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第 31話調査の成泉と記録
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SKll出土遺物第29図

したと推定する。⑩層以下はピットの埋土である。

9は肩部直方に櫛状工具SI6の須恵器は坪身のほかに盟、長脚高坪、定脚高坪がある o出土遺物

による刺突文が入る。 11は長脚坪の坪部に近い部分で、下方に拡がって延び、長方形の透孔が入る

7の環状のツマミのついた蓋は八橋X期のもので、混入とみられる。

円。
つり

と想定される。



第 2節遺構の調査

表14 SI6・8・SK11出土土器観察表

竺?三透鱗
お積

臼 1~(co)
残よ戸惑: 設・文蛾 組土 色議 長室 考

認{立 器問(cm)

S18 土議師i!I1 ※14.8 
口絵宮古1/6

外而ゐヨコナデ
笛 O.5-2.0mの白色砂粒

外獄 事長室色~怒色
f!l;f 

思土 ム6.1 内鋭、ヨコナデ 内師。硲色

ワ S18 土裂師器 五16.4
口器部1/8

外街ヨコナデ 資1520臨以下町事諮B殺子、 外商:法浅持詫続燈色色 艮"埋土 ム3.6 内面ヨコナデ 関以下出灰色紗稔 内磁

7 
ご316

須坪滋室器主
五04.4

114 
外国 間伝ナヂ、天井部回転ヘラケズ'J、季語。;ッマミ縫合

密 1.0悶以下の灰色砂粒
外{商:宵灰色

堅設 賠土分析n25
曙土 ム3.4 内国回転ナデ 内題。育成住

8 
S16 !f時宮身球 交02.0

口縁部1/8 外面 ::I閲ヨi転転ナナデデ ~ 0.5--1.5閣の白色砂粒
外郎氏色

堅数
理士 ム4.1 内泊 内前灰色

9 
SIG 須忠告号 長書簡-，室長官 外国:ー回笹]転転ナナデデ、へフによる科突文 誼; 1.0闘以下旬白色砂粒

外語背灰色
思滋 胎士分許恥23

坦1:1 室主 ム7.3 1/4 内商 内削i 宵灰色

10 
S16 主i惑'.1';>'

関古~1/4
タト阪 i耳絃ナヂ、カキメ、透かし孔4単位

街 0，5........1.5閣の白色砂f([
外ffii:背灰色

怒数 治1:分析ぬ24
哩土 高坪 .65.3 内函館転ナデ 内面約オリーブ氏色

11 
S16 

須品1車ll'路
務部1/10 外磁カキメ

密 1.0闘の自色砂粒
外面灰色

?i~績
理j ム4.3 以一F 内i而'問転ナデ 子句読:灰色

12 
S16 波町立身{港 底部112

外語 f好転ナヂョ底部ヘラケズリ
密 0.5--2.0闘の白色砂

外語J:灰色~続泉色
咲絞

思土 ム2.7 内前回転ナデ、同心ドI:"Z 内証百 :1売B

1.1 
S16 土問i器 〆;'U4.0

日縁部114
外面ヨコナデ

;告 0.5-2.0閣の白色砂粒
外在ii:i定詰綴色

良好
現!土 き菱 ム3.9 内総ヨコナデ 内副議員経色

14 
S16 土総務 *15.4 ロ絞首T""""溺 外面 日経おヨコナデ 溜おユピオサ工、憲司簡はE李総のため不明 ltI 0.5-3.0悶の石英灰色

外Rie ilここぶ，~いい I14立控総色色 J1sr |条日該のf説fL段毒事訟に 2
哩土 ぎ建 ム12.6 部上半1/4 内在主 口綾部ヨコナデ総長5ヘラケズリ 砂粒 内{箇

15 
SI6 t続器 iid6.8 まiJlH/2 外車j:!口1綾縁部部ヨヨココナナヂデ、.納部ハケメ ;も 1.0闘の白色砂粒・灰色

外i百:e ji長長前持段綬{色立~~{iここぶぶいい筒褐褐岱色 良好
埋土 宝翼 ム24.7 E海部113 内羽 閣総へラケズ'J 砂粒 内側

16 
S16 土師総 〆il6.0

口綾部118
外面。ヨコナヂ

続 3.0闘の主主褐色秒校
外面浅黄駁色

良好
j型1ゐ 約ム、者 ム4.1 内面.日綾部ヨコナデ、関節ヘラケズリ 内総浅裁怒色

S16 土師お 出14.0 外耐ヨコナヂ タfJ画 法浅丘詫t隆t笠色色 v 静子u17 
埋土 霊室 L¥5.2 

口綾部1/6
内面ー日誌fJi;ヨコナデ、関部ヘラケズリ

密 1，0......2.0闘の灰色砂粍
内面

良好

止ま
土部i:t苦 〉ご12.2

日綾部1/5
外面，ヨコナデ

密 1.0回以下の石英・節石 外而。浅にぷ漬般い色錠褐B 良好
き菱 ム4.8 内面:口数$ヨコナデ、創部へラケズリ 内面

ì~12.4 日縁語; 外内国語i:ヨコナデ 密 1.0回以下0)踏石
外制 R-A掲色

良企F
ム4.6 liJO :0縁$3コナデ、際部ヘラケズリワ 内ffii:こぶい黄褐色

※17.0 訂綾部 外間ヨコナヂ
話 1.0回以下の白色砂粒

タ字削 :1こぶい褐色
El~f 

ム2.3 1/10 内的l 口縁部ヨコナデ胸部ヘラケズリ 内i商:1二ぷい褐色

20 
S16 土針路 ノ-:25.2 口縁部 外語ヨコナデ 筏 2.0悶以1下0闘0)のtヨ雪雲思母砂粒・ 外艇にぷいお潟色

良企F
間土 翌 ム4.1 1/10以下 内閣 ヨコナデ 灰色砂栓、 内部‘にぷい褐色

21 
516 l'ず 詩d8.6

日縁部113
外面。ハケメ、ヨコナデ

密 1聞の白色砂粒
外語草絞色浅鐙綴邑

良野
現土 66.8 内面iハケメ、ヨコナヂ駒郡ケズリ 内師日笹色浅政段色

22 
SI6 ※31.7 

口綾部113 外部 ヨ口綾コナ部ヂヨコナデ
経 1.0-2.0聞の白色砂粒・ 外国:際-1こぶい銭授色

良時
埋土 ム8.2 内在主 務部ヘラケズリ 灰色砂枝 内面'境~にぶL 暗~H歪色

23 
SI6 土産官認 ※15.0 

1/2 外語 ナ口綾ヂ部ヨコナデ、体部へフケズリ 密1.0-4.(闘の灰色砂粒・ 外凹段色
fHf 

埋土 t措 ム5.5 内iJIj ?主褐色砂校・出色砂粒 内主主 縫色

24 訓器 臼綾部 外面 ヨコナヂ、 赤赤色色主縫主彩彩 務 1岡田白色砂校
外国。続色

l生息f
埋土 2.4 1110以下 内面ヨコナデ、 内総 長室邑

25 
S16 '18.0 

口綾部1/6
外商 日経由者ヨコナヂ、劇部ヘラケズリ :色砂粒・ 8

外I百 ;浅主黄詫設4笹住色 良好
理土 ム3.5 内面 白綾部ヨコナデ、恩部ナデ 色砂粒 内UII

26 
SI6 

胸部3/4
外聞ーハケメ、非色E色彩 省 1.0悶の白色砂粒、 0.5悶

外面 a 浅浅黄前段綬色色 良好
埋土 潟邦 ム7.8 内認:シボリメ・ユどオサ工、関j縁部ヘラケズリ の長石 内嗣

27 
S16 土締i!I1 )119.4 震司書官~臨}毘;

外溺:総務ハケメ、義理f怒EI不語E品Yl位、主全是認在主持ミ色E主彩
常 2.0国以下の白色砂粒、 外面ー燈色

M f  
壊土 高坪 ム8.0 2/3 内面、主義化むため 品f器使粒子 内而:縫色

28 
S16 土師法 焚口部 外国ナデ

密 2.0......3.0岡田灰色砂粒
外ilIT:賞慰色

I主kr
理土 I富 ム7.2 1/10以下 内閣ナデ 内函者鐙色

32 
SK11 須恵E苦 o.大臣9.6 日綾部 外町田i転ケズリ 在1.0-4.0闘の然色粒子、 外部 灰賢官灰色色

ほ埋土 坪2霊 ム2.5 1/10以下 内面回転ナデ 2.0闘以下由自色砂粒 内総

SKJl 須恋諮 ノノ9.8 口綾部1/6 外価閲転ナヂ、カキメ 主主 1.0，翻以下の泉怒綾子・ 外蕗オリーブ灰色
33 壌土 小王室 ム2.9

口縁$ れiれ外大持面協而守:倒回司転転荘ナナナデデ授、 沈謀、 出足立

!ヨf主砂粒 内面。灰色

寸卜Kl1 須宝感建諒 高 1.0間以下の白色砂粒 タト関:。 沃灰色品 堅毅
盟土 ム6.5 1110以下 ヂ 内面

35 
SKll 須滋室霊E号 綴器:下半 外認カキメ タタキ

密 1.0悶以下の白色砂絵
外聞灰色

闘士 ム8.3 1110以下 内総泌総ナデ、 i司心19文 内ffji 灰色

36 
SK11 須選盗r.i搭 ※12.0 口縁部 外題担j絞ナヂ

密 1.0間以下の白色砂粒
外副i灰色

唄 t ム2.9 1110以下 内凶 [司転ナデ 内ii!i:l1<e，

37 
日Kll 須慰盟留 *24.0 日縁宮古

外面 回日綾転ナ部デ問後自己;、ナヂ口季、去劉に現部:議i司心I条円、文綾部タタキ 蜜 1.0間以下の灰色砂粒
外国訳出色

院教
国土 ム5.2 1110以下 内面 内面民自忽

38 
SI王110it

土lf師身器 Bt百五1/3
外面体$ナデ、陸部ヘフケズl} 全面革、色慾彰

密1.0悶3以0関下以目f 川 .L.:l札い
外出 iこぶい綴潟色

良好
埋 t 63.0 内在室 a ナデ後、全面赤色捻彩 内師 :1二ぷい隠褐色

39 
5K11 土紛認 日綾部 外面:ム口ロ鞍縁部部ヨヨココナナヂヂ、、劇部ハケメ

議 1.0悶の1.0白岡色田砂白粒色・砂原粒石 I iI 外内外内而閥在面習iー:、 iにににこぷぷぷぶいいいい段段錆裁強色捻色色色

良好
埋土 き建 1/10以下 内街 翻部ヘラケズリ

40 
SKll 日縁部 外面 :1口コ裏縁季語語若13ヨココナナデデ、、 総務ハケメ * 0.5- 良好i盟i♂ ム8.0 1110 内面 堅守m;ヘラケズリ

41 
SK11 土師器 *:26.1 

日綾部I19
外耐 震導部ナデ 法白色砂1.0粒-3白羽の灰色紗粒・ 外詰l 経色 良好

lill土 考J川今立 ム6.4 内筒 口主主部ハケメ、劇部ヘラケズワ 内在査 後忽-1二ぷい赤潟色

42 
SK11 l :i師:t~ン、24.0

口敏lllil/G 外面 口綾部ヨコナデ、朗口総読端へ部ラにケ浅ズいり沈籍、岡部ハケメ
訟輝石1.0-3.C闘の灰白色色智砂主主粒イイtタタ?内勾半ト前街面箇I:: :: にぷい滋色

J'Hf 
思土 褒 66.0 内而:仁u岳部ヨコナヂ@ 法政怪色

43 

副長
日部綾上部半~i/劇4 

外面:ユビオサエ後、ヨコナデ 官 2.0-3.0闘の 授色
J:['， 

内面:口縁長官ヨコナヂ、関i蕗ヘラケズ'J 白色砂粘 強色

44 日綾部118 外磁 '11; 3つ0れ回除縄以問下蹴初旬的灰手色砂枚、 外百i:i完蔀段色~鼠色 良好
内面 白綾部ヨコナデ、務部へフケズリ 内総議、Ill.色~淡絞企

45 
口縁部 外援ヨコナデ 段密褐2色0敦国子以下の白色砂粒 タ内ト荷総 浅iこぷ持経い企焚捻色 良好
1/10 内面 日誌協ヨコナデ、劇部ヘラケズ 'J

46 
SK11 士剖IDi 京20.5 日縁部 外聞ヨコナヂ 言1.0関以下の灰邑紗段、 タトlft] 捻f主

良好
理土 主筆 ム3.2 1/10 内面 ヨコナヂ 0.5回目務箔色校子 内面浅館段色

47 SKll 上i上 朗mi2器2 
，"23.3 

日続自1i1/5
外聞ヨコナデ

筏 0.5-2.0闘の白色砂捻 外ZE iiここぶぶいい武詑俊{立色色 良好
j!哲 i ム6.0 内面。仁!縁部ヨコナデ、務部ヘラケズリ 内凶

SKl1 117.4 外内面融ie日綾部ヨコサデ、 総綴部務芦ヘ容認ラケのたズめリ不明
外部:，*，評伝 v 街綜{6

48 
埋土 ム5.7

日縁部1/8
日綾部ヨコナヂ、

主主 LOr沼田灰色
誼i:高際持品

良好

SKll 土師諮 友11.4 外開。臼該部ヨコナヂ、 綴劇喜部5ヘ;立際ラ滅ケむズたリめ不Hil 外内E陸li:にぷい騒色~然諮色49 
L'I1土 5霊 ム5.2

口綾部118
内面:口縁uf;ヨコナヂ、

密 0.5悶の長石
i二ぷい絞色~議総色

不良

50 
SKl 1 土間i滋 政29.1 口綾部 外側:ヨコナデ 密1.0闘の灰色砂粒白色 外詰百 駁色

iミof
理土 き菱 ム4.5 1110 内面ムロ縁百五ヨコァデ、 E書簡略持のため不明 砂校、 4.0闘の赤褐色粒子 内断後色

51 
SK11 土幾師器 Jii21.G 口綾部 外面ヨコナヂ 密 1.5回以 Fの灰色砂殺・

外商:。 iiここぶぶいい首誼舷駁色色 よも'f
壊土 ム3.5 1ilO [持E在 日経部ヨコナデ、関部ヘラケズリ 白色砂粒、1.0岡町長石 内凶

52 
SKll Hjj~! ;;21.8 口綾部

外的1 ヨ口孝ユ京ナ協デヨコナデ、
笛 1.5回目半透明砂粒・ 5疋 外倒:鼠色

l::tfzf 
IIJ!土 議 64.1 1/10 内務 総長Eヘラケズリ 色砂粒、1.0岡田3雲母 fJヲiiu:!立色

53 
SKlI 1締;器 Iid4.0 日綾部1/8 外開.ハケメ l潟密色綾1叫 子 凶石白色

外国にぷい前総色
U!lf 

埋土 2翌 ム2.9 以下 内面:口数訴ハケメ、総務ヘラケズリ I勾謝。 jこぶい読経色

54 SK 埠1土lpit 1 附霊童2苦 以 22.8
口綾部118

外語:ヨコナヂ 諮 2.uIT.liI(J)白色砂粒・滋 外出 経燈企色 良好
ム3.0 内面 口綾部ヨコナデ、図部へラケズリ 明砂粒， 1.0闘の祭陪 内面I

ウ

iqu 
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表15 SI6・8・SK11出土有孔土玉観察表

土Mm 
白色砂粒・石英を含む

白色砂校在合む

表16 SI6・8・SK11出土鉄関連遺物観察表

遊牧極額 l 重吉 (g) I長さ (c同 j 隠 同) I l'日切) ，践者変 lメタル控 j 悩考

鉄製品 | 鼠造品

鉄忽品 | 鍛造品

表17 SI6・8・SK11出土石器観察表

石材 J ，.，..，.. ，.、 z ι押，、凶 B 出吋 、 、 詩 )$-

紫鮮筒石角i珂石安!wt:-
安山岩

安山岩

SI8の埋土を SI6が壊していたため、焼土とほぼ同じレベルにあって焼土付近から出土したもの

だけを SI8の遺物とした。 2点とも口縁部に段を残すもので、意識的に端部に面をつくる o

SK11は須恵器よりも、土師器の割合が多い。須恵器は査の占める割合が高い。これらは 6世紀中

~末のものと考える。 SK11は遺物の中でも坪類が少なく、また須恵器よりも土師器の量が圧倒的に

多い。さらに鉄鉱 1点が出土しており、他の住居跡とは遺物の出土状況が異なる。

SI6・SI8がどちらも有段口縁嚢を伴うのに対して、 SK11の土師器はすべて段を持たない口縁で

ある。 SI6は両方を含んでおり、 SI8とSK11のどちらが古いかは遺物からでは判断しがたい。須恵

器を中心にこれらの遺構の時期を考えると、八橋VI期 を 中心にすると想定されよう。 (原)

SI7・SI26(第30・31図、表18、PL.6)

位置 台地平坦面のなかでも南側斜面への落ち際に近いJ13グリッドにある o 床面の標高は51.7m

で、建物の主軸は北西を向く。 SI26の東半部分を掘削して SI7が建てられる。 SB5が SI7の北壁を

掘り込んでおり、 SI7のほうが古い。 SI26の東壁は SB1の布掘遺構によって失われていた。

規模と形状 SI7は上面の掘削が著しく、かろうじて北壁と床面が検出できた。東壁・西壁にも壁

周溝が巡るようである。残存部の形状や主柱穴の位置から察して、 SI7の平面形は正方形とみられる。

床面の中央には焼土面が認められる。 P1・6・12はSI7の主柱穴とみられるが、東隅の主柱穴は撹

乱で失われていた。 P6からは、北壁へ向かう仕切溝が掘られる。 P9・11・13はSI26の主柱穴とみ

られる。 SI7北壁の壁周溝が2条に分岐するため、少なくとも 1回は建替えが行われたとみられる。

出土遺物 土師器の嚢 2点、須恵器高坪 1点の小片がある o 帰属が SI7か SI26かは不明である o

(北島)

表18 SI7出土土器観察表
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①iJi;褐色土赤褐色口 ム粒を古む。粘性なし@しまりな1....

@黄褐色土貨褐色ローム殺を多く含む@しまりなし。粘性あり。

③附褐色土黄禍色ローム粒わずかに含む。しまりな1....粘性なし。

@貨褐色士総かい黄褐色ローム粒を含む@しまりなし。粘性あり@

⑤陪褐色土 質掲色ローム粒を含むe しまりな1....粘性ありa

⑨黄褐色土質褐色ロームブロックを多く含む。しまりあり@粘性あり e

⑦茶褐色土 しまり強く、粘性弱い@

⑧nff褐色土黄褐色ローム粒をわずかに含む@しまりな1....粘性なし。

差是赤間色土 赤褐色ローム粒を多く含む。しまりなし@粘性なL..

B' 

E' 
撹乱

0S=l・410cm

第31図 SI7出土遺物
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SI9・23・24(第32・33図、表19・20・21、PL.7・42)

位置 113グリッド、南谷部を臨むE陵南斜面に位置する。 SI9・24はほぼ主軸を北西方向に、

SI23はより西方向に向け、いずれも標高約52mに立地している。遺構検出の段階で大型住居の可能

性を想定したが、長軸方向にベルトを設定し掘り下げを実施した結果、 SI9が SI24を掘り込む状況

が確認された。さらに SI9の床面精査後、貼床下から周溝が検出され SI23を埋める状況で SI9が構

築されていることが判明した。

以上の結果から、 3棟の住居跡は SI24→ SI23→ SI9の新!日関係を有している。また、各住居跡の

南東壁は後世の削平を受けていた。

規模と形態 SI9は4.8X3.4mの方形を呈し、北壁上に Pl・2が確認された。いずれも床面下か

らの深さが30"'-'40cmを測り、 P2下底面から小型の鉄津が出土している。また、東壁中央部には長

軸約60cm、深さ約50cmのP4が確認された。いずれも床面精査後検出したが、その性格は不明である。

ただし本ピットに隣接して70X 30cmの範囲に小磯~拳大の磯が集中して拡がりをみせていた。礎間

'" ι 

υ 、白

。P6/

τSp F 

52.00m 
A 

5L60m P5 

A' D D' 

P4 τ ① 

径 2......3CJ:lの黄掲色ハードロームブロック.任 1c，の炭化物.み色粒子を含む I占性・しまり弱い@

住 2-lOcロの黄褐色ハードロ ムブロックを多く含む。控 2--3clllの赤色粒子混入事粘性弱く、しまり有札
周講堤士。粒子紋寵で粘性・しまり強い，

S19の貼I七 窪 1-2c阻のロームブロック 炭化物を古む$粘性・しまり強い@
在 3.......5 阻の小擦を多く合む~ ff2 -... 3図の赤色粒子、由化物わずかに合むe 粘性・しまり弱い，

径 10悶の蹟間色ハードロームブロックを少盤台む。粘性 しまり弱いz

rUcmの黄諮色ハ}ドロ ムブロックを多く含む也事対より色調明るく粘性強い否
在O.5c固の首掲色ハードロームプロックを多く古むe 新性・しまりやや符り。色調毒(/)闘より暗い号

粘性・しまり強いe

ffilc図白箇間色ハードロームプロックをわずかに古むe 粘性・しまり手iい，
怪 1"の黄間色ハードロームプロックをわずかに古む.粘性・しまり事弱より強い，

寵2-3coの前褐色ハードロームブロックを古む@粘性なL しまり弱い。
ハ ドロームを基詞としてく島問やや混じるe しまり強く 粘性作り@

ff.O.5c回の黄諮色ハードロームプロックを含む@粘性 しまり弱".
怪 lcr:の首褐色ハードロームプロック.犠間色ロームブロックを古む@

砧性 しまり弱い.

5=1: 60 2m 

し一一一一一一

第32図 SI9・23・24
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第 2節遺構の調査

には土師器の細片も混入していたが、焼土粒子や炭化粒子などの混入物はみられなかった。住居跡の

ほぼ中心部に40X30cmほどの焼土面がみられ、その下部から SI23に伴う周溝が検出された。

SI24はSI9の北西隣にほぼ軸を同じくして構築されているが、重複範囲が広く SI9床面との比高

差は約20cmを測る。西壁中心部に50X40-15cmのP9を検出したが、貯蔵穴のような性格を有する

ものであろう。壁に沿って深さ 10cm未満の断面 U字状の周溝が確認された。

SI9の貼床を除去したところ、より西北方向に軸を向けた一辺3.8mの方形住居である SI23が構築

されていることが明らかとなった。住居中心部には径30X30cmの P6・7が存在し、両者が本住居

の主柱穴と考えられる。 P7北隣には径30X30-60cmの P5がみられるが、その周囲には炭の集中

部が確認された。

埋土と遺物の出土状態 E陵上に位置する本住居跡は大きく削平を受け、埋土の残存状況が不良で

ある。径 2'"'-'3 cmの黄褐色ハードロームブロックや赤色粒子・炭化粒子を含む①層の暗褐色土が住居

全体を覆っていたが、いずれの住居からも遺物は多く出土しなかった。 SI9・24は主軸をほぼ同じ

くしていること、 SI23の床面を覆うように SI9の貼床がなされていることから考慮すると、 3棟は

ほぼ短期間に連続的に構築されたものと想定される。

出土遺物 1'"'-'2は須恵器の坪蓋、 3は坪身、 4は高坪脚部である。 1'"'-'2は天井部がやや丸みを

帯び、天井部と口縁部の境に稜を形成している。 3は須恵器坪身であり、体部から受部が張り出し、

口縁部の立ち上がりがやや内傾している。 6は土師器の脚付瑞の脚部である。 7は口縁直下に段部を

形成する有段口縁嚢であり、口縁部から頚部にかけてヨコナデ、体部はハケメ調整である。内面は口

縁部から頭部はナデ、体部はへラケズリが施されている。 8は寵の焚き口部鍔である。外面は組いナ

デとハケメ調整、内面はへラケズリである。 9は肩平な自然擦の周縁部に剥離面を形成する敵石と考

えられる。表面には鉄製品によるものと思われる擦痕が観察される。 10は、上下両端が欠損してい

るが釘の可能性が想定される。

本住居跡は、八橋刊期に比定されよう。 (小口)

SI10 (第34・35図、表22、PL.7) 

位置 H9グリッド、丘陵先端の南斜面上に位置している。調査区の表土除去後、最も早い段階で

検出されたが、南壁については幅約 1mの撹乱溝によって一部削平を受けていた。

規模と形態 平面形は一辺3.9X3.6mの長方形である。壁高は北壁付近で最大10cmを測り、北壁

から東西壁にかけて深さ 5cm未満の断面U字状の周壁溝がめぐっている。住居内のピットは 5ヶ所確

認され、いずれも径30cm前後、深さはP1・4が10cm、P2・3・5・6が20cmと浅い。このなかで、

南壁に並立する P4・5が住居入口部に付帯する柱穴の可能性があることを指摘しておきたい。

埋土と遺物の出土状態 埋土は 5'"'-'10cmと浅く、遺物の包含も著しく少ない。

出土遺物 須恵器3点と土師器 1点が出土している。 1は坪蓋で天井部が丸みを帯び、口縁部への

屈曲がみられない。 2は高坪の坪身~脚部片であり、内面はナデ、外面はケズリ調整がなされている。

3は坪身の口縁から受部であり、口縁部がやや内傾している。 4は曹の胴部であり、頚部が「く」の

字状に大きく屈曲している。内面はへラケズリ、外面は風化のため調整不明である。

以上の出土遺物から、本住居跡は八橋VIII'"'-'医期に帰属しよう。 (小口)

1
1ム4
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表19 SI9・23・24出土土器観察表

表20 SI9・23・24出土鉄関連遺物観察表

表21 SI9・23・24出土石器観察表
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? S=1・4?凹

O 

Cコ
10 

? s苫 1:2 5叩

遺物h
選 鱗

器橘
口径(c剖

残存率 調怒・文保 除土 色調 焼成 街考
尾道 f立 2昔話芸(cm)

1 
S19 策車窓 京14.0 口縁部 タ主題:{ij]転ナデ

密 0.5岡の白色砂粒
外面オリブ色

塁数 自然組付主主
理土 持翠 ム3.2 1/10 内閣閉転ナデ 内海ー灰色

SI9pit3 須:QJ器 ~S: 13.9 口縁部 外面ー閉転ナデ
[笹以?川ω;J!.域市状白程街附 1.5回

タ下街 灰色
2 緊紋

埋土 時蕊 ム3.1 1/10 内曲:@j転ナデ 内i訂ー 灰色

3 
S19 須Jl(器J ※15.0 口数部 外泊:{ij]転ナデ

¥1J 1.0闘の白色砂粒
外部 e 灰白色

竪
埋土 l1'身 ム1.9 1/10 内密ー沼転ナデ 内閲:灰白色

4 
Sl9 須l!f.g苦

劇部1/10
外証言 窃転ナデ、透し孔穿孔

笛 0.5岡の白色砂粒
外語:灰色

竪
埋土 高'" ム2.5 内面ー回転ナデ 内面:灰色

D 
319 土鋪器

庭部3/5
外面:摩滅のため不明 密I.C回の灰色砂粒悩色 外面 :1こぶい浅前慢色

|良
埋土 針作? ム2.0 内面:)事裁のため不明 牧子 内語j:にぷい浅黄怨色

6 
SI9pit2 土師器

脚部1/3
外面ー摩滅のため不明 密赤褐色1.5粒岡子以下の半透移i砂絞・ 外国麓賞後鐙色色 良<f

埋土 関Hl虫 ム3.0 内苦言:際競のため不明 1対立百

7 
319 土師器 ※18.5 

口縁部1/8 外面ーー口口縁縁部部ヨヨココナナデデ、、 続部ハケメ 密砂粒1.0回目白色砂粒 決邑 外面:にぷい援色
良好

坦i土 き塁 ム10.0 内証草 務部へラケズリ 内面:にぷい阻色

8 
319 i土鍋滋

賛口部1/6
外立証:ナデ、 部ハケメ、焚口部織部へラケズリ 密1.0岡田白色砂投灰色 外面:にぷい燈色

良好
思土 ム14.7 内面:ヘラケズリ 砂粒・赤泊色粒子 内而:にぷい笹色

遺物騒富 震さ (g) I長さ (crn) I 縞 (crn) I陣さ (c日) I磁着度| メタルll! I 備考

備 考

表褒面倒禄にまi陵
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SI11 (第36・37園、表23・24、PL.8・30)

位置 F14グリッド、丘陵北西斜面の標高50mに位置する。梨の木撹乱土除去後に検出され、埋

土はほとんど残存していなかった。

規模と形態 北西方向のほぼ半分が梨の木撹乱や耕作によって削平を受けていたため、全体の形状

は不明であるが、平面形は SIl7に近い隅丸方形と想定される。一辺4.0X(3.2) mであり、南東壁で

最大20cmを測る。住居内からは 3基のピットが確認され、 Plが30X35-70cm、P2が35X35-

70cmであり、主柱穴と考えられる。また、 P3は40X40-70cmを測る。床面から硬化面や焼土面は

検出されなかった。

埋土と遺物の出土状態 埋土は、わずかに南東コーナーに残存し、弥生土器の饗と台石が隣接して

出土している。

出土遺物 1は口縁部が段を形成してやや外反し、平行沈線がめく守っている。頚部下には櫛描波状

文と櫛描平行沈線文、胴部ハケメが施されている。内面は口縁部がヨコナデ、胴部はヘラケズリであ

る。 2は21X17cm、厚さ 16cmの卵形を呈する安山岩製の台石である。表面にタールが付着している。

以上から、本住居跡は八橋 I期(清水編年V-3様式;弥生時代後期後葉)に比定されよう。(小口)

B 

50.70m 

B 

くE精褐色土 径 Icmのローム粒子、径

2"" 3 cmの赤色枝子を含

む。粘性・しまり弱い@ IOcm 5221:41  

1 5口 I: 6 2 m  

第34図 SI10

表22 SI10出土土器観察表

第35図 SI10出土遺物

遺物h
i童熔

器種
口径(c日}

残存率 関設・文様 胎土 色調 焼成 備考
位 告是認(c同

I 
SIlO 

|須坪忠蓋器
諜 11.6

口縁部116
外間:回転ナヂ

密 1.0岡田臼色粒子
外面。オリ ブ灰色

堅設 胎土分析1<>26
壊土 ふ3.5 内部 l自転ナデ 内総灰色

2 
SIlO 須恵6~

底部1/6
タ下両1 毘転へフケズり

街 0.5回目白色砂粒
タト揃:靖背灰色

堅t君
埋土 高坪 ム2.2 内面白転ナデ 内面:緊灰色

3 
SIlO 須車誇 口縁部 外面ー窃転ナデ

官 0，5岡田白色砂粒
外聞背灰色

竪敏
埋土 J'f身 ム1.65 1/10以 F 内面:回転ナデ 内面宵灰色

4 
SllO 土節器 頭部1/10 外面:ナデ

密 1.0-3.0岡田灰色砂粒
外面明赤褐色~抱

良好
理土 E塁 66.6 以下 内官官 口縁ヨコナデ‘岡部ヘラケズリ 内節 i二ぷい段

円
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A 11 
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50.90m 

A A' 

P3 
50.90m 

D 0' 

ィr趨 。〆ー
①黒褐 色 土 径0.5.........2 cmの黄禍色ハードロームブロック、赤色粒子を多く含む@粘性・

しまり弱い・ S=I : 60 2m 
②褐色土周 径O.5cmの賞詞色ロームブロックを世量含む。粘性 しまり①悶より強い。， l 

③民色枯置土 径 2-3clllの賞褐色ハードロームブロック、暗悩色粒子を含む@粘性・し

まり強い，

S=I・20 50cm 

第36図 SI11

2 

10cm Sロ 1・4 ?S=I・ Ocm
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表23 SI11出土土器観察表

詞喪主隙 胎土 色 瀦

外面ー口紋有段部平行民館、置臼ヨコナデ図面上半国崎控状文騎!密 0.5-3.0闘の灰色砂紘 i外面 にぷい賞怪色

描直龍文、周鼠下半ハケメ、内面。口組部ヨコナデ、間部ヘラケズリ 12.日回目白色砂粒 j内面 にぶい賞怪色

表24 SI11出土石器観察表

日
一
出 遊面にタール付着

関考
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第 2節遺構の調査

SI12 (第38・39、表25・26、PL.8・ 9)

位置 H8グリッド、丘陵先端部の南斜面上、標高50mに位置する。約20cmの表土除去後に検出

されたが、 SI10と異なり、床面の掘り込みが比較的深かったため埋土の残存状況は良好であった。

SB9と重複関係を有している。

規模と形態 平面形態は、 3.4X3.3mの円形であり小型住居である。壁高は最大25cmを測り、断

面 U字状の周溝がめくやっている。住居内からは 3基のピットが確認され、 P1が住居のほぼ中心部に

位置し50X50-10cm、P2が南壁際に位置し、 40X45-30cmを測る。前者は 2基のピットが重複

しているが、埋土には炭化物が多く混入していた。いわゆる中央ピットであろう。主柱穴に比定され

るピットは検出されなかった。また床面からは、北西寄りに焼土面が検出された。

埋土と遺物の出土状態 埋土は、北側ほど良好に残存しているが、住居全体に径 2""" 3 cm大の黄褐

色ハードロームブロックと炭化物が混入する①層の暗褐色土が覆っている。埋土中からは弥生土器の

細片、敵石や台石などが出土しているが、数量は少ない。

出土遺物 1"""5は口縁部がやや外反し、口縁直下が張り出した弥生土器の費である。いずれも口

縁部には平行沈線がめぐり、 1の頭部には貝殻腹縁による押引文が施文されている。 6は器台口縁部

であり、風化のため調整不明である。 7"""8は敵石であり、楕円醸の片面に敵打痕を残している。 9

込k
"1//でト
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①時褐色士 径2........3cmの黄褐色ハードロームブ口ッ

夕、炭化物を多く含む。粘性弱〈、しま

り強い.

②褐色土 径O.5crnの黄褐色ロームブロックを多く古

む。粘性・しまり強い@

@茶褐色土 周潜埋土@径 1cmの賞褐色ハードローム

ブロックを少議吉む暑粘性・しまり強いa

@黄禍色土 ややにごったローム悶@しまり・粘性強

い。壁体崩落土か@

一一一⑤陪褐色土 径1---3cm以下町ローム粒子・炭化物を古
B' む。粘性なL..しまり強い。

⑥暗褐色土 径lcmの黄褐色ハードロームブロックを吉

A' 

ーに一一一一-4-「
む@粘性・しまり強い@

0S=1  :60 2m 
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表25 SI12出土土器観察表
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口持rm I外面 有段部平行沈縁、その上半をナデケシ、 mn部ヨコナデ Ia 1.0聞の灰色砂粒・白色|外聞

1110以下|内筒! 日縁部ミガキ i 砂粒 |内証言

口綾部 l外商

1/10以下|内国
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密 0.5-2.C開の灰色砂校 | 内福企

表26 SI12出土石器観察表

tr.， ぉ
レJ凋~;

刊
誌
一
誌

表国由主打痕

表面髄打痕

表面に段打~if

は先端が細身を帯び、平坦面を有する台石である。いずれも安山岩製である。

本住居跡の帰属時期は、八橋 I期(清水編年V-3様式の古段階)に比定されよう。(小口)
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遺構の調査第 2節

PL.9 ) (第40・41図、表27、SI13 

112グリッド、 E陵南緩斜面上の標高51mに位置する。主軸を北西に向けているが、梨の木・位置

住居北・西壁は確認できなかった。暗渠による撹乱を著しく受け、

3.7X3.7mの方形にピットの位置なども考慮し、残存する南壁が3.7mであること、規模と形態

深さ 5cmの断面U宇状の壁周東・南壁にかけてl幅20cm、復元した。本遺跡の中では小型に属する。

P2 主柱穴と考えられるものは確認できなかった。ピットは 6ヶ所確認されたが、溝めくやっている。

床面中心部には50Xまた、P 5 ~ま 50X40-40cmを担4 る。P3は40X40-15cm、は30X30-35cm、

50-5 cmほどの焼土面を有する P1が確認された。 さらに床面には2.0X1.5mの範囲にわたって硬

化面が拡がりをみせていた。

検出面から床面までの比高差は10cm程度である。埋土の残存状況は悪く、埋土と遺物の出土状況

炭化物を多く含む①層の暗褐色土がほぼ住居全面を覆っていた。住径 1cmの黄褐色ロームブロック、

居北西寄りに竃片がまとまって出土している。本住居は廃絶後 SB4の柱穴によって部分的な破壊を

受けている。

口縁部が緩やかに張り出す杯蓋である。天井部はヘラケ1は天井部がやや丸みを帯び、出土遺物

口縁部はナデ調整がなさ2は有段口縁費の口縁部破片である。口縁部はヨコナデ調整である。ズリ、

4・5は移内外面ヨコナデ調整である。3は口縁部が緩やかに外反する素口縁護である。れている。

(小口)八橋VI期に比定されよう。
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径 1--2c皿目前褐色ロームブロックが斑状に混入@

粘性・しまり①層より強い。

恐縮褐色土 a:閣を母胎として、a:悶より粒子が紋密で色調暗い@

周溝埋土e 粘性・しま IJ(I;周より強いe

@暗褐色土 径)-2岡田口一ム粒子、赤色粒子を含む。粘性・

しまり‘踏い。

⑤M~褐色土径0.2-) c皿の哉褐色ハードロームブロッ夕、炭化
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第 3章調査の成果と記録

ι=1--=-~~ 

遺物:;， 1 尾章道 {構立 器種
口筏(叩}

残存率
2是認(c悶)

1 
SI13pit3 須恵器 京13，3 ロ縁部

壊土 時室主 ム2.3 1/10 

2 
SlJ3 土師器 京18.6 口縁部

埋土 受 ム3.5 1110 

3 
SlJ3 土師器 ※18.1 日綾部

埋土 き塁 .d3.5 1110 

4 
SlJ3 土師器 焚口語名

埋土 官室 7.7 1110 

5 
SlJ3 土隊器

焚口部1/3
埋土 題 ム32.3

下三二三I----V

仁二二-((3 

/ 

第41図 SI13出土遺物

表27 SI13出土土器観察表

調繋・文様 飴 土

外富喜 怒転ナデ
密 0.5回目白色砂粒

内査室，回転ナデ

外面。ヨコナデ 粒E苦・灰0.5色1爾砂長殺石、 1.5回白色砂
内在主 ヨコナヂ

外面ヨコナデ il'i 0.5闘の褐色粒子・畳石、

内滋ヨコナデ 1.0岡以下回白色砂校

外語 ナヂ、焚口協会議部ヘラケズリ il'i 白色砂粒・半透明砂粒・

内面ナデ 時褐色粒子

外田 ハケメ、焚口部会費部ヘラケズり 密 1.0闘の白色砂絞・灰色

内面。ハケメ、ユピオサエ 砂殺

SI14 (第42・43・44・45・46図、表28・29・30、PL.10・31・32)

UP 

色調

外面'膏静灰灰色色
内立百

外萄 灰色

内閣灰色

外面背灰色

内面背灰色

4 

10cm 
2S=1:4  

焼成 関 考

'll滋

良好

良好

外面にぷい浅黄担色
且好

内務にぷい浅裁燈色

外街 浅浅黄黄綬燈色色
内面

良好

位置 G13・14グリッド、丘陵北西側の傾斜変換点、標高51mに位置し SIl5の北西隣に並列して

いる。表土除去後、多量の遺物が伴って検出された。丘陵上に位置する住居跡のなかで最も残存状況

が良好である。

規模と形態 南北5.4m、東西5.3mの方形で、壁の高さは最大40cmを測る。床面は地山ローム層

で構成され、壁に沿って深さ 10cm未満の断面U字状の周溝が巡る。その周溝から南半に位置する主

柱穴へ向かつて東西方向から 2ヶ所、南壁から 1ヶ所の計 3ヶ所の床溝(仕切溝)が存在する。

床面上で検出されたピットは計10ヶ所で、そのうち P1~4 は主柱穴と考えられる。床面からの

深さは P1が55cm、P2が65cm、P3が70cm、P4が50cm。南壁際の中央部に位置する75X60-10

cmのP10は皿状を呈する浅い掘り込みであることから、いわゆる特殊ピットと想定される。また、

溝を穿ったピットが西壁に 2ヶ所検出された。東西両壁の中央部やや内側に80X80-40cmの楕円形

を呈する大型のピットが床面精査後確認されたが、埋土はレンズ状の自然堆積であり、主住穴の埋土
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P4 

叩
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:ト6
b

@ @~， (Q) rFP <.D 

P5 
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O 

一①黒掲色土 径 1c回の黄掲色ハードロームプロック、炭化物、赤色粒子を多
U く吉む.粘性・しまり弱い.

@褐色土 径 1聞の貨問色ハードロームプロック、赤色粒子、径 O.5c闘の
炭化物を多く吉む，粘性・しまり①摺より強い.

暗褐色士径 0.5四の貧色粒子炭化物を多く古む.粘性・しまり(j)・寄
務より強い暗

号褐色土 径 1......2固のロームブロックがIl!状に混入.鮎性・しまりあり.

@暗悶色土径 0.5阻の炭化的を少量古む@粘性・しまりやゃあり.

盛時抱色土 J周溝埋土。怪Z四ほどの炭化執を多く古む.粘性・しまり強い.
cv黒褐色士炭化的が集中して毘入@粘性・しまりやゃありe

@暗掲色土 ff 1.......2c回の資褐色ハードロームプロック、炭北相が斑状に誕
入.粘性やゃあり.しまり弱いe

骨惜邑土 径 1-2四の責措色ハードロームプロックが混入.粘性 しま

り岳到より強い.
事投色絵貿土佐色ハードロームのこ次雄稲土，粘性 しまり強い.

一一コ@褐色士 径 1-2四の前総色ハードロームプロックを多く古む.粘性・
L しまりやゃあり.

4主明褐色士 ローム質土闘でにごり有弘臣 1-2cl!Iの様化拘を古み、しま

り@!司より強い司
審問色土 桂 1-2回の黄褐色ハードロームプロック、炭化物を古む.粘

性・しまり強い.
⑮黒褐色土径 1mの歯褐色ハードロームブロック、炭化物を多く古む.粘

性・しまり弱い.

A 守 P8 守 A
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52.00m 

F 

「二Eブー
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~アー

S=1 : 60 2m 

ι一一一一一

とは異なった状況を呈している。

床面上には 7ヶ所の焼土面が存在し、そのなかの 3ヶ所は径30'"'-'40cmほどの円形もしくは楕円形

で、被熱痕がリング状を呈している。中心部が撞色、外縁部が赤化していることが特徴であり、類似

した焼土面は SI20でも確認されているが、本住居からは移動式竃が出土していることから、調理に

伴う火床の可能性がある。残りの 4ヶ所はいずれも不整形であり、中心部に位置する措鉢状ピットの

肩部から底面にかけて 2ヶ所の焼土面が認められた。以上の焼土面は、平面形態や位置関係から機能
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第43図 SI14遺物出土状況

。
2m S=1 : 60 

を異にしていたものと想定される。

埋土と遺物の出土状態 床面と壁際には③層とした暗褐色土が覆い、その上位には②層の褐色土、

①層の黒褐色土が堆積する。①層は炭化粒子・赤色粒子を多く含み、②層はこれに加えロームブ、ロッ

クが混入する。壁際付近にはロームブ、ロック・炭化粒子が多く混入する④・⑤簡の褐色・暗褐色土が

みられ壁体の崩落土と想定される。壁溝を埋める⑥層は炭化粒子を多く含み、しまりが強い。

遺物の出土状態は、床面から20"'-'3 Ocm上面の①~②閣にかけて最も多く出土していることから、

住居廃絶後しばらく時間が経過した後、これらの遺物が廃棄されたものと思われる。遺物は住居の中

心部に集中するが、全面にわたり包含されていた。ただし、北壁から西壁寄りはやや散漫な状況であ

ることから、これらの遺物は南東側より投棄されたものであろう。

出土遺物 1 "'-'13は須恵器坪蓋である。天井部がやや丸みを帯び、口縁部で屈曲して端部に至るが、

口縁部との境には段が形成されている。天井部は回転へラケズリ痕が認められ、肩から口縁部はナデ

調整である。口縁端部内面は明瞭な回線がめぐる 1"'-'3とそれが痕跡化する 9・10、凹線を有さな
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第44図 SI14出土遺物(1)

い 4 などが存在する。 14~24は坪身である。口縁はやや内傾し、受部がやや反り上がっている。底

部は回転ヘラケズリ、体部から口縁部はナデ調整である。 25は無蓋高坪であり、脚部は欠損している。

28は盟、 29・32は横瓶である。 31は口縁部が欠損しているが、壷か盟の胴部であろう。

33~47は土師器棄である。有段口縁饗の33~旬、素口縁曹の37~45がみられ、後者は口縁が大

きく外反し、頚部内面に稜を形成する38・44・45と、内面が丸みを帯びる39・41・42に分かれる。
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第 3章調査の成果と記録
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第45図 SI14出土遺物(2 ) 

さらに体部が直線的に立ち上がり緩やかに反る甑の49・51がみられる。いずれも口縁部内外面がナ

デ調整、体部の外面がハケメ調整、内面がヘラケズリである。 53・54は甑の底部片であり、底面端

部はヨコナデ、体部はハケメ調整が施されている。 55は竃焚き口部片である。 56・57は甑の把手、

60は片面が欠損しているが、上下平坦面を有する管状形土玉である。

58は流紋岩製のバチ形砥石である。基部と先端部を除き、研磨痕が観察され、表面が先端に向か
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第 3章調査の成果と記録

表28 SI14出土土器観察表

遺物ぬ
j輩 格

間 極
口f圭(c.)

筏存ヰ包 調整文蛾 I!t，土 色 調 焼成 t酒 考
尾望 f立 器商(Cm)

1 
S114 須恵66 .;:14.8 

2/5 
外間企主主転ナデ 天井部;r百転ヘラケズリ

持立褐2色(粒回子白色宝雲砂母粒・1.0岡町
外聞縁灰 色

堅綾 胎土分析"'28
壊土 坪姦 3.8 内i百 叡 転 ナ デ 内面。宵淡色

つ S1l4 須車器 、{(14.6
日縁部114

外価:回転ナデ、天井部l自転へフケズリ ;告 0.5........1.0回目白色砂粒・ 外廊灰色
竪鼓

埋土 杯蓋 ム3.9 内面:回転ナデ 1.0聞の暗決色砂粒 内面:灰色

3 
S114 須恵器 京 15.2

115 
外面 凹転ナデ、天井部回転ヘラケズザ 密 2.0聞の白色砂粒・1.5悶 外箇ー灰色

堅録
上哲七 部議 ム4.2 内在百 回転ナデ の烈斑状枝子 内面:灰色

4 
S114 須!!¥:iii 〉、12.5

1/4 
外面.凶転ナデ.天井務担i転ヘラケズリ 密 0.5........2.0回目白色砂粒・ 外国:背灰色

~段
機l: 時去を 4.4 内在百 @I転ナデ 2.0臨の階灰色投子 内面i:灰色

b 
SIl4 

主1H悲t室2主2 
14.5 

口縁部1/8 外函 e館[回転転ナナヂヂ、荒井部回転ヘラケズリ 告 0，5-2.0回目白色砂詑
外 医背 灰色

!?l段
埴土 ム3.4 内街 内 認許 灰色

6 
S114 須草1器 13.2 

3/5 
外凹 回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ 街 1.0聞の白色砂粒・灰色 外由 宵背E灰Ri色E 竪綴

新商が紫車工色を

埋土 却宝主 4.2 内 面 回 転 ナ デ 砂投 内箇 呈する。

i 
S114 須車踏 14.3 

3/5 
外国 閲転ナデ、天井町;回転へフケズリ 密 0.5.......1.5岡田白色砂粒 外面々灰色

毘殺
埋土 昨遊 3.9 内面凹転ナヂ 透明砂粒 内問灰色

8 
S114 須忠iffi ※12.3 

天井部2/3
外箇天井部へフ切り、へフケズリ

密 2.C闘の白色・紫色粒子
外面背灰色

現段
経土 時議 ム1.8 内i語 ナ デ 内面。背灰色

9 
S114 主l!!\~苦 "d4.3 天井部~ 外t面:[自転ヨコナデ ;粒軒子1.0回以下町白色・黒色 外面 a 灰色

堅鼠
壊土 邦議 ム3.6 口縁部115 内在百:回転ヨコナデ 内i函:E記也

10 
S114 須恋器 )1d5.0 

関部 1/8
外面:@1転ヨコナヂ 密 1.5間以下の白色・黒色 外語 ::i¥色

堕鐙
地土 昨釜 ム4.1 内耐:凹転ヨコナデ、指押さえ 粒子 内側:灰色

11 
S114 須恵:ilI 京 12.0

天JI部114
外l師:天井節目転へラケズリ、日綾部@I転ナデ 筏砂ftO 5~2h翻の白色・熱色 外1m:灰色

堅数
埋土 町議 ム1.65 内師団転ナデ 内問ー灰色

12 
S114 14.7 

口綾部118
外面 回転ナ子、天井節目転へフケズリ

I 密密目1.0立闘斑のUlliill(J)状答者粒褐子色白白紗色色粒砂砂粒 2.0回

外面。灰白色
照事主 的土卦折"'33

埋土 5.1 内町i 凶転ナデ 内面灰白色

13 
S114 ※11.8 

1/6 外商 i自Eii転転ナナヂヂ、天井部回転へフケズリ 校 0.5- 外商灰色
思綾

埋1 ム4.1 内面 内面灰色

14 
S114 須珪〔器 :~15.6 

112 
外在百 [ill転ナデ、球部照転へフケズリ 密 0.5-2.0阻白白忽砂粒 外岡氏色

思i設
胎土分析"'31

理土 坪身 ム4.5 内 面 回 転 ナ ヂ 0.5闘の階褐色砂投 内原 宵灰色 器禁翫罷が紫紅(1;，

曜時
訂綾部~ 外節回転ヨコナデ 粒密子1.0関以下町長1'0.':.tH3 外i留・経5古常宵灰灰色色 堅紋
間部1110 内面・回転ヨコナデ 内密

口縁部~ 外而回転ヨコナデ 枝普:子1.0悶以下町的王立・紫色 外在百合灰色
監獄

劇部lil0 内面回転ヨコナデ 内面:灰色

113 
外面凶伝ナデ、底部副転ヘラケズリ

I j能砂密M絞褐O色ISN砂聞粒のS白聞色の砂白粒色砂灰粒色 i!I 外内外内面面認面 ::灰灰灰灰色色色白色
堕車電 !lil土分析&¥29

内謝:[司転ナデ

1/2 
外面:回転ナデ、底部回転ヘラケズり

堅録 粕ゴ分析"'30
内在百 閲総ナデ

19 
Sll4 ?!i恋2苦 京 13.8

日闘教部書1官14 外面。閲ロ綾転部ヨ自コ転ナデヨコナヂ、廊下半回転ヘフケズリ 密 1.0-2.0岡田白色砂粒・ 外立吉 宮費総決色
堅紋時1土 lf身 ム3.2 内面 長石 内樹にぷい蕊褐色

20 
Sll4 須!!¥路 12.6 

口縁部1/8
外面回転ナデ、底部閉転へフケズリ

宙 2.0........5.0岡田長石
外在'!I:宵灰色

堅設 治土分析"'32
理士 1{-身 4.9 内 面 目 鮭 ナ ヂ 内閣灰色

21 
S114 須且.{~是 ※12.5 

口縁部1/6
外面回転ナヂ、底部回転ヘラケズリ

密 0.5-1.0回目白色砂粒
外面背灰色

原敏j皇土 時身 ム3.6 内 面 閉 転 ナ デ 内部宵灰色

22 
S114 須杯辻身{苦苦 ※15.2 同士部~闘 外面回転ヨコナデ

色砂粒
外而。灰色

原教
上里土 ム3.5 郡上半116 内面問転ヨコナデ 内語i:灰色

23 
Sll4 須惑昔苦 ;ldl.4 

日縁部1/6
外部沼転ヨコナデ

密 0.5岡町白色.:n色砂粒
外面:灰色

'!l紋
埋土 lf身 ム2.9 内面沼転ヨコナヂ 内閲:灰色

24 
Sll4 須車器

口綾部1(6
外開 回転ナデ、応部回転へフケズリ

密 1.0闘の白色砂粒
タト函:宵決色

喫数
岨!~t 郎身 ム2.4 内面:悶転ナデ 内面背灰色

25 
S114 須JI!ミ器 ※11.2 

口縁部1/7
外岡ー 日1転ナデ、波状文

密 1聞の烈斑状粒子
外而‘ E正程

竪続
埋土 雨時 ム3.5 内閣今回転ナデ 内 面時灰色

26 
Sll4 須車器 11'1部上半 外商ーカキメ

密 0.5闘の白色砂粒
外 面晴氏色 戸f埋土 Eき ム4.0 1(8 内面 閤$上半銭ナデ、下半はi可心FI文(宵I謀議文) 内而 e暗灰色

28 
S114 Z説E慾3器 4/5 外官官 主在主主部転ナ.，ヂ詩i 底部ハケメ

官 1.0岡町出色砂粒
外 商陪灰色

竪認 駒土分析N:127
埋土 ム14.2 内ilJI 内 面総灰色

29 

S5埋埋I111土土w純調楠盗車瓶? 器搭

;;:10.0 口綾部~隠 外国 日韓$@1転ヨコナデカキメ、雲寺$タタキメ 密 3.0岡以下の白臨粒子
外霞。 E球査背脅灰E足色並 Ii~紋

ム6.5 :lil上半2/3 内面 白縁部回転ヨコナデ、タタキメ 長石 内面

30 
出 18.0

関部1/7
外面，カキメ、タタキメ 密 0.5岡以下の長石、白色・ 外溺 にぷ い際 金

良好
ム9.5 内面i 指lift圧痕 灰色砂粒 内面:灰白色

31 
S114 須車器 ン、19.4 口縁部~闘 外面 口持部ヨコナデ

笹 1.0-2.0聞の白色砂粒
外泊:鐙色

艮昨
理士 盗ワ .6.5.3 務上半118 内腿 o稔部ヨコナデ、験部ヘラケズリ 内面:燈色

32 
S114 須恵器

岡部1/8
外 題 カ キ メ

密 l.l悶の白色砂粒
外岡ー精灰色

竪段
綾土 機滋 ム22.0 内務:肉心内文 内密‘経灰色

33 
SIl4 土{碍認 ※10.2 口縁部~ 外i百:口縁部ヨコナデ、闘部ハケメ 密 2.0臨以下の長石・長率石・ 外証言 縫邑~災後色

良好
埋土下層 宝霊 ム14.9 底部111 内閣:口綾部ヨコナデ、劇部ヘラケズリ 談褐色粒子 内面黄燈色

34 
S114 

土師受隠語 I| ※※ムA11337963J1D 11I 1(日口I1/韓融01以0部部下

外面:口縁部ヨコナデ、イf段節目直上に沈線 密 1.0悶の灰色砂粒・階絡 外街綴色
良好

時土 内閣'口綾部ヨコナデ 色粒子 内面'にぷい笹色

35 
S114 土師 外面 口縁部ヨコナデ、有段部の直上に沈毅 密 2.0回日白色砂粒1.5岡田 外 回母I品格色

且ilf
壌土 霊童 内隠 口綾部ヨコナデ 半透明砂粒 内面 4 明前掲色

36 
S114 土銅器 ※19.6 

口縁部1/4
外面 ヨコナデ、事色塗彩 密 0.5悶以下回石英・筒石 外面燈色~明前褐色

且9子
場土 蜜 ム16.3 内猟 ヨコナデ、赤色慾彩 白色砂粒 内面:燈蕊~砂lii竜褐色

37 
SI14 土商事お ※12.4 口綾部 外調 臼縁部ヨコナヂ

密 1.0聞の白色砂粒
外街合後色

艮昨
埋土 費 ム2.6 1(10 内面 口縁部ヨコナデ 内面:鐙色

38 
SI14 土師器 、z、15.9 口綾部~ 外面ヨコナヂ

普 0.5---1日回日開石・長A町白千石H色 れ外J内外何-i筒1面回面2:j:綬明黄j前t段燈色前r色色掲m 色~灰苗褐色
良好

埋土 号室 ム11.0 関部1/4 内閣 口縁部ヨコナデ、岡部ヘラケズリ

39 
SI14 土師器 ;ベ12.6 口綾部~闘 外面 口幹部ヨコナヂ、岡部ハケメ 密 0.5---2.0闘の時石、

且抑
場上 部上半1/6 内磁 口鋭部ヨコナデ、劇部へフケズリ 砂粒

40 
S114 土銅器 5、15.6 日縁部~闘 外面 4 日縁部ヨコナヂ 詩 2run以下町白色砂粒、障 外面怪色

，Hf 
場土 受 ム5.6 部上半1/3 内海ー口縁部ヨコナデ、劇部ヘラケズリ 石、長石 内弱授色

41 
Sll4 土締結 ※14.3 

ロ部縁上部半~1/劇6 外函:口縁i部ヨコナデ 関関節節ハヘケラケメズリ 主色主粒0子5岡田輝石、 石英、 黒 外面絞色
良野

理L:l 提A 言 ム8.4 内面:口綾部ヨコナデ、 内閣僚色

42 
S114 土問器 詑24.0 日縁部~闘 外面:口綾部ヨコナデ

* 1.0---2.0岡田白色砂粒
外隠燈色

且好
哩土 受 ム8.9 部上半118 内問 口縁部ヨコナデ、岡部ヘラケズリ 内面経色

43 
S114 土師箆

裟17.2時 外面 白縁部ヨコナデ 密 0.5岡 田輝 石・ 白色 恕 外面明赤約色
且金子

IJJ!土 霊童 "4.9 内館 口縁官官ヨコナデ、総部ヘラケズリ 色砂粒 内而 H月黄褐色

44 
Sll4 土師器 主20.1 外!而 口綾部ヨコナデ

密 1.0岡田白色砂校
外i百:浅前色

良昨
場土 き菱 ム4.5 内iiIi 口縁部ヨコナデ、劇部へラケズ') 内在百:浅黄綬色

45 
Sll4 土F吊2苦 ，d9.8 外面 口縁部ヨコナデ

密 1.0-2白回目長石
外箇:段色

Iミ好
埋土 震 ム3.7 1110 内節 目設部ヨコゴデ、腐部ヘラケズリ 内踊i:にぶい銭色

46 
SIl4 土師掛 岡部上半 外回 日韓部ヨコナヂ、原部ハケメ

密 1.0回目障石・白色砂粒
外面にぷい燈色

良好
/lJl土 翌 ム9.8 1/6 内箇 臼綾部ヨコナデ、関部ヘラケズリ 内聞にぷい慢色

47 
Sll4 関部上半 外面 白綾部ヨコナヂ、闘部ハケメ

密 2.0-3.0回目長石・石英
外面浅黄燈色

良肘「j壁土 ふ13.5 114 内紛 口綾部ヨコナデ、関部ヘラケズリ 内両浅黄隆色

48 
Sll4 土師:fJ

脚部1/5
外面 号車部ナヂ 密 1.0回目白色砂粒 1.5岡 外面浅黄色

良昨
i望} 納付磁 ム2.2 内E主総部ナデ 目指褐色校子 内前符灰 色

49 
Sll4 土銅器 *19.5 ロ縁蔀; タト磁潟部ハケメ

|密砂粒i・叩抱褐色白粒血子砂粒 灰色
外聞 ~1浅草竜色

良好
埋土 臨 ム4.2 1110 内面:口縁部ヨコナデ、劇部へラケズリ 内面明浅策色

4
 

に
U



表29 SI14出土有孔土王観察表

a，ぬl竃備 l 嗣伶 l 惨.I .~(，司凶 l 岨個】 ItH幕切 JI.!!"ωi 司健笠. 1 勘土

船 l 割14 ¥I:t. IWo: Is.s 14AIMI剛'" い・開明白蛇

表羽田14出土石器観察表

週拘ぬ 聞土也E 刷 位 • • 布 "

a周.百肩 闘ヨ将EZUEM1 

h 

包圃

一.瞬、・.健色

tn画・s・・-E--

第2節遺構の剖進

詳伝号ヱ

個 今

い反り上がっている。 59は閃緑ひん岩製の砥石であり、2面の砥面が確認できる。 61-66は敵石

磨石であり 61-63は上下端部、もしくは側縁部に敵打痕を残している。いずれも安山岩製である。

以上の出土遺物の検討から、本住居跡の帰属時期は八橋V期に帰属しよう. (小口)

写真 7 SI14検出状況 (南西から) 写真 8 SI14遺物出土状況 (南から)

55 



第 3章調査の成果と記録
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①黒褐色土 径1c四の黄褐色ハードロームブロック、赤色粒子、小磁を吉む。粘性・しまり弱い.
②陪褐色土 径1.......2c岡田賀褐色ハードロームブロック、径O.5c悶の炭化物、小磁を含む.粘性・しまり①図より強い.
③暗褐色土 径2-3c岡田黄褐色ハードロームブロック、小穫をわずかに吉む@粘性・しまり①・②厨より強い@
④明褐色土 径3-5c困の賞褐色ハードロームブロックが斑状に混入.粘性・しまり強いe

⑤明褐色土 径lc阻の貧褐色ハードロームブロックを多く吉む@粘性・しまり弱い@
⑥陪掲色土 径2---5 cmの賞褐色ハードロームブロックを斑状に含む.径0.5c回の炭化物を多く含む.粘性やゃあり.しまり弱い.
⑦褐色土 径1-2cmの貧褐色ハードロームブロックを斑状に吉むa 粘性弱〈、しまり強い。
直田昌色粘貴土 粘性・しまり強い。柱材を支える充域土か.

5=1: 60 2m 

第47図 SI15

SI15 (第47・48図、表31・32、PL.11・33)

位置 G13グリッド、標高51mの丘陵北西側傾斜変換点に位置し、 SI14の南東隣にほぼ主軸を同

じくして並列している。表土除去後、暗褐色土の拡がりを確認しプランを検出した。 SI14とは対照

的に遺物の量は少なく、梨の木による撹乱や削平を受け、埋土の残存状況は不良である。

規模と形態 平面形態は南北5.0m、東西5.0mの方形を呈し、壁高は最大20cmを測る。床面は地

山ローム麗で構成され、中心部では3.2X2.0mの範囲にわたって硬化面を形成している。南壁西半分

には、長さ1.5m、深さ 10cm未満の断面U宇状の周溝が存在する。北壁中心部は撹乱を受けている。

床面上で検出されたピットは計11ヶ所で、そのうち Pl"'-'4は主柱穴と考えられる。 P1 : 35X45 

-50cm、P2 : 35 X40-60cm、P3: 40X35-55cm、P4 : 35 X 50-60cmを測る。また、これら

の主柱穴に沿うように小型ピット 5・6・7・8が確認された。 P5 : 30X30-30cm、P6: 30X 
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第48図 SI1S出土遺物

第 2節遺構の調査

25 -20cm、P7 : 25X25-20cm、P8 : 30X 

30-20cmといずれも浅く、埋土の状況や焼土

面、プランなどから 2棟の重複関係を示すもの

ではなく、主柱の補助材としての機能を有して

いたかもしれない。南壁際の中央部に位置する

P12は長径40cm、深さ 10cm、南側1/4ほどが壁

を穿ってオーバーハングしている。また、北側

には幡70cmほどの措鉢状の P13がみられ、後

者が古い。ピット内からはやや浮いた状況で須

恵器杯蓋(1)が出土している o また、西壁中

心部の内側寄りに深さ20cmの P9が、南西コー

ナー付近には深さ20cmのP10が検出された。

床面中心部には、長軸35cm、短軸20cmの瓢

状の焼土面が確認されたが、中心部よりも外

縁部がより赤化していることが特徴であり、

SI20の焼土面との類似状況が観察された。

埋土と遺物の出土状態 埋土の状況は、①層

とした黒褐色土と②層の暗褐色土が堆積し、前

者には黄褐色ロームブロックや赤色粒子、小磯

が混入し、後者は色調が①層より明るくローム

ブロックを多く含んでいる。また壁付近の床面直上には、暗褐色土の③層、より大型のロームブロッ

クが混入した明褐色土の④膚が堆積し、いずれも壁体の崩落によるものと思われる。

遺物は、住居南半部の①層下部から出土しているが、量は少ない。いずれも小片が多く、埋土の状

況からも本住居は廃絶後、短期間に埋土の形成がみられたものと考えられ、隣接した SI14とこのこ

とからも対照的な住居である。

出土遺物 1は須恵器杯蓋である。天井部がやや丸みを帯び、口縁部で屈曲して端部に至るが、口

縁部との境には稜が形成されている。天井部は回転へラケズリ痕が認められ、肩から口縁部はナデ調

整である。端部内面には、凹線がめぐり、その上部はわずかであるが肥厚している。 2は床面直上か

ら出土した土師器坪身である。口縁部はヨコナデ、体部はへラケズリが施されている。 3は長さ 18.9

cm、幅7.0cm、厚さ4.6cmの安山岩製の敵石である o 下部が細身を帯びていることが特徴であり、左右

両側面の上方に敵打痕が残っている o 本住居は、 1の型式学的特徴から八橋V期古段階に帰属しよう。

表31 SI1S出土土器観察表

E調穀・文儲

外面 口縁部回転、ナデ、荒井部凶伝ヘラケズリ

内閣閉転ナデ

外面・口縁部ナデ、図部ヘラケズリ

内面ナデ

胎土

密 0.5-1.5悶白白色砂粒

表32 SI1S出土石器観察表

-57-
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第 3章調査の成果と記録

SI16 (第49・50図、表33、PL.ll・33)

位置 調査区中央部南縁のE陵上、J14グリッド、標高51m上に位置している。住居跡の東側に

SI7・26、SB1・2が認められる。

規模と形態 遺構の南西部分は調査区外であり、北側はSD6・7によって失われているために遺

存状態が悪く、全体の形態は分からない。北壁と南壁ラインがほぼ平走することから一辺3.3mの方

形状の平面形と想定される。壁の高さは北壁で 7cmを測る。床面は地山ロームを利用しており、部

分的に貼床が施されていた。北側は溝に壊されており、辛うじて貼床の痕跡が見られた。ピットは 3ヶ

所検出したが、そのうち PL 2は深さが10cm前後と浅く、配置的にも主柱穴とは考えがたい。 P

3については、埋土上層に貼床が施されていたので、この住居に伴わないか、もしくは建て替えなど

によって柱穴を塞がれたものと考えられる。

埋土と遺物の出土状況 埋土の状況は①層とした褐色土と②窟の褐色土が堆積する。③・④層はP

2を補強する際に人為的に充填したものと考えられる。⑤層の黄褐色土はP2の埋土である。黄褐色

土の⑥層と暗褐色土の⑦層、明褐色土の⑧・⑨層は貼床である。⑩麗は柱を抜き取った後の埋土で、

⑪層は柱を埋めた埋土と考える。

出土土器 本住居跡からは須恵器の高台坪が出土した。高台端部が面をもって接地し、坪部は丸み

をもちながら外傾する。

SI16は古墳時代終末期から奈良時代の住居跡と考えられ、八橋X期 に相 当す る。 (原 )
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 第50図 SI16出土遺物

①褐色土 黄筒色ローム枝子を多く吉む@しまり

粘性あり@

②褐色土 1隠よりもローム粒子を多く古む。や

や大きめの炭化物粒子を含む@

@褐色土 赤褐色ローム粒子、炭化物綾子、世魁

の径3叩のロームブロック含むe

④褐色土 ローム粧子多く吉む@しまり粘性ありe

e黄何色土賞褐色ローム粒子多く含み、しまり・

粘性あり@

⑤黄褐色土 黄褐色ローム粒子多く含み、しまり・

B 

A' 

一
52.70m 

A A' 粘性強いe 粘床か@

52.70m 

D D' 

o暗褐色土径 2cm以下の""褐色ロームブロック、

赤褐色、暗褐色のブロック混じる。し

まり強く結性あり。

~明褐色土径 1 叩以下の黄褐色ローム粒子と世鼠

様化物粒子宮むg しまりあり粘性あり@

⑤明褐色土径3叩以下の黄褐色ローム粒子と陪褐

色土枝子を全体に古む。しまりあり粘

性あ 1).

守主務11l色土 全体iこ赤褐色ローム含み、しまり粘性

5j~~). 

@事提邑ローム 径4an赤褐色ロームブロック含みしま

2m り・粘性ありe

52.70m 

B 
す

B' 

5ロ 1: 60 

第49図 SI16

表33 SI16出土土器観察表

調繋・文鴎

外語:回転ナデ、底部回転品切り後、静止ナデ

内部:回転ナデ、中心部静止ナデ

胎土 色調

官 1.0回以 Fの白色砂粒
外悩緑灰色
内面緑灰色
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む~ lliO.5cmの赤色粒子、部砂際混入@粘性・しま(J;暗褐色土 径2-.. 3 cロの黄褐色ハードロームプロックを斑状に
り弱い@ 含む@粘性・しまり@閣より強く、色緩明るい@

第51図 SI17

SI17 (第51・52園、表34・35、PL.12・33)

位置 I14グリッド、丘陵平坦面の標高52mに位置する。約20cmの表土除去後、 SD6・8ととも

に検出され、 SD6・8、SB4が本住居を切っている。

規模と形態 平面形態は隅丸方形を呈し、一辺5.5X5.3mを測る o 住居内からは4基の主柱穴 (P1 : 

55X55-60cm、P2:50X60-50cm、P3:45X45-60cm、P4:50X50-55cm) と2基のピット (P

5 :45X50-40cm、P6 : 30 X 30 20cm)が確認されている。このなかで、 P5がいわゆる中央ピッ

トに比定されよう。壁高は最大20cmを測り、幅10----..20cm、深さ 10cm以下の断面U字状の周溝がめぐっ

ている。床面は灰白色粘質土からなる貼床が施され、さらに南壁寄りに50X 50cmの焼土面が検出さ

ハヨ
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立正r--~

。 S_J:3 10n0 

一 一 0， 

れた.

埋土と遺物の出土状態 埋土は、黄褐色ハード

ロームブロックと炭化物を多く吉む②届の暗褐色土

がほぼ全面を覆っているが、丘陵平坦面という表土

が非常に簿い地占に位置していることから、埋土も

15cm平均と浅かった.したがって‘出士遺物も多

くはない.

第52園田17出土遺物 出土遺物 lはロ縁部下端が段を形成して、やや

外圧する費である.外面は口縁部がヨコナデ、内聞は口縁部がヨコナデ、胴部はヘラケズリである.

2は安山岩製の磁石であり、 一側縁部に敵打痕が残っている.

本住居は、 lの特徴から八樋E期に帰属しよう. (小口)

表34 日17出土土器観察表

置簡-'1.1!周 位圃 ... 圃置・宜瞳 胎， 包. -1 . ， 

羽目 外国 口瞳.，コ+f子ヂ. . .品-，.圃岬白色申世 .圃 由・帽色ー 周・7
m・t 内町 H帽..コ 開直へ，..・J 内直に」ドい槽色

表35 SI17出土石器観察表

圃向車l 幽土位置 笥. 旗 . • • さ凶B 胸』 田岡 a 

." .. •• 且冨阜両岡E宮山哩 .“ ω <. E醐 -町..n.

写真 9 赤碕町から八橋狐塚古境を望む

-60-
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第53図 SI18

SI18 (第53・54図、表36・37・38、PL.12・42)

位置 G15グリッド、標高51mの丘陵北西側傾斜変換点に位置し、主軸を北西方向に向けている。

梨の木・暗渠による撹乱や削平を著しく受け、撹乱土除去後にほぼ床面が検出された。

規模と形態 平面形態は5.1X (4.7) mの方形を呈し、壁高は最大25cmを測る。床面は地山ロー

ム層としているが、暗渠排水管の溝などによって撹乱を受けているため、北西方向の壁が破壊されて

いる。東壁から南壁には、幅15~20cm、深さ 10cm未満の断面U字状の周溝がめぐっている。

床面上で検出されたピットは計10ヶ所で、そのうち P1 ~4 は主柱穴と考えられる。 P 1 : 55X 

1
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第54図 SI18出土遺物

3は長さ 17.3cm、幅5.5cm、厚さ5.0cmで安山岩製の敵石で、ある。

部・先端部に磨面が認められる。

本住居跡の帰属時期は、八橋VI期に比定される。

表36 SI18出土土器観察表

30 -50cm、P2:55X55-50

cm、P3:45X50-50cm、P4:

55X55-55cmを測る。また、

P1を切るように P1':75X80

100cmが確認された。住居南

東壁寄りに、断面が桶状を呈す

るP5:50X55-15cm、 P6:

45X60-30cmが検出されたが、

いずれも性格は不明である。

埋土と遺物の出土状態埋土

の状況は、床面近くまで撹乱土

が及んでいた。遺物は少ない。

出土遺物 1は土師器の坪身

である。口縁直下で段を形成

し、外反していることから高坪

と思われる。内外面ヨコナデ調

整である。 2は流動津である。

表裏面および側縁部に敵打痕が、基

(小口)

i?jif!:・文様 陪 土

表37 SI18出土鉄関連遺物観察表

遺 物 隠 顕 | 車さ抱) I長さ (c同 i 悩 (c凶 i隠さ (c叫 |磁若度| メタル控 | 備考

鉄浮 | 録化(ム 10.6 2.7 

表38 SI18出土石器観察表

石村

安山岩

翁 考

上・査・倒下師長E打痕

SI19 (第55・56図、表39・40、PL.13・33)

位置 G14グリッド、標高51mの丘陵北西側傾斜変換点に位置し、主軸を北方向に向けている。

梨の木・暗渠による撹乱を受け、住居跡北側約1/3が破壊されている。

規模と形態 平面形態は5.3X5.3mの方形を呈し、壁高は最大25cmを測る。床面は地山ローム層で

構成され、中心部に硬化面が認められた。また、硬化面上には 3 ヶ所の径20~30cmほどの焼土面が

あり、そのうちの 2ヶ所の焼土面の周囲には炭化物が集中した状況が確認された。南壁には、幅25cm、

深さ 15cm未満の断面U字状の周溝が併走している。

床面上で検出されたピットは計 7ヶ所で、そのうち P1~4 は主柱穴と考えられる。 P1 ・ 4 は梨

の木撹乱で柱穴下底面のみ確認された。 P1 : (40) X (50) -50cm、P2:60X65 50cm、P3 : 50 
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G:陪褐色土径O.5crn白炭化粒子を含み、土質が銃密。粘性・しまり弱い。

ミZ暗褐色土径 1........2 cmの貧褐色ハードロームブロック、赤色粒子・炭化粒子を含む@粘性・ Lま

り弱い色色調i立②層より明るい。

守主暗褐色土 径 1cm以下の前十音色ローム・焼土・炭化粒子を多く含む@しまり弱いが粘性やゃあり。

舎褐色七 径O.5cmの黄褐色ローム・炭化・焼土粒子を多く含む@粘性・しまり舎周よわ強い。

⑤暗槌色土 径 1，...". 2 cm日黄掲色ハードローム、炭化物を多く含む@粘性・しまり強い。色調最も暗い@

主主暗褐色土 径5........10c[[の焼土がブロック状に混入。径2........3cm白炭化物含む@粘性・しまり強いe

(J;暗褐色土径 1crnの炭化物を含み、わずかに焼土混入。粘性・ Lまり強いe

事陥褐色土怪 1'"2 cmOコ黄褐色ハードロームブロック、筏O.5cmの炭化粒子を含む。粘性・しま

9強い。

害時褐色土 径 1........2c日の黄褐色ロームブロック、赤色粒子を古む@粘性・しまり !}i3い。

事暗褐色土径2-.... 3cIllの黄褐色ハードロームブロックを多く含む@粘性・しまりあり。

@暗褐色土 径 1cmoコ黄褐色ハードロームブロック、炭化物を多く含む@粘性・しまり強い固

営権邑粘菌土 粘性・しまり強い⑤

P7 
P6 

5L80m 

F F' E' 

~ 

ー?s=l:60?m  

第55図 SI19

X80-45cm、P4 : (35) X (35) -50cm、を測る。南壁中心部には、 P5:80X40-15cmがみられるが、

壁面を一部切るように構築されていること、措鉢状を呈することなどからいわゆる特殊ピットに比定

されよう。東壁寄りにやや大型の P7 : 110X 100-50cmがみられるが、 S114と同様貯蔵穴の可能性

がある。

埋土と遺物の出土状態 埋土は径 2cm以下の黄褐色ハードロームブロックと炭化物を含む暗褐色土

が床面をほぼ覆っていた。また、南壁付近には焼土ブロックと炭化物を多く含む⑥層が堆積していた

が、周囲の炭化材片も含めて埋土形成過程での流れ込みと想定される。住居跡の北半分が撹乱によっ

っdpo 
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ド守l
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て破壊されていたが、南半は埋土の残存が良好であったため、比較的多くの遺物が出土した。

出土遺物 1"'-'6が須恵器坪身、 7・8は躍の口縁部と胴部、 9は土師器端、 10・11は土師器嚢

である。口縁部がほぼ直立する 1とやや内傾する 2"'-'5がみられ、口縁部から体部上半がヨコナヂ、

体部下半はヘラケズリが観察される。 1は古相を帯びる。 9は口縁部が外反し、外面がハケメ、内面

がナデ・指頭圧症調整がみられる。 10・11は有段口縁嚢であり、口縁部はナデ調整、胴部外面はハ

ケメ、内面はヘラケズリ調整である。 12はバチ形の有孔砥石である。砥面は 4面確認でき、表面は

弓なり状に反り上がっている。 13・14は安山岩製の台石であり、縁辺部に擦痕が認められる。

本住居跡の帰属時期は、八橋N期に比定されよう。 (小口)
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表39 SI19出土土器観察表

遺物h
澄犠

盟国
口径(c岡)

残存率 鼓・文犠 胎土 色調 i定成 翁考
震{立 告苦語道(四)

1 
Sll9 

|須部細身
二n2.0

日綾部1/8 外内隠務‘ 関M 楠転山ナデ町仙ノ
庭部自転ヘフケズリ

自 1.0闘の禁色粒子
外面灰色

恩敏
埋土 A4.3 内聞，灰色

2 
S119 :*15.0 

日露部1/8
外i面，口 応部恒i転へラケズリ

密 0.5回目黒色粒子
外[厄‘緑灰色

竪紋 胎士分析1<<36
哩1土 ム3.7 内面:[0伝ナデ 内i龍宵灰在

3 
Sll9 l須坪鰯身

3長14.0
日投l'1sl!8

外i而 口敏部[0転ナデ、綾部i国転ヘラケズリ
務 1.0闘の色粒子

外商:灰白色
竪紋 始 t分析0037

埋土 ム2.8 内磁回転ナデ 内部‘灰白色

4 
SI19 須恵皆 最大芳 15.0

1/3 
外商:口縁部自転ナデ、底部回転へフケズリ

笛 2.0......5.0闘の長石
外面灰色

竪Eま
理土 坪身 。3.7 内話芸 凶怒ナデ 内而:決色

" 
Sll9 須恵器 最大※15.0 郎部上半

外I師。主殴主転転ナナデデ 密 0.5四の灰色砂粒
外部ー灰白色

'l'!段
淫土 坪身 ム2.7 1/6 内問 内面。灰白色

6 
Sll9 最大京13.2

底部3/5
外部 閉率五ナヂ・へフケズリ

密 0.5.......3.5闘の白色砂粒
外商:灰色

堕E設
哩土 ム1.5 内極 4 回転ナデ 内面 a灰色

7 
S119 ii'l滋68 お11.9

日銀部1/6
外面閲転ナデ、口綾部 III部l二波状文 密 1.0閥の虫色砂殺、 0.5悶 外聞，灰色

堅iヌ
理土 R!. ム6.9 内面‘四位ナデ の附灰色粒子 内函灰色

8 
Sll9 須恵器 最大笹18.0

関部114
外凹"カキメ 密 0.5---2悶の白色砂粒 外部。氏怒

Tl毅
j望土 Iili ム10.6 内面総抑さえ後回転ナデ 0.5-1悶白熱栂色砂粒 内隠灰色

9 
Sll9 土師器 13.4 ロ綾部~ 外在司令口縁部ヨコナヂ、ヨ務コ部ナハデケ、国メ部、援p部ド街ナ頭ヂ圧、痕赤、色事主色義彩主主彰

密 0.5.......2.0悶以下町白色・
外語。ににぷぷいい銭裁縫緩色色 lHF 

関土 2指 8.1 底部 内[揺 日縁i謡~雲寺在nド 然主主砂粒 内閣

10 
S119 ~15A 

口語部1/8
外田ヨコナデ 認 0.5岡町長石0.5........1.5悶

外商 浅浅諮蕊褐褐色色 良好
理土 A4.1 内箇ヨコナデ の際色砂校 内面

11 
Sll9 土締器 出 19.6 日綾部~ 外腹 口綾部ヨコナヂ、総密iハケメ * 0.5悶以下の石英・綴石、 外出 控色~礎重量掲想

r，'f 現土 翌 ム16.3 磨寺官官3/4 内面，口縁部ヨコナデ、園部ヘラケズリ 白色砂粒 I持E華々綬色~明賞褐色

表40 SI19出土石器観察表

石材 備考

流故智

安山!tJ

安.11岩

砥面数4

表面に掠痕

~Æ面に磨町・慰霊I

SI20 (第57・58図、表41・42、PL.14・33)

位置 H14グリッド、標高51mのE陵平坦面に位置し、主軸を北方向に向けている。住居北壁付

近の一部が梨の木・暗渠による撹乱を受けている。

規模と形態 平面形態は6.2X6.1mの方形を呈し、本遺跡で最大規模を誇る。床面には径20""'30

cmほどの焼土面が 3ヶ所 (F1 ""' 3 )あり、いずれも中心部が撞褐色で、その周縁部が赤褐色を帯び

ている。断面形状も中心部が檀褐色、その下端が赤褐色と対応しているが、これは地山ローム層が被

熱を受け変色したものである。そのうちの F1は南壁中心部に張り出す断面 U字状の床溝によって

挟まれている。

床面上で検出されたピットは計 5ヶ所で、そのうち P1""'4は主柱穴と考えられる。 P4・5は重

複関係を有している。 P1 : 60X60-56cm、P2 : 64X64-58cm、P3: 68X68-56cm、P4: 64 

X64-56cmを測るo また P5は64X88-36cmである。

壁面には断面 U字状、深さ 10cm以下の壁周溝がめぐっている。また、西壁には P3・4に向かつ

て床溝が壁周溝と連結している。床溝が主柱穴と連結する他の事例として SI14があるが、本住居

跡では P2・3に向かつて東西壁から連結する形態をとるため SI20とは異なっている。しかしなが

ら、 SI14についていえば、床溝によって南東・南西コーナーに小空間が形成されることになり、ま

た SI20においても南西コーナーにおいて小区画が出来ることから、これらの溝が住居内の空間配置

に影響を与えた可能性は高い。今後は、床溝が認められる住居形態とそうでないものの比較、さらに

区囲内の遺物出土状況などの詳細な検討が求められよう。

埋土と遺物の出土状態 埋土は径 2cm以下の黄褐色ハードロームブロックと 3cm以下の炭化物を含

む暗褐色土(①麗)と褐色土(②麗)の 2枚の層が床面を覆っている。出土遺物は低調であったが、

その多くが②層上面からの出土であった。

出土遺物 1""'2は須恵器坪蓋、 3・4は坪身、 5は横瓶か腫の胴部破片である。 1・2は天井部

がやや丸みを帯び、口縁部との境には明瞭な段を形成せず端部に至る。天井部はケズリ、口縁部はナ

に
U円。
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とむ密告尚色土径 1-... 2 cmの黄褐色ハードロームプロック、径O.5c悶の炭化物、

径 1"'2cm赤色粒子を含む@粘性・しまり弱い.

@褐色土 径2'"3 cmの黄褐色ハードロームプロックを多く含み、筏 1crnの笹締褐色土 径2........3cmの黄褐色ハードロームプロックを多く古む。径O.3cmの

炭化物・赤色位予をわずかに含む@粘性・しまり①厨より強い。 炭化粒子宮むe

各階縞色土 径1-2c岡田黄褐色ハードロームプロック、径O.5c岡田炭化物を吉②締褐色土 径2.......3cmの指摘色ハードロームプロックが斑状に混入@径0.1-

む。粘性・しまり(j)・ 3号車道より強い O.2cm白炭化枝子を含むa 粘性・しまり強い。

@黄器色括責士 径2........3cmの貨褐色ハードロームプロックを含む@号夏休日iIll洛土若手境色枯賀土 粘性・しまり強い@

か@ 零燈色土 燃焼面の中心部。しまり強く、粘性なし。

⑤黄褐色土 径3........Sc回目前掲色ハードロームプロックが斑状に混入e 粘性・し当事赤褐色土 燃焼簡の周綾部e しまり強く、粘性なし@

まりやや有弘

第57図 SI20

2m 5=1: 80 

デ調整である。 6 ・7は口縁部が大きく外反した素口縁嚢であり、 6は口縁部はヨコナデ、胴部はハ

ケメ調整である。 8は流紋岩製の砥石である。砥面は4面、鉄製品によるものと思われる擦痕が各面

に観察される。

以上の出土遺物から、本住居は八橋V期に帰属しよう。

po po 

(小口)
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造物ぬ
j立機

昂 総口径高{(CC鐙周)) 
緩{立

SI20 ，;i14.0 
埋土 ム4.1

2 
SI20 須!lJ~号 京 13.8

現土 郎蓋 ム4.3

3 
SI20 須.¥!J器 京 16.0

坦u 坪身 ム3.6

4 
SI20 

軒さ国土

" 
SI20 

埋土

6 
SI20 士師器 混22.0

tiU 資企8.8

7 
SI20 土問滞 京19.1

壊土 き菱 ム3.4

残存率

4/5 

1/6 

日急汚kl:lsIJ8

底部112

E沼部1/10
以下

日縁部~図

部上ド1/4

日隷忠5

1/10 

第58図 SI20出土遺物

表41 SI20出土土器観察表

調盟，.文協 「治土

外面。 i口現鋭転部ナ閉デ転ナデ、天井部閉転ヘラケズリ
内ilii

笹 2.C澗以 Fの白色秒粒

外而 回口紋転百ナ;デ問転ナ 天井部I1司転へフケズリ 密 1.0間以下目白色砂殺と

内聞 際灰色砂粒

外国lal口，1輸転出ナ回デ転
底部回転ヘラケズリ

官官 1.0聞の色粒子
I付面i

外商:庇都回転へフケズリ 街 1.5岡田白色砂粒 f)({g 

内笥 :1活転ナデ、中央に[til心1'1文 砂粒・精褐色砂粒

外調'カキメ
宙 1.0聞のどI色砂粒

内面:回転ナデ

外隠 ロ縁部機ナデ.i劇詩語部，ハへケラケメズリ 議 1.0回目白色砂粒・石英・

内面 口縁部憤ナデ、 彦事石

外面 e ヨコナデ 資 0.5--1岡田自色砂粒.

内語、ヨコナデ ホ褐色粒子

表42 SI20出土石器観察表

石村

げt主主?:::i

SI21 (第59・60・61図、表43・44、PL.14・34)

くアミコ
8 

邑詞 焼成 {皆考

外耐:尚三氏邑
堕数 胎土分析:iJ.38

内面ー宵灰色

外出。政{g
堅殺

内海灰色

外面背灰色
堅騒

断冨が民色と紫紅包

内而灰色 の2揺に7すかれる

外i爵 灰 色
竪設

内面灰白色

外閣にぷい赤褐色
墜事者 勝土分析~39

内面:既褐色

外国 :1こぶいiJ<貸住色
fHi' 

内部'にぶい浅黄捻色

外訟 にぷい鐙褐色
I込lif

内面:にぷい滋褐{g

i時考

砥面3故4

位置 南谷部南側の L8・9グリッドに位置し、主軸を北西に向ける。床面の標高は48.1"'48.2m。

規模と形態 平面形はほぼ正方形と復元できる。住居の南西隅付近では壁周溝が巡る o P 1とP4

を主柱穴とした 2本柱建物とみられる。床面の中央には焼土面が認められる。

埋土と遺物の出土状態 南谷部の南斜面を掘削して構築されたため、床面の南半部は地山ローム

層、北半部は谷部堆積土を掘り込んでいた。そのため、北半部は黄褐色ローム粒を敷き詰めて貼床と

していた(⑨層LSI21廃絶後は、まず柱穴などのピットが埋まり(⑦・⑧層)、さらに⑥・⑤・④・

③層の頼に埋土が堆積する o ②・①層は南谷部の包含層である。

遺物は少ないものの、土師器・須恵器・磨石・台石が出土した。このうち、住居でも東側の床面直

上からは、完形の土師器塙(2 )が口縁部を下に伏せた状態で出土した。また、台石と磨石 (4)が

各 1点、床面直上から出土した。台石の付近では須恵器の胴部片も出土した(1)0 住居の北東隅でも、

小片となった土師器や須恵器が出土したが、 SI21埋土よりも上の谷部包含麗からの出土である。

表43 SI21出土土器観察表

調設・文陪

務部へラケズリ

胎土

t!; 1.5園田白色砂粒・石英

議 2，0回以下の灰色砂粒・

白色砂粒・雲母

省 0.5闘の商石白色砂粒

表44 SI21出土石器観察表

石村

石英安山'l{(デイサイト〉

-67-
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A 

ふ

of
¥1 

υ
 

民

υ 

48.70m 
D D' 

P2 P3 

48.70m 
E E' 

〈むI告谷部包含第 I悶 ⑥IJ'I褐色土b しまりなし@粘性なし@前褐色ローム校を含む。

争時J干宇部包含悶第E閥 ⑦暗褐色土a しまりあり@粘性あり。混入物は図立たない。

宅島褐色土a しまりなG.粘性なG.白色砂磁を合むが設は少 骨格色土c しまりあり a 枯性あり e 歯褐色ローム粒子を含むe

ない@鐙褐色粒子もわずかである。@政褐色土 しまりなし。粘性あり。黄褐色ローム粒を主体と

を褐色土b しま叩なし。粘性なG.混入物は認められない。 し、褐色土が混じる。

⑤砂i褐色土a しま坦なし@粘性なし。筑褐色ローム粒や炭化物 嘩晴1l¥色土b しまりなし。粘性なし@白色砂擦をわずかに含む。

をまばらに合む@

)-~ 

?S=I:  3Ocm  

第59図 SI21

L 1  

o 

¥ 
0 S=I :  4Ocm  

第60図 SI21出土遺物(1)

出土遺物 1は須恵器の躍で、胴部中位の装飾は認められない。 2は土

師器の坊で、底部は丸底となり、口縁部に近づくにつれて肥厚する。内面

にはミガキを施す。 3は土師器の素口縁費である。 4は石英安山岩(デイ

サイト)製の磨石である。遺物が示す年代は八橋刊期とみられる。(北島)

SI25 (第62・63園、表45・46・47、PL.14・34・42)

位置 E12グリッド、標高49mの丘陵北緩斜面上に位置し、主軸を

北方向に向けている。本遺跡、のなかでは北端に構築された規模の小さな

住居である。

規模と形態 平面形態は3.5X3.8mの方形を呈し、規模は小型である。

床面には2.3X1.5mの硬化面が拡がり、その中心部に径30cmの焼土面

4 

第61図 SI21出土遺物(2 ) 
が認められる。床面上で検出されたピットは P1 :35X35-60cmの 1ケ

所のみである。壁面には断面U字状、幅15cm、深さ lOcm以下の壁周溝がめぐっている。

埋土と遺物の出土状態 住居跡中心部は、暗渠排水溝が縦貫して撹乱を受けている。埋土は 1cm以

Q
U
 

F
O
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50.30m 
551∞ 

A A' 

〈む時褐色土径 1cmの黄褐色ハードロームブロック、桃色ロームブ

ロック、小媛、炭化物を多く含む@粘性脅しまり弱い。

@n音褐色土 径2-3crnのソフトロームブロックが斑状iこ混入@怪

cmの小療を合むe 粘性・しまり II!.lより強い.

③褐色土 径0.5c皿白小際、炭化物を含む@粘性・しまり強い@

④暗褐色土 周溝埋土e 径 1cm白ソフトロームブロック、径0.5c岡田炭

化物音含む。粘性・しまり舎周より弱い@

ミ号暗褐色土径 lc岡田賀褐色ハードロームブロック・炭化物を含む固

(j)扇に比べ粘性・しまり強いa

ハUE
ユ!τ

5=1: 60 

qst120T0cm  

第62図 SI25

2m 

K-=3 << 

γ 一一グ

2 

ζコ fτ~7
0 s=司 1: 3 10伽叩 0 so司=

l 含 一

第63図 SI25出土遺物

下の黄褐色ハードロー

ムブロック、炭化物、

小擦を含む暗褐色土

(①層)が堆積し、北

壁付近の床面直上から

有段口縁嚢(2 )が出

土している。

出土遺物 1は須恵

器の醒である。 2は有

段口縁聾であり、口縁

部~頚部はナデ、胴部

はハケメ調整である。

3・4は有段部が退化

した嚢口縁部であり、

いずれもナデ調整。 5

は土師器の脚付班脚部

である。 6は椀形鍛治淳、 7は表裏面に磨面、下端部に敵打痕を有する安山岩製の磨石・敵石である。

出土遺物の検討から、本住居跡は八橋vn期に帰属しよう。

-69-
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第 3章調査の成果と記録

表45 SI25出土土器観察表

遺物"'-1 近騎 |諒闇|時~c~~ I 残存率
綴{立 器潟(cm)

Sl25 書1J!i*苦
j現ゴ f露見区ワ

5125 土鯨器

床滋 き菱

Sl25 土隊器
哩 t 裂

孟霊・文様 胎土 色調

議 1.C聞の臼色砂粒

線部ハケメ

劇部ヘラケA')
;告 1.C悶の白色砂粒

密 2.0回以下の白色砂粒

外面 口縁部ヨコナヂ

内面1 口綾部ヨコナデ

外部。ナヂ

内紛ナデ

管 3.0間以下の長石、1.0闘

の陣石・白色砂殺

表46 SI25出土鉄関連遺物観察表

遺物議怒

償問側一一一丁1';鮭・鋳化(ム}

表47 SI25出土石器観察表

焼成| 備考

堅紋

良好

JHf 

良好

良』子

(萄考

自主主面院副

翁考I-i材

安山岩

(2 )掘立柱建物跡

SB 1 (第64・65図、表48、PL.15)

位置 丘陵南縁の 113・14グリッド、南谷部に向う緩斜面上に立地する。標高は約52mである o

号事
[CD [@¥¥ l宙 i l ② 

i 亡v

。Id 6d 日d Ld 9d Sd 
山 OVZS

f斗斗tl) /( i←一一-r寸 u") 

日ト》ー L 
o 

P9 

ドロ 1¥ I.¥JIII 

米/
。z思

Pll 

グコ EF 日ト》ー

国
L 

N 

台、3

18 
可】

L 

与2

}

ν

}

ム Pl 

2m S=1 : 80 

CDfg色土 黄褐色，赤褐色のロ ム粒子少致合む@しまりあり粘性弱い。客貨褐色土 径6cm程度のロームプロックを主体とする。しまり粘性品o.
@晴褐色土 黄褐色ロームプロックやや含む司しまりなく枯性弱い (t褐色土 径 3cm以下の多E誌の黄褐色ロ ムプロック、炭化物、土器

答赤褐色土黄褐色，赤褐色のロームプロック多く含み、しま9あり粘 校子を含むe しまり粘性ありe

性あり a 事官音褐色土 径 2anの黄褐色ロームプロックと炭化物粒子含む，しまり

を暗褐色土 侵4冊以下の黄褐色ロームプロック含むg しまり枯性あり@ 粘性あり。

蚤黄/l;色土 径5叩fIIj後の前掲色ロームプロック含む.Gまり粘性弱い@さI;n青褐色土 径4cm以ドの黄街色ロームプロックと炭化物粒子，赤拠色

ローム粒子を含む。しまり粘性あり。

通貨褐色土 径 4cm以下の多f誌の黄掲色ロームブロックと、炭化物粒子

iIf>褐色ローム粒子宮む. Gまり枯性あり@

-0.. /ノ『、、
1 

{--' 

気
凶
(
)
マ
.
N
U

。
5=1 :4 10cm 

第64図 SB1 第65図 SB 1出土遺物
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第 2節遺構の調 査

言謁整・文蛾

表48 SB 1出土土器観察表

色調胎土

密 2.0岡の白色砂粒続筒 i外面賛燈色
色粒子・き雲母 i内問 a にぷい前控色

南方向には SD1が東西に走り、約l.5m東には SB6・7が並ぶ。また、北側の柱穴列は SB5とほ

ぼ直角に交わる。

規模と形態 コの字状に並ぶ柱穴は14基あり、 4間X5間で梁行4.9m、桁行7.8m、東西に長い

建物である。南側の一辺は北から南に下がる地形のために削平されてしまったか、初めから作られて

いなかった可能性が想定される。 P1から P14の間には SD2が走り、後世に多条の溝状撹乱が入る

ために、建物の南側に柱穴列を確認することはできなかった。また、コの字で取り固まれた中に、 SI

7・26が位置するが、これらがどのような関係にあったのかは不明である。柱穴中心聞の距離は約1.2

mあり、 P8・9聞のみ2.4mと広い。 P8・9聞にピットは確認されなかった。柱穴の平面形は全般

的に方形に近いものが多い。 P6・7問と Pll""""13の2ヶ所は、布堀りになっている。主軸方向はN

350 

- Eである。

埋土の状況 P6・7の布堀り

外面:ナデ、工具痕あり
内面:へラケズリ

山 Ov.ZS

小1

0.. 

~ 18 

<D 
0.. 

2d 
Id 

回
目
・
品
。
向
M
M

ネVF

ロH
O
T
.何
回

①暗褐色土 筏 1......2 c皿の前褐色ロームブロック坐怒含むe しまり粘性fjl.]い。住痕 9

②暗褐色土 質褐色ロームのブロックと粒子を少議官む. Gまり粘性弱いe

(J褐色土 径 2........3cm 黄褐色ロームブロックを含む。しまり粘性l.]~い。

主宰暗褐色土 ロームブロック等を含まず、しまり粘性弱い@柱痕?

ミ号暗褐色土 前褐色ロームブロック多掻に含みしまり粘性強い。

⑤黒褐色土 しまり強く、ねばり強い 5=1:60 2m  

cr赤褐色土赤褐色ローム多鼠に含む. Gまり粘性あり。，

⑧R指摘色土 葬間色枝子宮む。しまり粘性弱い@

勺

P8 

日

ν
吋

52.40m 

第66図 SB2 

1
i
 

門

i

状ピット内は、径 5，......， 6 crnの黄褐

色ロームブロックを多く含み、均

質的な土質であった。 P3の②麗

は柱痕と推定される。

出土遺物 P13上層から甑の把

手が出土している。混入の可能性

も想定されるため、遺物から建物

の時期を判断するのは難しい。(原)

SB 2 (第66図、 PL.15・16)

位置トJ14グリッド丘陵南側

の緩斜面上に位置する。標高は

52.2mである。西側を SD6・7、

北側を SD7・8が建物を囲むよ

うに走る。 SB5が長軸方向で並

び、 SB8とほぼ直角に交わる。

規模と形態柱穴は 9基確認さ

れた。梁行2.5m、桁行5.6mで南

北に長い。 1問X4間と想定され

るが、 P4に対応する柱穴は確認

できなかった。全般的に柱穴は円

形に近いものが多い。柱穴中心聞

の距離は長軸で約108m、P3・4・

5 の問は約1.1m~二なる。建物東側

の柱穴数が西側より多い例は SB



4にも認められる。主

軸方向はN-62
0

- W  

とみられ、 SB4と主軸

をほぼ同じくする。

埋土と遺物の出土状

況柱 穴 埋土内 から

遺物は確認できなかっ

た。したがって、帰属

時期は不明である。(原)

SB3 (第67・68図、表

49、PL.16)

位置南谷部に面す

るK12・13グリッド

の緩斜面上に立地す

るo 東側約 3mに SI

4・22があり、北に

は SD1が東西方向に

走る。また、 SD1を

sア!:60 fm 挟んで北側丘陵上に

第 3III 調査の成果と記録

Sd Zd ld 

W08'OS 

日。・∞己ロ】

ロM
C
Z
.
c
u

C¥3 

n.. 

(l;暗褐色土黄褐色ローム枝子と炭化物粒子宮む@

@褐色土 黄褐色ロームプロック含む。

③陪褐色土黄褐色ローム粒子と炭化物粒子、赤褐色ローム粒子含む@

④暗褐色土径2.......3cmの讃褐色ロームプロックを多量に含むe

告会時褐色土 赤褐色ロームブロック含む。

第67図 SB3

SB 1や SI7・26がみ

られる。

規模と形態 柱穴は 7基確認された。 P1の南側に P6・7と対応する

柱穴は検出されていないが、 2間X2聞の総柱建物の可能性が想定される。

梁行2.4m、桁行3.2m、若干東西に長い平面形の建物である。各柱穴列の
s坦 1:41ycm

底面レベルに大きな差はみられないが、南側の柱穴列の方が浅くなってい

第68図 SB3出土遺物 る。これは南に傾斜する地形に基づくものと思われる。柱穴は全般的に円

形に近いものが多い。柱穴中心聞の距離は約104mと推定される。主軸はN-750

-E方向である。

埋土と遺物の出土状況 P1・3における①層は黄褐色ロームブロックとともに炭化物を多く含んで

いることから柱痕と想定される。 P2埋土中より 1点須恵器坪身が出土している。

出土土器 1の須恵器杯身は底部約3/4までケズリが入り、受け部が水平に張り出している。時期

は6世紀中~後半のものと推定される。混入の可能性もあり、建物の時期を決定付けることは難しい。

(原)

表49 SB3出土土器観察表

間土 色詞調整文様

外商回転ナデ、底部凶転ヘラケズリ

内面:凹転ナデ

外国ー 灰白色
密陪非褐色粒子・白色砂粒|

内面氏自色

SB4 (第69・70・71・72・73・74図、表50・51・52、PL.17)

位置 113・14グリッド、丘陵中心部の平坦面に立地し標高52.2mを測る o 南に SB1、西には SB

2・5が隣接する。また、 S113・17と重複しているが、切り合い関係から本遺構が最も新しい。

円
，
中

ウ
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〈む暗褐色土 混入物なし。しまり粘性あり。

@呼l褐色土 径3cmのロームプロックを古む@しまり粘性なし。

ミ安課褐色土 lc悶の黄褐色ロームプロックと径2聞の赤褐色ローム粒子宮むe しまり弱く粘性あり@

@:;暗褐色土 賞褐色ローム粒子多く含む@しまり滋い@

⑤陪褐色土 径 2c岡町ロームプロック、炭化物粒子含む。

⑤暗褐色土 径3cmのロームプロック多く含む@しまり粘性強い岳

会時褐色土 筑褐色ローム粒子含む@しまり粘性強い，

@暗褐色土 径2cmのロームプロック含む。しまり粘性強い

@褐色土 混入物は含まないe しまり粘性あり。

事灰黄褐色土 径 1""'5 cmのロームプロック多E誌に含む。しまり粘性あり@

参黄禍色土 ロームプロックを主体とするe しまりなし粘性あり固

ス
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SB4出土遺物第70図
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52.40m 

A A' 

?5出 1:40 1 m 

a 

50cm 5=1: 20 

UJ明裕色土径 1--.. 2 cmの黄褐色ロームプロック、

炭化物粒子古む。しまり粘性弱い@

(i靖裕色ニ|二 径 r，....，..2cmの炭化物粒子含むa しまり

粘性強い。

第71図 SB4 -SK 1 

日-()2 IOclIl 5=1:4 

規模と形態 柱穴は18基確認された。梁行4，3

m、桁行10.2mの東西に長い、本遺跡において

最大級の掘立柱建物である。間数は 3問X7聞

と想定されるが、東側よりも西側の柱穴が lヶ

所少ない。また南側よりも北側の住穴が 1ヶ所

少なく、この周辺は後世の撹乱が入っており失

われた可能性も想定される。北東辺に平行して

P19・20・21の柱穴3基を検出した。このよう

な柱穴列は、庇もしくは縁側状の施設の可能性

が想定されよう。 SK1の規模は76X74-60cm

であり、他の柱穴に比べやや大型である。また、

埋土中位からは須恵器の大嚢底部や土師器の嚢

一 c:
「ご /二二
，γーごっ一
千τ-

司←-

第72図 SB4叩 SK1出土遺物

じ黒褐色土 径 1c目白黄褐色ロームプロック、赤禍

声 色ローム粒子、炭化物粒子含む@しま

r九 / ¥ : う ¥ り粘性あり@

〆や /~一一\\ご\ 苦手時褐色土 多踏の径 1crn黄褐色ロームプロックと、

!/ ¥ 炭化物粒子宮む. L-まり粘性強い。

B rl J I B' 

52.40m 
B 

見三ノ

~~ 5=1・40 1 m 

第73図 SB4 -SK 2 

B' 

ハハハ
μー

パ
l
l
l
v

5口 1.31pcm

第74図
SB4同 SK2出土遺物

が折り重なるように出土している。 SK2は76

X84-28cmで、埋土中から管状土玉が1点検出

された。両者は、長軸の中心ラインに位置して

いること、下底面の標高がほぼ同じであること

などから、 SB4に伴うものとして捉えた。柱穴

中心問距離は北東辺で約1.4m、南西辺で約1.6

m、柱穴の形態は全般的に円形に近いものが多

い。主軸方向はN-650

-Wであり、 SB2と主

軸をほぼ同じくする。

出土遺物 P5から出土した lは須恵器坪身

で底部の約1/3までケズリが入っている。 1. 

表50 SB4出土土器観察表

色調飴土

外濁.灰色
内面:灰色

密 1.0岡田白色砂粒・黒色|外面:灰色

粒子 |内街:にぶい赤色

l 外iIii:浅黄綬色

内面:浅草燈住

ifi 1.0闘の白色貯粒

it 1.0岡田白色砂粒
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遺構の調査第 2節

SB 4 -SK 1出土土器観察表

胎土

密 1.0岡田白色砂粒

密 0.5回目白色砂較

表51

官 5，0回以下の白色砂校

胎土

l聞の白色砂礎・石英を古む

SB 4 -SK 2出土有孔土玉観察表

詞整・文様

表52

注口穿孔2は曜の肩部であり、

第72部とカキメがみられる。一~\一一
須恵器の大嚢底部であ図 1は、

内面の車輪状当て具痕は県る。

西部の西伯郡会見町に所在する

高姫窯跡群・両部太郎窯跡と類

高姫窯跡群は 6世似している。

紀後半から 7世紀初頭・ 9世紀

両部太郎窯では 9世紀後代に、

半頃に生産が行われていたとみ

また痕跡的に有段られている。

口縁を作り出す口縁部破片の 2

段を有さない大型の広口護と、

Zd 一一一一-LUO't'ZS 
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3が 1とともに共伴している。

SK2からは長さ8.5cmの大型管
P4 

52.20m 
P5 

(第74図)。

ピット

状土錘が出土した

SB4の構築時期は、

一 一 一

(j;陪褐色土径 1-...3crnのロ ムブロックを少数含む@炭化物粒子・土摺粒子

を含む。しまり粘性弱い@

②黄褐色土 1 "-4c目白貨褐色ロームブロックを主体とする。しまり粘性あり e 内出土遺物と S113・17の重複
l= ___  '::S~= 1 : 60 ~ m 

関係から八橋刊期以降と考えらSB 5 第75図

(小口・原)れよう。

PL.16) (第75園、SB5 

北に SB2が位置し SB1の標高52.1mの緩斜面に立地する。丘陵南側のJ13.14グリッド、位置

北辺とほぼ直角に交わる。西には SD6・7が併走する。

桁行2.6mの 1間X2間の南北に長い建物である。柱穴梁行 2m、柱穴は 6基あり、規模と形態

住穴の形態は円形に近いものが多い。柱穴の深さは約20cmと浅く、の中心間距離は長軸で約103m、

SB 1とほぼ同じである。建物の規模も周囲のものと比べて小さい。主軸方向はN… 550-Wであり、

構築時期したがって、住穴の埋土や住穴付近から遺物は出土しなかった。埋土と遺物の出土状況

(原)は不明である。

PL.18) (第76・77園、表53、SB 6 

南谷部に面する標高51.5mの緩斜面に立地する。

SB 7が入また、切り合い関係から S124→ S123→ S19→ SB6となる。

-75-

丘陵南東部 112・13'"'-'J12・13グリッド、

S15・9・23・24と重複し、

位置
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円、

⑤ 

(jj陪褐色土貧褐色ローム粒子、炭化物含むa しまり

粘性弱い@

@lilJ褐色土淡赤褐色町ローム粒子、炭化物含む@し

まり粘性弱い珍

〈ま附褐色土 径2c阻の黄褐色ロームブロック、炭化物

と赤褐色ローム枝子含む。しまり粘性弱

@恒古褐色土 径3mの淡赤褐色白ロームブロックを多

鐙に含むe しまり粘性あり@

~暗褐色土 多王立の径 1........2c阻の淡赤褐色白ロームブ

ロックと炭化物粒子を含む。しまり粘性

あO固

$精筒色土径 l---Zcmの淡赤鐙色白ロームブロック

を含む@しまり粘性あり。

o階褐色土 径 1cm日賞褐色ロームブロックを含むe

しまり粘性強いe

⑤暗褐色土 径 2c目白賛褐色ロームブロック、炭化物

粒子と赤褐色ローム粒子宮む。しまり粘

性弱い。

笹崎褐色土筏 1'"2cmの黄褐色ロームブロック含む勾

しまり粘性強い@

@結褐色土 径 1........2c岡田淡赤褐色のロームプロック

を含む。しまり粘性あり@

@陪褐色土 径 2Cfilの黄褐色ロームブロック、炭化物

を多く合む@しまり弱く粘性強い@

@i音褐色土 前褐色ロームブロックを主体とするe し

まり粘性強い

醤暗褐色土 淡赤褐色白ロームブロックを吉む。しま

り粘性弱い.

骨格褐色土 多E誌の径2-3c回目前褐色ロームブ口ッ

クと赤褐色ローム粒子宮む@しまり粘性

強い@

事時褐色土賀補色ロームブロックを主体とし、少掻

赤褐色ロームを含む。しまり弱く粘性強

小3
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52.00m 
一一一 PIO

S=1・80fm

れ子状に SB6と主軸をほぼ同じにし

SB 6 

ヤ
第76図

て構築されている。

柱穴の数は13基確認

桁行8.3mの東西された。梁行5.4m、

規模と形態

一76…

SB 6出土遺物

。 S=I:4lOcm  

第77図
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表53 SB6出土土器観察表

調盤・文持 胎土

'&1 
外面

内面ム

色調

誹1.5岡田灰色砂佐 t辛抱 i外聞 にぷい潰陸色
色粒子 i内面 lこぷい前栂色

Sd f7d 

〆
ぐり部品色土 径 2-4聞のロームプロック含む。しまり粘性あり@

@附褐色:t 径2聞の黄褐色ロームプロック含むe しまり粘性弱い@

③ 

8d 

若島階褐色土 径 1c皿の燈縄色ロームプロック・炭化物を多く含む@しまり粘性弱いe

e陪褐色土 貨褐色ローム粒子多く含む@しまり粘性あり。

02:陪褐色土混入物なし@しまり粘性あり@

⑤褐色土 径3-4c自の黄褐色ロームブロック、赤禍色ローム粒子を含む。しまり粘

性あり。

(f;J(ff褐色士淡赤褐色のロームブロック多く古む。しまりあり粘性強い。

容陪褐色土 多鼠の 1'"2c悶の淡赤絞色ロームプロックと炭化物と赤褐色ローム粒子を

合む@しまり粘性強いa

第 2節遺構の調査

Zd lU09"TS 

"-< 

⑤赤褐色土赤褐色ロームを主体とするe 粘性あり 5=1・60 fm 

第78図 SB7 

に長い掘立柱建物である。問数は 3問X5問と想定されるが、 SB1と同様に南側の柱穴が明らかで

はない。これは、丘陵の南谷部に面する傾斜変換点が後世の削平・撹乱を受けていることに起因する

ものと思われる。柱穴中心聞の距離は約 2m、柱穴の形態は全般的に方形に近いものが多い。 SB6

とSB7とは入れ子状に重なっており、 2棟が 1つの建物になるか、それぞれが独立した建物である

かの 2つの可能性が想定できょう。主軸方向はN-530 -Eであり、 SB7と主軸をほぼ同じくする。

出土遺物 1はP1出土の須恵器坪蓋である。天井部の約1/3程度にヘラケズリを施す。 2はP2

出土の有段口縁護である。口縁部はヘラ状工具を用いて痕跡的に有段口縁を造り出している。

構築時期は SI9を壊していることから、 7世紀後半よりも後に築かれたものと推測される。(原)

SB 7 (第78図、 PL.18)

位置 丘陵南東部の 112・13"-'112・13グリッド、標高約51.5mの緩斜面上に立地する。 SI5・9・

23・24を壊して築かれており、 SB6に囲尭され、ほぽ主軸を同じくする。

規模と形態 柱穴は 7基確認された。梁行1.6m、桁行6.4mの東西を主軸とする建物である。 SB

7と同様に南側の柱穴列が明らかではないため断定できないが、検出状況は 1間X4間である。柱穴

中心聞の距離は1.7m、住穴の平面形態は全般的に円形に近いものが多い。主軸方向はN-50
0 

- E 

であり、 SB7とほぼ同じである。

出土遺物 遺物は出土していない。したがって、構築時期は不明である。 (原)
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粒子宮む@しまり粘性弱い@

@暗褐色土径 2cmの貨褐色ロームプロック含む。しま

り粘性強い@

@暗褐色土 ローム粒子多く含むe しまり強く粘性あり@

③褐色土 筏 2---3crnの黄褐色ロ ムプロック多く合

むa しまり弱く枯性あり@
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第 2節遺構の調査

SB 8 (第79図、 PL.16)

位置 J14グリッド、丘陵南端の平坦面に位置する。標高は約52.2mである。本遺構の西側には

SD6・7、北側に SD7・8が認められる。 SB2とほぼ直交し、 SB1とほぼ主軸を同じくしている。

規模と形態 柱穴は 5基確認された。梁行108m、桁行4.1mで南北に長い。 1問X2聞と想定され

るが、 P5に対応する柱穴は確認できなかった。全般的に住穴は円形に近いものが多い。柱穴中心問

の距離は約 2m、主軸方向はN-300 -Eである。

埋土と遺物の出土状況 柱穴埋土内や柱穴付近に遺物は確認されず、構築時期は不明である。(原)

SB 9 (第80図)

位置 舌状に延びる丘陵東端部にあたる H8グリッド、標高50mに位置する。北東方向に SD5が

派生し、東には SD16が伸びている。また、この建物は SI12と重複し、柱穴が住居を掘り込んでい

る状況が確認できることから SI12→ SB9となる。

規模と形態 柱穴は7基確認された。梁行2.1m、桁行3.5mの南北に長い建物とみられる。 2問X2

聞と想定されるが、 P7東隣は梨の木撹乱によって柱穴は確認されなかった。柱穴中心問の距離は長軸

で約106m、短軸で約 1m、柱穴の形態は全般的に円形に近いものが多い。主軸方向はN 230-Wである。

出土遺物 時期特定には至る遺物は出土しなかった。

( 3 )柵列・ピット列

柵到 1 (第81・82図)

(小口・原)

南谷部に面する緩斜面上の J.K12グリッドに位置する。 SI4・22の南側を削り、他の掘立住建物

より直径の大きなピットが、等高線に沿って直線的に並んでいることから柵列と判断した。列の長さ

約 9m、柱穴は不安定な円形か方形状で、直径は約0.8m、深さ約0.8"-'0.3m、柱穴中心問の距離は約2.1

mを測る。遺物は小片で図化し得なかったが、 P5より高台坪が出土した。 SI4・22から移動した可

能性も高い。主軸はN 540 

- Eである。柵列 1はSI4・22の廃絶後に作られたと推定される。また、

P1の北東方向に P6が検出された。 P1"-'5に比べて直径は約0.6mと小型である。 P6上層の埋土

⑦層(暗褐色土)の除去後に、長径30cmの円礁と板状石、自然礁がまとまって確認された。その下

に充填された⑧層は黄褐色ロームブロックを多く含み、粘性・しまりが強く、これらの石は礎石の可

能性も想定されよう。調査区内ではP6以外に礁がまとまって確認された例はない。(原 )

ピット群 1 (第83図)

J12グリッドに位置する。 0.5m北側に柵列1がある。柱穴は小型で浅く、同じ埋土を確認したため

群とした。主軸方向はN-600 

- Eである。柵列 2・3とピット群 1から出土遺物はなく、時期・性

格や柵列1な周辺の遺構との関係については不明である。柵列1と関連するならば、 SI4・22の廃絶

後に作られた可能性も想定されよう。(原)

柵列 2 (第84図)

柵列 1の6m北東のJ11グリッドに位置する。等高線に沿って直線的に柱穴が並び、主軸方向が柵

列 1と類似する。列の長さ約4.5m、柱穴は不整円形で、直径は約0.7m、深さ約0.6m、柱穴中心問

の距離は約108mを測る。主軸方向はN-550

-Eで ある。(原)

柵列 3 (第85図)

J.K12グリッドに位置し、 0.5m北側の柵列 1と併走する。柱穴は不安定な方形状で、列の長さ約4.8m、

79 
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P6 
49.60m 
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A' A @  

、業

柵列 1ピット 6

栂列I

(j)続褐色土 黄褐色ローム粒子宮む@しまり粘性あ

り。

雲時褐色土 資褐色ローム粒子、白色砂療を均等に

やや多く合む@しま0粘性あり@

三島防褐色土 赤褐色ローム・黄褐色ローム粒子、炭

化物粒子含む。しまり粘性あり@

④陪1<1色土 賛褐色ロームプロック含む。しまり粘

f主iJlJい.

(a締褐色土 径 1cm-l0cmの貧褐色ロームブロック

多く含む@しまり粘性あり@

若手続褐色土 黄褐色ローム粒子宮む勿しまり粘性強

会暗褐色土暗褐色ロームブロック含む@しまり枯

性あり@

審階褐色土 防褐色ロームブロック多く含む。 Lま

り粘性強い。

~" o 
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】
】
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(j)nd褐色土 黄禍色ローム粒子・白色砂陵台み、し

まり弱い@
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?一一一 S=1: 60 2m S=1・80一一」2m

ピット群 1

キ/

第83図

7 ι
C
E
由ロロ

〉

柵列 1

@. 

第81図

P3 P2 Pl ①賞褐色土貨褐色・桓色ロームプロック、炭化物粒子をやや含む。しま

り粘性あり@

②暗褐色土 赤褐色ローム粒子、炭化物粒子含むa しまり粘性ありe

③黄褐色土 赤褐色ロームブロック、前褐色ローム粒子・炭化物粒子を古

むe しまり粘性あり.

④褐色土 吉正褐色・位栂色粒子、炭化物粒子宮む。しまり粘性あり e

⑤黄褐色土 黄褐色土粒子・炭化物総子を含むe しまり粘性あり@

⑤燈褐色土 赤褐色ロームプロック、黄褐色ローム粒子炭化物粒子を古

む。しまり粘性あり。

cz附褐色土混入物を含まず‘しまり粘性弱い，

S口 1・60 2m 

柵列 2
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同

u
N

直径は約O.5m、深さ約

O.5m柱穴中心聞は約2.1

mを測る。主軸方向はN

-51
0

ー Eである。 (原)

ピット列 1 (第86図)

調査区中央部西縁ト

J14グリッドの、 SB2

北西O.3mのところに位

置する。直径は約O.3m、

深さ約O.1mと小型であ

5=1: 60 作る。上部は削平を受け

たと推定される。(原)

ム
由
・
∞
岳
口
】

〉

一〆

〉

49.80m 
Pl P2 P3 

く[:Il-音褐色土土器粒子・白色砂擦を含む@しまり粘性あり。

~褐色土 黄褐色・語、褐色ローム粒子宮む@しまりあり祐り!J5jい@

各階褐色土黄褐色・赤絡色ロームプロックしまり粘性lj5jい。

@)明褐色土 前掲色ロームブロック多く古む@しまり粘性あり号

第85図柵列 3

Pl P2 P3 

ピット列 2 (第87図)

調査区中央部I12グリッドに位置し、

SB6北東辺と交わる。柱穴の平面形は円

形状で、直径は約O.5m、深さ約O.4mを測

る。 P2は抜き取り後に埋土が堆積したと

みられる。(原)

ピット列 3 (第88図)

調査区西縁にある K13グリッドの緩斜面

0:-笠----Q O 
52.00m 

CuHn褐色土赤褐色ローム合むe しまり粘性あ'J. 2m S=1 : 60 

第86図 ピット列 1

上に位置し、 SI6の北壁を削る。 P1が若干南にあるが、 P1~4 は①層が同様に堆積し、下底面の高

さがほぼ同じため、ピット列とした。ピット列 1~3 は出土遺物がなく、時期・性格は不明である。(原)

ギ
ぴ3O L 

日》

P4 
日

P3 Pl 

51.50η1 
P2 P3 P4 

一一一一一 Pl 

(j;，音褐色土 黄褐色ロームブロック多く含む。しまり粘性あり。

(i陪褐色土 黄m色・赤褐色ロームブロック古む@しまり粘性あり@

③精褐色土資褐色ロームブロックを含む@しまり弱い粘性ありe

④晴間色土賞褐色ローム粒子を少鼠吉む。粘性あり、しま0弱い S=I:60 2m 
③階褐色土 赤褐色ローム世致含む。しまり粘性あり@

@靖褐色土赤筒色ローム少最古む@しまり粘性強い。

第87図 ピット列 2

ピット列 4 (第89図、 PL.19)

調査区のほぼ中央部分にあたる H・Lllグリッドに位置する。建物跡が集まる丘陵上に向かい東西

に伸びる。列の長さは約 9m、小型で浅い穴が連続して直線的に並ぶ。埋土はすべて①層(暗褐色土)

が堆積していた。出土遺物がなく時期は不明である。主軸方向はN-580 -Eである。 (原)

-81… 



調査の成果と記録第 3章

埋没谷間口部南側の

(第89図)

L5グリッド、

ピット列 5

位置

丘陵斜面上に位置する o

長さ 7.2m、幅約O.7mで'11基

ピットの楕円形のピット列から構成される。

規模と形態P3 P2 
52.80m 

Pl 

断面形状がU字状ま

径 1cmの

の深度は15cmを測り、

たは台形状を呈している。埋土は、Q暗褐色土 黄褐色ローム粒子・炭化物粒子宮む@しまり粘

性!J~い，

岳附褐色士 郎品色ロームブロック含む。しまり粘性あり。 S11:60 2? 
③淡褐色土 策絡色ロームブロック含む。しまり粘性強い。 黄褐色ロームブロックや赤褐色粒子を含む暗

と粘性・しまりが強い白色粘褐色土(①層)ピット列 3第88図

「道状遺構」質土(②層)から構成される。後者が下底面に充填されている状況が確認でき、いわゆる

υ
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〈
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〈忌暗褐色土 径 1crn黄禍色ハードロームブロック、

赤褐色粒子を含む@粘性‘しまり!j~い。
争白色粘貿土

③時褐色土粘性iiUく、しまり強い@

さE精褐色土径O.5cm黄褐色粒子を含むe 粘性、 L
まり弱い@

B' 

¥-.J.!よ/

J稲褐色土径lan以下回黄掲色ローム粒子宮むー

しまりあり粘性~~いa

ビット列4

51.50m 
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戸
H
C
目
，
『
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第 2節遺構の調 査

出土遺物 遺物は出土しなかったため時期は不明である。 (小口)

(4 ) 土 坑

SK 1 (第90図)

112グリッド、丘陵平坦面に位置する。長軸80cm、短軸54cm、深さ24cmの不整円形を呈している。

底面は平坦であり、埋土の主体は黄褐色ロームブロックを含む暗褐色土(①層)から構成される。遺

物が出土していないため、時期は不明である。 (小口)

A' 

事業

了。 A'f ⑮ 
⑤ 

51.80m 

A A' 51.80m 

A 

51.90m 
A A' 

A' 

一足ムダ ←\~ 
JJIt/f褐色土 黄褐色 赤褐色ローム粒子をとか鼠含む@しまり粘性弱い@

②暗褐色土 賀補色土ブロックを少競合む。しまり粘性ありiJ)ffi褐色土 黄?白色ロームブロック安鼠含む。 Lまり粘

窃暗褐色土 赤褐色ローム粒子を合鼠含む@しまり粘性あり。 性弱い@

@民首話色士 能褐色・赤褐色ローム粒子を少f武含む。しまり粘性強い②

?5出 1:40 m S=1・401m 1m S=1 : 40 

第90図 SK1 第91図 SK2 第92図 SK3

SK2 (第91図)

112グリッド、丘陵平坦面に位置する。長軸1.15m、短軸O.78m、深さO.34mの瓢形を呈する。底面

は縁辺からなだらかに下がって中心部が最も深くなっている。帰属時期は不明である。(小口)

SK 3 (第92図)

H15グリッド、丘陵平坦面に位置する。長軸64cm、短軸50cm、深さ 78cm、底面径が開口部径より

も広い袋状土坑である。遺物が出土していないため、時期は不明である。(小口)

ーダ4 
(̂Q)̂' 

制情-IP-

T歪コ T
A A' 

51.80m 
51.80m 

A A' 「手tU
49.90m 

A A' 

一六三二ァー

CD暗18色土径2cmの口 ムブロック、土儲粒子含む@

しまり粘性ありe

①提褐色土炭化物粒子を少!i¥含む。しまり強い粘性なし@

若手赤褐色士 荏 2cmの賞褐色ブロック少最古む。しまりあり

粘性なL..

0:m褐色土 径 2c阻の黄符色ブロック、白色砂E草世鼠含む。

、シノ
しまり粘性弱いe

JJ黒褐色土 rt 1 cm以下町小院、炭化物、黄褐色ロームプロック古む。しまり弱
い、粘性あり岳

号明出色土 筑間色ロームブロックが路状に混入した怨弱との混じり。しまり弱
く、粘性強いe

1 5竺!三401m
1m S=1:_40~ に S竺三竺 1m 

第93図 SK4 第94図 SK5 第95図 SK6

っdoo 
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-i ;<士X

A \l~~ア

49.60rr1 

A A' 

S=1:40 1m 

第96図 SK7

了 L~. ~ 
10cm 3S=1  : 40 

第97図 SK7出土遺物

SK4 (第93図)

J13グリッド、 E陵平坦面に位置す

る。長軸78cm、短軸44cm、深さ15cm

の楕円形を呈する。底面は平祖であり、

均質な暗褐色土(①層)が埋土となっ

ている。時期は不明である。(小口)

SK 5 (第94図)

J11グリッド、 E陵平坦面に位置す

る。長軸100m、短軸O.52m、最も深

い部分で、O.25mの瓢形を呈している。

底面は南壁際が最も深い。時期・性格

とも不明である。 (小口)

〆 回EFhぷ

A ~\\ノT
¥/寸¥¥/

ロ150.00111 

国

A A' 

S=1 :40 1m 

第98図 SK8

国I? ロ| 業f

S=I:4 

第100図 SK9出土遺物

50.00m 

A A' 

?S11:40Jm  

第99図 SK9 

表54 SK 7出土土器観察表

外面。ナデ

内面 e 陪滋

調書E 文様 胎 1 色翻

箭 0.5.......1.5聞の白色粒子
外国控色
内面 にぷい黄控色

表55 SK 9出土土器観察表

綴整・文裕

-84-
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非褐色粒子 |内面 iこぶい武燈色



SK 6 (第95図)

E9グリッド、丘陵北東緩斜面に

位置する。長軸1006m、短軸0.85m、

深さ0.35mの隅丸方形を呈する。底面

は北東コーナーにテラス状の段を有す

る。時期は不明である。(小口)

SK 7 (第96・97図、表54)

Jl1グリッド、丘陵南緩斜面に位置

する。長軸100m、短軸0.98m、深さ0.70

mの円形を呈する。また、中心部には

小ピットが穿たれていることから、落

し穴と想定される。埋土から広口霊

が出土しているが、混入の可能性が高

い。(小口)

SK 8 (第98図、 PL.19)

N9グリッド、南谷部の南側斜面上

に位置する。長軸1.5

m、短軸1.0m、深さ

0.65mの楕円形を呈

する袋状土坑である。

時期は不明であるが、

形状から SK9とほぼ

同時期と思われる。

ζ三曹、

k θ
 

A 

52.00m 

A Pl 

2 m  S=1 : 60 

第 101図 SK10

セオド二二才

第 2節澄構の調査

A' 

一……一会掲邑土 fHOc司の諸問邑ハ ド
A' ロームブロック、径 1

-2c回の鋭化物を多く

古む@粘性強く、しま

りあり.

番白色給自土 貼り床@粘性・しまり

強い@
at暗掲色土径1-2cn田政褐色ハー

ドロームプロック、炭化

物を合む.粘性しまり

弱い@

2 

~テ

ミ二二ヰ J 

JJ凡麟砂野タクシペン'/T:，戸4二
橋是争やぬミミN入¥、対ザ→

4 

5 

(小口)

SK 9 (第99・100図、表55、PL.19) 第102図 SKlO出土遺物

N9グリッド、南谷部の南側斜面上に位置する。径1.4mのほぼ円形を呈するが、

ある。深さは0.8mを測り、埋土中から甑の把手が出土した。 7世紀代に帰属しよう。

。7

P
♂
 

q S=1・40叩

開口部は楕円で

(小口)

SK10 (第101・102図、表56、PL.19)

H15グリッド、丘陵平理面に位置する。長軸2.1m、短軸1078m、深さ0.2mで、隅丸方形を呈して

いる。底面には貼床が施され、①層中からは遺物が出土している。

表56 SKlO出土土器観察表

遺物h
i章構

総 傾 銭口径高{(cc副m) 残7f率 瀦整・文隊 胎土 龍員尊 焼成 関巧
尾署 fす

1 
SKI0 

須部感蓋器
嘉文窪12.4

天井部1/4
外回 天井部回転ヘラケズリ、 o縁部在軍総ナデ 箆 0.5-1.0閤由白色累斑 外郎オリブ決色

限設
埋1上層 ム3.3 内密ヨコナデ 状粒子 p，匿j:オリーブ灰色

つ SKI0 須部}む身器 盛大窪12.6
品大径1/8

外面:釘転ナデ
街 0.5聞の暗灰色粒子

外面灰白色
竪数

理土 63.2 内箇:凶伝ナデ 内調灰白色

3 
SKI0 i!";恵iHi 最大在10.3

底部1/6
外面回転ナデ後、底部自転へラケズリ 密 1.5聞の白色砂絵、紫斑 外国灰色

堅稔
埋土 坪身 ム2.6 内閣凶転ナデ 状枝子 I勾 隠 灰 白 色

4 
SKI0 士郎翌総 諜 18.4

口融部1/8 外面ー口口綾縁部蔀;ヨヨココナナデヂ、、 閣部ヰ'1状府i突文
密 2.5関以下の灰色砂毅・ 外蕗にぷい誼綴色

良好
埋土 ム9.0 内総 務部ヘラケズリ 白色砂粒・掲告粒子 内聞にぷい詫燈色

。 SKI0 土師3f 援 13.7
口綾部1/6

外街 :1京芸者 密 1.0悶の白色砂粒・ 4草褐 外面 ;こぷい綴色
堅iま

埋土上厨 主存 63.1 内面:ヨコナデ後全磁語、色捻彩 色牧子 内面市、段色

6 
SK10 土師器 ※7.2 

関節4/5
外面:ヨコナデ 密 4.0回以下町白色砂粒、 外面但色

良好
経土 5器Mω ム3.3 内閲ヨコナデ 長谷 内隠鐙色

i 
SK25 i降怒

;巴手4/5
外田ナデ.指.Ii圧痕 昔1.0闘の自色砂校・ 3雲母・ 外泊。援色

良好
埋土 w; ム3.8 内箆一 燈褐色粒子 内面:密色

に
U

0
0
 



第 3章調査の成果と記録

出土遺物は、須恵器杯蓋(1)、坪身 (2)、小型壷の底部 (3)、土師器聾 (4)、坪 (5)、脚付璃脚部 (6)、

甑把手 (7)が認められる。このなかで4は有段口縁棄であり、肩部に矢羽根状刺突文がめく守っている。

以上の特徴から、本遺構の帰属時期は 7世 紀 前 半 と 思 わ れ る 。 (小口)

(5 )溝状遺構

今回の調査では、溝状遺構は10基検出された(第103・104図)。その多くが東西を縦走する埋没

谷に沿って構築されているが、幅約O.4m~ 2 mと規模は大小さまざまである。配置は SD1・2・3・

4・11・12・13・14・15が谷底にほぼ並走しているのに対し、 SD5・6・7はE陵平坦面を断ち切っ

て構築されている。埋土中から砂礁の混入などの痕跡は窺えず、いず

れも性格を確証する痕跡を得られていない。時期については、古墳時

代の遺構群を切っていること、中・近世の陶磁器が出土していること

などから、集落形成時期とは異なり中世以降に構築されたものと思わ

れる。 (小口)

SD 1 (第105・106・107図、表57・58・59、PL.20・39)

東西方向に向かつてE陵南面の緩斜面沿いを走り、遺構群を南北に

分断している。東側は SD11付近から先がたどれず、西側は調査区外

に更に伸びると推定される。検出した長さは約86m、幅は約1.8mを

測り、深さは約0.3mと浅い。また調査区西縁ではE陵部と下底面の

段差が約0.8mtこなる部分もある。溝は西から東へ緩やかに傾斜し、 J

第103図 SD配置図(1) 8杭付近でクランク状に南方向へ曲折している。全般的に底面幅は東

人災ー

。
20m ~1 日日日

第104図 SD配置図(2 ) 

po 
oo 



第 2節遺構の調査

側が狭く西側が広い。埋土の上層は①農の褐色土と②層の暗褐色土が主体で、下層はロームブロック

を多く含む粘性のある土が堆積している。出土した遺物は、須恵器高部・土錘のほかに鉄製品(8 )・

流動津 (9)が含まれており、磁器は白磁の紅皿(3 )や二重網手文の段重の蓋(5 )など肥前系が

多く、陶器は在地系とみられる。これらの陶磁器は18世紀中'"'-"19世紀に作られたと推定される。出

土遺物から近世以降の遺構と想定されるが、性格は不明である。(原)

SD 2 (第108図)

K14グリッドに位置し調査区西縁から SD1に沿って東に伸びる。長さ約8.5m、幡は約0.5m、深

さは約0.2mを測る。断面形はU字形で、埋土は暗褐色土の①層が遺構全体にわたってみられる。 SD

2はSD6を壊して作られている。出土遺物はなく時期・性格ともに不明である。(原)

SD 3 (第108図)

Jl2・13グリッドの SD2西側に位置し、 SD1沿いに西から東へ傾斜する。長さ約6.5m、幅は約0.7

m、深さ約O.4mを測る。断面形から下底面が 2段あると推定され、暗褐色土の①層を埋土の主体と

する状況から、短期間に埋まったといえよう。出土遺物はなく時期・性格ともに不明である。(原)

SD4 (第108・109図、表60、PL.20)

18'"'-"12グリッドに位置する。 SD3西側から始まり、 SD1に並走し 18杭付近で収束する。長さ約

44m、幅は約O.4m、深さ約0.2mを測る。断面形はU字形で、埋土の主体は暗褐色土の①層である。

SD2・3の①層と類似する。出土土器は細片が多く流れ込みの可能性も高いため、遺物から遺構の

時期は判断しがたい。 1の須恵器査の口縁は内外面ともに回転ナデで、端部は丸みを持つ。(原)

SD 5 (第110図)

G8.H8グリッド、丘陵東端に位置し、北東方向に向かつて走っている。長さ 14m、幅1.2'"'-"2.1m、

深さ0.2mを測る。埋土は黄褐色ハードロームブロック・炭化物を含む暗褐色土が認められた。本遺

跡のなかでは、比較的幅広の溝状遺構であるが、性格は不明である。また、時期を特定できる遺物は

出 土しなかった。(小口)

SD 6 (第110・111図、表61)

調査区の中央部西端にあたるトJl4グリッドの丘陵上に位置する。ほぽ南北に伸び、 SD8の手前で

東に向かつて折れる。南側は SD1・2によって壊され、東側は S117の埋土を削ってJl4付近で収束

する。長さ約22m、幅は約1.5m、深さ約0.2mを測る。埋土は暗褐色土の①層と②層が堆積する。出

土遺物lは小片のため流入の可能性も高い。口縁部は外反して上方に伸び、端部付近に 2条の回線を

施す。 SD6の性格は不明で、 S117の廃絶後から SD1・2ができるまでに作られたと想定される。(原)

SD 7 (第110図)

調査区の中央部西端にあたる J.K14グリッドに位置する。 S116を削って SD6に並走する。北端

は SD8の手前で丸く途切れ、南側は SD1・2に壊される、長さ約32m、幅は約0.7m、深さ約0.1

mを測る。埋土は類似した①・②麗(暗褐色土)が堆積するため、 SD7は短期間のうちに埋まった

と推測される。出土遺物はな く時期・性格ともに不明である。(原)

SD 8 (第112図)

112杭付近からJl5杭に向かつて丘陵の中央部を東西に走る。 SD6の一部が併走し、 SD1と並行

するようにもみられる。長さ約32m、幅は部分的に異なるが約 1m、深さ約0.3mを測る。 SD8は

S117を削ってさらに東へ伸び、 112付近から徐々に消失する。埋土上層は、 SD6・7の①層と同じ
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潤 ω 博 開 温 同 阿 S M 同 湘 什 副 総

込
~

切
Fて

b

⑥
 

拙 - O 印 図 ω U 4  ，戸旬、 ー 、ーノ

α
コ

α
コ

斗
|ι

三〉

r z位 上 恥 l Mヨ



5l.30m 
A 

〆 50.90m 
B 

⑧ 

qs立 1・1002m

¥「ヤ開ノ

50.50m 
C 

50.20m 
D 

~ 
49.70m 

E 

D' 

一、官子

49.10m 
F 

E' 

F 

ベ ミ三f
2m S=1 : 60 

し一一一一一一一一一一ー一一ー I

第106図 SD1 (2) 

(γJ ~~ Q 

o 8 

0S=I:  410c日 0S=I:3Ocm  

c' 

第 2節遺構の調査

A' 

B' 

〈む褐色土 賞褐色ロームブロック含む。

しまり粘性uSiい@

~~fft品色土径 1 叩白土器粒子、貨問色と

赤筒色ロームプロック含む@

しまり強く粘り弱い@

③暗1<1色土混入物を含まないe しまり粘

性弱いe

I'D暗褐色土 貨褐色・赤筒色ローム粒子とか

鼠含む@しまり粘性あり。

会褐色土 径 100由緒褐色ロームプ口ツ

クを少嵐含む。

審暗褐色土赤褐色ロームプロックをφ鼠

含む。 Lまり粘性弱い@

(J)陪褐色l二 筏 2酬の詫rs色・赤褐色口一

ムブロックを少抵含む盈しま

り粘性ありe

差益暗事椙色土 黄褐色ロームブロックを多く

合む。しまり粘性強い@

@陪褐色土 赤褐色ローム粒子・土総粒子

含む。しまり粘性ありe

容器事自色土 淡赤褐色ロームを主体とする

が、しまり ijiJく粘性あり。

@赤褐色土赤褐色ロームを主体とし、時

褐色土を世f立合む@しまり粘

性強い号

U 
0S=I: 25  cm 

J綴掲額二三、
※3はS=l:2 

第107図 SD 1出土遺物
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専業

調査区外

SD 2 

③ 

C 

D D' 

SD3 

q5=1・1002m

E' 

SD4 

" :OJ玉
、命河尺

④ 

一世一一廷す一
①締褐色土 径O.5an以下の黄禍色・赤褐色ローム粒子含むe しまり粘性あり。

②楕褐色土 径20n以下の語、褐色ロームブロック含む@しまりあり粘性強い。

③赤褐色ローム 暗褐色土を斑状に坐鼠含む@しまり粘性あり。

~一一てγ
(J)暗褐色土 径20nの赤褐色ロームブロック含む。しまりあり粘性強い。

窃晴褐色土 赤褐色ロームブロックを多量に含む。しまり粘性あり@

~\崎\

①碕褐色土 ローム粒子少量古むe しまりあり粘性強い惨

@締褐色土径2田の赤褐色ロームブロック含む@しまり粘性あり e

@o官褐色土 赤褐色ロームブロックを多量に含む。しまり粘性あり@

「二l

? 5 2 1 6 0?m  

lOcrn 
5=1: 4一一一一」

第109図 SD4出土遺物

第108図 SD2・3・4
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A 

遺物h

2 

3 

4 

。

6 

50.60m 

A 

IJ 

SD5 
A' 

第 2節遺構の調査

¥ 
B' 

~ヲエンー
〈じ階補色土 径O.5crnの貨褐色ローム粒子少鼠含む@しまり粘性弱い。

宰附褐色土 径 lcmの黄褐色ローム粒子含む。しまり粘性あり@

52.60m 

C 
SD7 

C 

~方7一一

(D階褐色土 径0.5聞の黄褐色ローム粒子少鼠含む。しまり粘性弱いa

争時褐色土混入物を含まない@しま 9粘性弱い。

f sz160fzn  

て一一 寸 r q S=1 : 1002m  

遺構

溺{立

SD1 
時土

SD1 
埋土

SD1 
埋土

SD1 
埋土

SDl 
埋土

SD1 
峻土

¥ i  

SD 1 

'----- S=1・4 中cm

第111図 SD 6出土遺物

器栂
口径(cm)

残存率
怒高 (c阻}

須車器
脚部1/5

認可、 t;，6.5 

須恵器 務部l/1O

遊 ム4.6 以下

磁器 ~~4，8 
2/3 

紅Jll 2.1 

陶磁腿 "'、15.0
ロ縁部1/9

皿 ム2.5

陶磁器 最大怪10.0
天井部1/4

段重蓋 ム1.6

陶磁器 ，7.8 
口綾部l/6

小型翌 ム5.5

第110図 SD5・6・7

表57 SD 1出土土器観察表

調妓・文保 胎土

件関:回回転転ナナヂデ、胸部擬似透孔
内面

告 1.0闘の白色砂粒

外国カキメ
密 0.5回以下の白色枝子

内面 へラ状工具痕

外部 口ク口挽後、箆施紘粒 i高台接地部に始土臼 3関所
内面:ロクロ挽後、

密

外面 口クロ挽後草花文の染付、施結
密 0.3闘の黒色粒子

内海 ロクロ挽後、花光文の染付属粕

外面 ロクロ挽桂、ブリッジ状のツマミ接台、一軍綱手の県付、露翰
密

内面 ロク口投後、施稔

外内箇前 ロ口ククロロ挽挽後後、‘ 総籍数組 笹

-91-

色調 焼成 備考

件医:灰色
竪鼠

内街灰色

外面背沃患
国連続

内面背灰色

外由白色
竪紋

内面:白色

外面 白 ~Iこ藍色の染付
堅額

内面 白E遣に藍色の染{す

外箆 白磁に藍色の染付
原級

内部白色

外内罰面 談隠褐灰褐色色 堅段



第 3章調査の成果と記録

表58 SD 1有孔土玉観察表

騎士 色調

1.0回目白色砂粒古む 抱色

表59 SD 1鉄関連遺物観察表

鉄製品 | 鍛造品

流動浮

遺 物 掲 額 | 重さ (g) I長さ (c回) I 爾 (co) I厚さ (crn) I磁若!ll' 1メタル皮 i 騎考

暗褐色士が堆積し、①層よりも下層には

②~④層が)1聞に堆積する。出土遺物はなく

SD8の性格は不明で、 S117の廃絶後に作

られたと想定されよう原)

SD 9 (第113図、 PL.20)

A14グリッド "'B15グリッド、標高

47.6m "'44.0mの丘陵斜面に位置する。

規模・形態は長さ約20m、幅97"'60cm、

検出面からの深さが最大36cmを測り、断

面形態は皿状を呈する。検出した箇所の平

面形態は L字状だが北端部、南端部とも

調査区外へ伸び、るため全体での形態は不明

である。埋士は 2層に分層され、褐色士が

主体をなす。遺物は出土しておらず時期な

どの詳細は不明である。(福井 )

SD10 (第113図)

D15 . E15グリッド、北谷部を南北に縦

断している。長さ約16m、幅60"'80cm、

検出面からの深さが最大40cmを測る。遺

物は出土しておらず、性格・時期とも不明

である。 (小口)

、議終

5117 

A 

① 

cl:荷褐色土径0.5閣の黄褐色口一

ム粒子少議官む@し

まり粘性弱いe

争政褐色土黄褐色ロームを主体

とし、暗褐色土を少

滋含むe

<3陪褐色土径 3cm程度目ローム

ブロックを少掻含

む九しまり粘性あり，

③続褐色土径 lcmの黄褐色口一

ムブロック多く含

む。しまり粘性あ号。

六ミ寺-v-
54:60fm  

第112図 SD8

、場焦

② 

SD11........15 (第114・115図、表62，PL.39) 

南谷部のうち調査区東縁部では包含層が

大きく挟られており、平面 U字形の落込

みが東から湾入した状態で検出された。こ

の湾入部の北縁には SDll・12が、南縁

q S=1 : 100 デm には SD13'"15が確認されている。

SD11・12は、南西から北東へ向かつて

並走する溝で、断面はいずれも逆台形を呈

する。 SDllが湾入部への落ち際に立地す

るのに対し、 SD12は湾入部の下底面に面

している。

〆
J 

つ以
n
H
d
 



遺構の調査第 2節

調査区外

一更矛fニ主iiL

CD?，品色土 径5岡田E震を世致合む@しまりあり、粘

性強い包

霊長褐色土 前f褐色ローム粒子J>f，l含むe しまり粘性

強い固

47.90m 
E--5D9-E'  

一予T

B' 

S=I:50 2m 

¥ 、

一一~ノ一一

B' 

一一九一一/ー

SDlO 
47.70m 

B 

キ

A' 

¥ 、

2m ES坦 1:100 2m 
S=1 : 50 ~ 

SD9・10第113図

SD4出土土器観察表

外而凶伝ナデ

内面ナデ

色調

外国オり プ褐色

内面にぷい歯1抱色

胎土

密 l岡以下白白色砂粒

表60

調設・文様

SD6出土土器観察表

外面凶転ナデ

内面回転ナデ

騎士

密 0.5岡田談褐色砂粒

qu 
Q
d
 

色調

外前掲灰色~諜倍色

内面掲灰

-文様

表61



第 3章調査の成果と記録

匁主E旦 SDll 
A 

47.50111 

B 
SDl4 

S=1・60 2m 

A' 

SDl2 

1 、

SDl3 

調査区外

47.00m 

¥ 
¥ 

S=l : 200 m 

E… SDl4 ーで 百一一 SDl5 -rY 
_ 'iJ 撹乱

(すも~云~二二 \~ミ宣〉一一
λご一一 {2J 
叫

B' 
SDl4 

$明褐色土赤褐色ローム粒子多く含むe しまりなし。粘性なL
②褐色土 黄褐色ローム粒子がわずかに混じるe しまりあり@

粘性あり.

@!宣褐色土 黄褐色ロームブロックを多く含むa しまりなし。粘

性あり@

④貨褐色土 黄褐色ロームブロックを多く含む.しまりなし。粘

性あり@

SD15 

4褐色土 しまりあり@粘性なL 黄褐色ローム粒子わずかに

合む@

②黄褐色土 しまりあり@粘性なし@貧褐色ロームブロックを多

く古むe

第114図 SD11・12・13・14・15
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第115図 SD13出土遺物

第 2節遺構の調査

SD13~ 15は、西から東へ向かつて並走し、浅い U

字形の断面形をもっ。このうち SD13は湾入部の下底

面に面し、 SD14・15は湾入部への落ち際に位置する。

SD13の溝底には数回にわたって掘り直しが行われた痕

跡が認められた。

SD13からは陶磁器が4個体分確認されている。 1は

肥前系の皿で、内面には花売文の染付が施され、見込み

にはコンニャク印判の五花弁が認められる。 2は青磁の

碗で、口縁部外面に雷文を刻む。 3は播鉢で、内面には

4条のヘラで播目を施す。 4は肥前系の碗で、外面には

花売文の染付、内面見込みには「寿」の染付が認められ

る。これらの遺物は、 2が16世紀以前とみられる以外

は18世紀代に収まることから、遅くとも 18世紀までに

は湾入部が形成されていたと推定される。(北島)

SD16 (第116図)

日 7 グリッド、丘陵東端の緩斜面に位置する。長さ 6.4m、幅O.35~ 1 m、深さO.2mを測る。断面

@9Q) 

ロ

ロ

凶

(

〕

H.cu
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 一一
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第116図 SD16

状は浅い措鉢状を呈し、内部に不整形のピットが点在している。ピットの深度は、 5 ~20cmと均一で

はないが、黄褐色ロームブロックを含む暗褐色土を埋土としている。時期・性格とも不明である。

(小口)

造物h

表62 SD13出土土器観察表

飴土日一山
5013 

SD13 

SD13 

ロdn
y
 

笹

焼成 備考

竪讃

自主殴

安!lt

堕i珪



第 3章調査の成果と記録

第 3節 包 含層の調査

( 1 )谷部包含層の概要

八橋第 8・9遺跡は丘陵上に位置する遺構群に加え、丘陵北西部に挟入する「北谷部」と南側を縦

断する「南谷部」の包含層が、遺跡の景観やそれをとりまく環境、生産活動のあり方などを究明する

上で重要な情報源と考えた(第 7図)。

北谷部は標高46""'49mの範囲にわたって第②・③層の黒褐色・暗褐色土層中から古墳時代初頭か

ら後期にわたる遺物包含層が認められた。このなかの第②層に関しては南谷部の第N層の黒褐色土層

に対応すると思われる。長軸約20m、短軸約15m、谷底と立ち上がりの比高差約 3mの狭い範囲に

わたって多くの生産活動に伴う道具が廃棄されていた。包含層出土遺物は、丘陵北西緩斜面に位置す

るSI11・14・15・18・19の時期にほぼ対応することから、丘陵北西部の居住集団による生活廃材

の流れ込みとして捉えることができる。

一方、南谷部は長軸約85m、短軸約50m、丘陵との比高差約4""'5mとなり、第 I層:茶褐色土層~

第町層:黒褐色土層までの4層の古墳時代後期~終末期の遺物包含層が確認された。北谷部との違いは、

7世紀後半の遺物が多量に含まれることで丘陵南緩斜面に位置する SI1、 SI4・22や SI6・8の時期と

も符合する。また、生産活動に伴う石器群や鉄製品、有孔土玉などが顕著に出土したことも注目されよう。

谷部の利用を考える上で、当時の自然環境はどうであったのか。この点を明らかにすべく、南谷中

央部に設定したトレンチ内で植物珪酸体分析・花粉分析のためのサンプリングを実施している(第6

図、第4章第 2・3節参照)。南谷部は東へ向かつて緩やかに下がり、やがて八橋川が解析する谷へ

繋がる。日本海への出入り口として谷部の利用がなされていたことも想像されるのである。(小口)

( 2 )北谷部包含層出土遺物(第117・118図、表63・64、PL.23・34・39・40・43・44)

調査方法 東西方向の E15""'16、南北方向の D16""'G16ラインにサブトレンチを設定し層序を確

認した結果、上層は梨の木や暗渠による撹乱が著しく及んでいたが、谷の中心部は遺物包含麗が比較

的良好な状況で残存していることが判明した。とくに E16""'F16ライン東付近は、 5X3mの範囲

に遺物が集中して検出された(第 7図)。

F「 1 12F主主 3 ろ4

ユrミ主;;>:~~ 76 し3~み7

一一一一\{~，~:'1，~'" 

~ 

11 
且 L lOcm 2S=I:  4 

第117図 北谷部包含層出土遺物(1)
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調査の成果と記録
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己-
@ OD" 

9 
巳叩 14

南谷部第|層(茶褐色土層)出土遺物

1"'-'4は坪蓋である。天井部に平坦面を形成し口縁部と

第，， 9図

第117図は須恵器をまとめた。出土遺物

の境に稜を有している。天井部の2/3ほどがケズリ調整、残り 1/3と口縁部にナデ調整が施されている。

口縁部が内傾し、底部からカエリまで緩やかに立ち上がっている。底部から5""'7は坪身であり、

8は高坪であり、脚部が緩や1/3ほどがケズリ、残りの体部・受部から口縁部までナデ調整である。

その直上に波状文が描かれかに下がり、透し孔が一段入る。 10の脚部は端部に 2条の段を形成し、

自然軸が残っている。 12前者は 3段の波状文が施文され、9・11は長頚査の頭部であり、ている。

口縁部には櫛描波状文、肩部に刺突列点文がめく守っている。体部はは装飾付須恵器の子持査である。

本体に貼り付けた際の指押さえ痕が観察される。 13"'-'19は土師器の高坪の身・脚部である。 13""'15

16は底部付近で屈曲して外反している。 20"'-'25は有段口縁費、

26・27は口縁部が大きく外反する素口縁護であり、胴部外面にはハケメ調整、内面はヘラケズリ調整

が認められる。 29・30は甑の把手、 31は細粒花闘岩製の砥石、 32は安山岩製の敵石である。

は丸味を帯びて立ち上がるのに対し、

(小口)

( 3 )南谷部包含層の出土遺物(第119"-'136図、表65"-'67、PL.21・22、34"-'39、43・44)

6"'-'7世紀を中心とした遺物が多量に出土した。第 3章第 1節で述べた南谷部からは、調査方法

ように、第 1"'-'刊層の堆積が認められ、このうち遺物を包含していたのは第 I"'-'N麗の 4麗までである。

グリッドをさらに 4等分割した 5 m四方の小グリッドを基本単位とし、各グリッ調査に際しては、

ドの北東区を a、南東区を b、南西区を C、北西区を dとした。例えば、 L10グリッドの南西区なら

と表記する。遺物の出土位置も小グリッド単位で層別に記録して取り上げた。ば。 iL10cグリッド」

以下、各層の出土遺物の概要を述べるが、鉄製品・鉄津は第4節で後述する。

6""'8世紀を中心とした遺物のほか(第119・第 I麗の茶褐色土層からは、第 i層(茶褐色土層)

139・140図、 PL.34)、近世以降の陶磁器片も一定量含まれていた。摩滅した小破片が多く、第II"'-'

6は護であ5は高台杯、3.4は坪身、N麗に比べて出土量が少ない。須恵器のうち 1・2は坪蓋、

11・12

(北島)

8 "'-'10は有段口縁費、

15・16は球状を呈する。

る。また土師器の 7は鼓形器台の下半部で、唯一古墳前期に属する。

13は寵である。有孔土玉のうち 14は管状、

-98-
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第 3章調査の成果と記録

33 

34 ζ 二三 35 

37 

c 
? s =  1 : 4 0叩

36 

r;tfJo EQGRg 
第121図 南谷部第 11層(暗褐色土 a層)出土遺物(2 ) 

第 11層(暗褐色土 a層) 第E層の暗褐色土 a層からは、須恵器・土師器・有孔土玉・石器・鉄淳

が出土した(第120"'-'122・139・140図、 PL.35)。

須恵器のうち 1------4を杯蓋としたが、 4は高坪の坪部の可能性もある。 5------7は杯身、 8は高郎、

9は醒である。また、土師器のうち、小型奮の10の胴部には焼成前穿孔が施され、須恵器の躍を模

倣した可能性もある。 11"'-'14は高坪の杯部か瑞とみられる。 15は高坪の脚部、 16は高部の杯部である。

17"'-'21は脚付班の脚部とみられるが、 21は高杯の可能性もある。土師器の饗のうち、 22------26は有

段口縁、 27------31は素口縁である。 32は甑の底部、 33------36は電、 38は甑の把手である。このうち34

"'-'36はいずれも L10cグリッドからの出土であり、同一個体であろう。また、 37は円筒形の器体に

1条の貼付突帯を巡らし、外面にはハケメ、内面はヘラケズリを施すことから、円筒埴輪の可能性が

ある。 39は有孔土玉で球形を呈する。

石器のうち40------42は磨石だが、 42は敵石としても用いられており、表・下面に敵打痕が認められる。

43は敵石で、上・側・下面に敵打痕が観察できる。砥石の44は、 4面の砥面をもっ。(北島)

第!日層(暗褐色土 b層) 第E層は暗褐色土b層で、須恵器・土師器・有孔土玉・石器・鉄淳が出

土した(第123------127・139・140図、 PL.36)。第 1• II層に比べると遺物の包含量がかなり多い。
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第122図 南谷部第 11層(暗褐色土 a層)出土遺物(3 ) 

須恵器の坪蓋には 1""'6がある。このうち 3の天井部にはツマミが付けられていた痕跡があり、高

坪とセットとなる可能性が高い。また、 5の天井部には環状ツマミが付く。 6は坪蓋の口縁部にカエ

リが付く。 7""'17は杯身である。このうち7""'12はカエリが長いが、 7の口唇部が丸みを持つのに

対し、 8""'12の口層部は面取りされ沈線がめぐる事例もある。一方、 13はカエリが短く、口唇部も

稜をなす。 14ではさらにカエリが短く、器高も小型化する。また17には底部に高台が付く。 18・19

は高坪の脚部で、透孔を穿つ。 18の脚部には 1条の沈線が巡る。 20は壷、 22は蛮とみられる。

土師器のうち21は小型査の胴部である。 23・24は琉の口縁部である。 27""'28は脚付瑞の脚部である。

28""'30は高坪の脚部とみられるが、古墳中期のそれと比べて小型化が著しい。 31""'39は有段口縁の

聾である。ただし、 31は鼓形器台の可能性もある。 40""'55は素口縁の聾で、口径が27crnを超える大

型品が目立つ。いずれも胴部の張りが弱く、頚部外面の屈曲が弱いのに対して、頚部内面ではシャー

プな稜をもっ。 56""'58は竃、 59""'62は甑の把手である。 63""'65は有孔土玉で、いずれも球形を呈する。

なお、 25の土師皿は中世に属するもので、後世の遺物が混入した可能性が高い。

石器には66""'80がある。 66""'68・72・76は磨石で、このうち72・76は敵石としても用いられて

いる。敵石にはさらに69""'71・73""'75がある。 77""'79は台石、 80は砥石である。(北島 )

第IV層(黒褐色土層) 包含層としては最下層となる第町層からは、遺物が最も多く出土した。特

定の地点から土器が集中的に出土した点も注目される。土器集中ブロック 1""'3については次項で述

べることにし、ここでは包含層出土とした遺物を概観する(第128""'131・140図、 PL.37・39)。

須恵器(1 ""'20) のうち 1""'7は坪蓋だが、 5は高坪の坪部となる可能性もある。 8""'12は坪身

である。 13""'15は高坪だが、 13が短脚・一段透孔になるのに対し、 14・15は長脚・二段透孔とみら

れる。 16は躍で、胴部中位に波状文を巡らす。 20は提瓶で、胴部にカキメを施し、把手が環状となる。

土師器には21""'68がある。 21・24""'27・30は高坪だが、 5世紀代のそれと比べて脚高が低く、

1
i
 

ハU1
i
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第124図 南谷部第111層(暗褐色土 b層)出土遺物(2 ) 

形骸化が著しい。また、 30には赤彩が施される。 22・28・29・31は脚付端、 23は端である。有段

口縁の費 (32"-'51)のうち、 32だけが弥生終末期に属し、それ以外は、古墳後半期に属する。素口

縁の護 (52，，-，5 9)は、口径が20cm以下の小型品が多い。第E層に比べると胴部の張りが強く、頚部

外面の屈曲が明確となる一方、頚部内面の稜は不明瞭で、稜の位置も頚部外面の屈曲よりも下方にく

る事例が多い。また60は警の胴上半部で、羽状の刺突文を施す。 65"-'68は甑で、 65が底部、 66"-'

68が把手である。有孔土玉は69"-'84の14個がある。 69"-'77が球形、 78"-'84は管状を呈する。

つUハU
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第125図 南谷部第111層(暗褐色土 b層)出土遺物(3 ) 

85"-'87・89・90"-'93は蔽石で、 86・91は磨石としても用いられる。 88・94は磨石だが、このう

ち94は円礁の側面に磨面が一周する。 95・96は砥石 である 。 (北島 )

土器集中ブロック 1 M10b・Cグリッドで検出された。土師器・石器・鉄製品が出土し、須恵器

は含まれていなかった(第132・133図、巻頭図版 1、PL.38)。土師器のうち 1は端、 2・3は高坪、

4は脚付瑞である。高部の 2は明確な段をもち、坪部は比較的浅く、全面赤彩が施される。警には有

段口縁 (5"-'6)と素口縁 (7"-'13)とがある。いずれも胴部は球形を呈する。これらの土器群のうち、

聾は口縁部を下に向け、土圧で押しつぶされた状態で発見された。時期は八橋刊期とみられる。石器

には、 14・15の敵石、 16・17の台石がある。また、この土器集積からは鉄嫉が 1点出土している点
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からは円筒埴輪の可能性を(第140図37)0M10dグリッドの第E麗(暗褐色土 a層)も注目される

(北島)

(第134図、

(第121図37)、何らかの関係をもつかもしれない。

土師器・有孔土玉が出土したL9dグリッドで検出され、
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土器集中ブロック 2
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第127図 南谷部第111層(暗褐色土 b層)出土遺物(5 ) 

PL.22・38)。

1は高坪で半球形の坪部をもっ。 2'""-"6は脚付班である。 7は嚢で、胴部の張りが強く球形を呈する

が、口縁部を欠く。 8は有孔土玉で、球形を呈する。以上の特徴から、この土器集積の年代は八橋W

'""-"X期に相当しょうか 。 ( 北島)

土器集中プロック 3 K 9b ・Cグリッドで検出され、須恵器・土師器・有孔土玉が出土した(第

135図、 PL.39)0 1は須恵器の坪蓋で、小型化が著しい。土師器のうち 2・3は脚付塙である。饗は、

4が有段口縁となる以外はすべて素口縁であった。 10・13・16・17は甑とみられる。 14・15は竃

である。土器の年代は八橋区期を中心とする。石器のうち、 19・20は敵石、 21は磨石である。この

土器集積の北約10mには SI1・ 2が位置し、年代的には SI1に近い遺物が多い。そのため、 SI1機

能時の生活廃材か、あるいは同時期の遺構の存在を見落とした可能性もある。(北島)

包含層出土遺物(第136図) 1は古墳時代初頭(八橋E期)の甑形土器である。外面は縦方向の

ハケメ、内面はケズリ・ハケメ調整がなされている。 2は寵片、 3'""-"6は有孔土玉である。 7'""-"9は

管状土錘であり、表面はナデ調整がなされる。 10・11は黒曜石製の剥片であり、後者は側縁部に調

整加工が施されている。 12は板状安山岩製の打製石斧であり、両側縁部に調整加工を施し、僅かで

あるが側縁中心に挟りを作出している。表裏面に原礎面を残し、擦痕が観察される。 13は安山岩製

の磨棒、 14・15は同じく安山岩製の礎石錘である。 (小口)
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第 3節包含層の調 査

表63 北谷部包含層出土土器観察表

遺物h
遺構

器積 怒口径声活{(Cc窃討) 残存率 調型・文.. 胎土 色調 焼成 悶考
諮位

1 
E …15 須恵器 ;;.nZ.3 

口綾部1/3 外商 e企回図転転ナナデヂ、天井部@]弦へフケズリ 信 2.0間以下白白色砂粒 外i爵 赤~1J，灰褐色色 堅喜重
務格稔土 部重量 L'.3.8 内密 内i百

2 
F -15 芸員忠告苦 て03.0 ロ綾部 外面白転ナデ、天井部回転へフケズリ

密
外面:沃色

竪鮫
精肉色土 部室2 ム2.7 1/10 内面回伝ナデ 内閣灰色

3 
E …15 筑車詩 、12.8 日縁部 外面・毘転iナデ

管 1.0回目白色砂粒・石英
タも師。灰色

堅ilj
時褐色土 郎主主 ム3.8 1/10 内面回転ナデ i持麗背灰色

4 
E -15 

|制拝室主"' 
J定14.6

口縁部1/4
外聞 回転ナデ、天井部閉転ヘラケズワ

主主 1.0聞の長石
外立証 腎灰色

竪教
9寄褐色土 ム4.9 内!語J:悶転ナデ 内面灰色

5 
F -15 

|須部服身
J:ia1.7 

3/5 
外聞:閉転ナデ、忠郎凹転へラケズリ

密 Z日聞の白色砂粒
外師灰白色

堅絞 胎士分析X>.49
震音潟色土 ム4.1 内調守回転ナデ後、静止ナデ 内面‘灰白色

6 
E -15 来9.5

1/8 外面:摂EEi転転ナナヂデ、底部回転へラケズリ 密 0.5回目白色砂粒
外面ー灰色

竪綬
時掲色土 ム2.6 内説 内総灰色

4 
E -15 iT態苦苦 出 13.7 日縁部 外面。主剖主転絃ナナデデ

議 0.5聞の白色砂粒・灰色 外部:設灰色~緑褐色
回数

時褐色土 坪身 ム 1/10 内聞 砂粒 内磁:淡灰色

8 
E …15 須恵昔苦 淡路毘9.0

関部1/2
外商 回転ナデ、善幸似透孔

密 1.0悶目白色砂粒
外国:脅灰色

照鼠
暗褐色土 高昨 ム6.5 内面回転ナデ 内面脅E正s

9 
E -15 須珪{器 島大豆15.6

!Ji部1/8
外両外00カキメ後、波状文

育長 1.0阻目白色砂粒
外磁1fl1灰色

堅絞 胎土分析X>.48
続雨色 iニ 資 ム8.8 内面回転ナデ 内面'灰色

10 
E -15 須恕器 露控※12.0

討曹三t……
官 1.0聞の白色砂粒・黒色 外前I:lV灰色

宝級
締褐色土 お部 ム3.4 粒子 内面:背灰色

11 
H -14 

?を1.5聞の白色砂絞
外国碕灰色

思段
陪椅色こL ム8.1 内聞l灰色

12 
E -15 

|縦子持器盗
最大fE5.5

密 1.0 岡田臼色砂粒
外00 陪灰色

民約
瞭褐色士 7.8 内閣回転ナデ 内苦言 灰色

13 
E -15 土締器 出 12.9 口縁部~ 外語、口縁部ヨコナデ、総長官ハケメ

密 2.0回以下目白色砂粒
外問。にぷい蕊滋色

良好
靖掲f主土 2完 ム3.6 関部1/7 内面ナデ 内面燈色-1こぶい箆燈色

14 
E -15 土師2iI 了く16.8

口綾部1/4
外面。 部ハケメ

笛 2.0岡田白色砂粒ー石英
外耐・浅t竜也

良好
階事詰忽土 E却付t克 ム6.3 内面 a 摩滅 内面浅黄色

15 
H -16 土師陪 盛大15.0 杯底部 外面ーハケメ 密 1.0聞の隠石・ G色砂粒、 外面にぷい綴色

良。子
崎書量s土 高司坪 4.5 1/4 内函:ナデ 2.0聞の品、尚色枝子 内面:にぶい政担色

16 
F -15 土満r，~坪2号 渓16.5 日綾部~ 件溺 事邑主主彩

諮 0.5--2.0阻白白色砂粒
外聞:にぷい此燈色

J'!i>f 
察官褐色土 ム4.3 関節116 内面:ナデ、赤台数彩 内面:にぷい裁経色

E -15 土師自苦 、く9.2
関節1/2 外語 指献:総リ、事赤色E色金彩設彩 管 1.0回以下の赤筒色枝子

持'00:1主紫色
良好

精褐色土 関付消 ム3.5 内面‘ヘラケズ 拘置耳 浅黄色

18 
E -15 土師滋 *8.7 底部~闘部 外国ナデ 務 3.0閥以下の白色砂粒・

外内i詰E寄.;~にぷ巳い賞'-.~J怪w色z 良好
階褐色オ: 関付焼 ム5.8 1/3 内面ナデ 位褐色粒子

19 
E -15 土締器 ;~15.8 

関節3/4
外而:ハケメ

笛 0.5--1.5闘のD<色砂粒
外面。 iこ5くい蹟燈色

良好
E奇掲色土 高坪 L'.12.8 内i面:内調上部ヘラケズリ‘下部ハケメ 内聞にぷい黄綬色

20 
E-15 土磁器 京33.8 口綾部~ 外語:ヨコナデ、波状文、ハケメ 街 I回以下白神ミ尚色砂粒・ 外国。にぷい首位色

良好
結褐色土 き菱 ム19.8 主詩1:*1/会 内謝 ヨコナデ劇部ヘラケズリ 虫色砂粒 内総 iこぶい前段色

21 
E -16 土師~~ *15.6 

口縁部116
外部ヨコナデ * 1.0岡田自色砂校・灰色 タ1-11百々にぶい黄陸色

良好
時褐色士 受 ム5.0 内凶 口縁部ヨコナデ.関節へラケズリ 砂粒・錆色粒子 内面Iにぷい箆綬色

E -15 土師器 *17.6 日綾部~ 外面 口綾部ヨコナ子、総関務節へヘケラケメズリ 密 0.5 ..... <3.0闘の灰色砂粒 外面、 uVr5主"結資実4総";.色 良好22 
崎褐色土 翌 ム12.7 劇部 内問マ口録部ヨコナデ、 内面 1:こぶ何日い←絞出色〕

23 
E-15 土師官官 沼H7.6 口幸士郎~磨寺 外{町 口縁部ヨコナデ、岡部ハケメ

管 5.0悶以下のの白色砂採
外面ー鐙色~浅箇鼠色

良好
続褐銭土 き菱 ム12.7 部上半1/3 内面。臼縁部ヨコナデ、園部ヘラケズリ 内面:綴色~浅黄栂色

24 
H -14 土問題 芯<16.5

口縁部2/3
外面ヨコナデ 密1.0回目的色砂粒・iff.制 外面:浅黄位色

良好
E音褐色土 き菱 ム7.3 内面白日縁官官ヨコナデ、駒郡へラケズリ 色粒子 内l而:浅首位色

25 
E -15 土閣総 "<18.6 

ロ務縁上官半官~l/総3 外内磁面.口口縁縁部関ナヨデコ、ナ鏑ヂilIl指続綴部!ヘ工疫ラ.ケ際ズ部り不明 笛 0.5-3.0回の灰色砂粒
外国にぶい黄位色

且野 思斑を千1する
時掲f主土 宝建 ム8.0 内面にぷい裁鐙患

26 
E -15 二1銅器 見A15.6 口綾部~

外内面磁識口事に軍部U)たヨめコ斜ナ誕デ、ハ劇ザ』部ヘラケズリ 続砂粒1・0赤岡掲田忽白砂色粒紗救・灰色 外穏 にiこぷぶいいま員竜段鐙f色E 良好
暗褐色土 翌 ム4.4 関1:1/5 内在主

27 
E -15 土師諒 茨16.6 口縁部~ 外凹:口鋭部ヨコナデ、関部ハケメ

密 3.0回以下の白色砂粒
外語百 浅黄段色

良好
続褐色土 5主 ム9.9 岡部li8 内面。口綾部ヨコナデ、岡部ヘラケズリ 内面浅黄燈色

28 
E -15 話 19.9 口縁部~閥 外国ヨコナヂ

密 1.0回以 Fの白色砂勃
外面にぶい黄鐙色

良好
熔褐色土 ム5.3 {路上手1/8 内面ー口綾部ヨコナデ、廃部ヘラケズワ 内面にぷい黄恒色

29 
E -16 土銅線

把手1/1 外面ーナヂ 主主 1.0岡田白色砂粒・暗掲 外面にぷい浅黄色
良昨

黒褐色土 E立 ム7.0 内磁:怒滅 急砂粒・ 2雲母 内総 lこぷい位綴色

30 
E -15 土鋪2苦

把手4/5
外開:ナデ 密 白色砂粒・灰色砂粒・怒 外開 にぷい黄綬色

良好
暗褐色土 鼠 ム5.6 内覇。 母 内00:-

表64 北谷部包含層出土石器観察表

石村

組粒花悶岩

安山岩

;F. 
J 

表65 南谷部包含層出土土器観察表

遺物ぬ
遺構

器積
日1'E(cO)

残存率 調室主・文掠 胎士 色調 焼成 考
尉{立 2iI高(c回)

1 
お1-9-d 須j!f.器 }渓 11.1

1/4 外語 :rr百E1転転ナナヂデ、、 天内井海部にヘへララオ記コ号シf・へフギIJ 議 1.0臨の白色砂校・灰色 外面淡色
思議

茶褐色土 持室霊 ム3.8 内l醍 j 砂粒 内術灰白色

2 
L-l1-(l 須悲器 ;く10.9

1/4 
外館:@]転ナデ、天井郡ヘラオコシ・ヘラギリ

碕 1.0岡田白色砂粒
外岡灰白色

竪段
茶褐色主 坪蓋 ム3.2 内面:回転ナデ 内面灰白色

3 
M -10-c 須窓器 ※12.2 

口縁部1/4
外国:回転ナデ

;宇 0.5回目安音掲色粒子
外官官 背灰色

竪E霊
茶褐色土 坪身 ム3.9 内面:回転ナデ 内面ー背灰色

4 
L -12-d 須臨器 9.4 

3/5 
外岡 回転ナデ.底部へラオコシヘラギリ 12i;灰白色

思数
茶褐色土 郎身 3.7 内調回転iナデ の暗褐s砂粒 灰白色

5 
~(ílJî T記 須連~a苦

成部1/4 Iれけi内外A持も00部原面E1-:: : .回回転転ナナデデ、 底部凶転糸切り後に荷台接合 密 1.0図以下目白色酢粒 内閣 灰灰白白色色 現役
茶筒色士 商台土手 ム2.8

6 
L -12-d 須翌草1器 、お18.6

口縁部1/61;;:~自転ナデ、浅い沈線 3 金 務 1.0闇以下目白色砂殺・ 外臣官 陪灰色
堅綾

茶褐色土 ム5.4 回転ナデ、ユピオサエ E立褐f!J砂粒 内題陪灰色

7 
L -9-b 土師器 .... 、17.0

脚部1/8
外面々ヨコナヂ

省 1悶白色砂粒・主主母
外密 ;二ぷい黄綬色

良好
茶褐色土 陸台 ム4.2 内面:へラケズリ 内闘争にぶい首位色

8 
J -10 土資綿密 、~13.8

口縁部1/9
外面ヨコナデ

密 1.0闘の白色砂粒
外面ーほ色

!'.9t 
茶褐色土 ム3.3 内調ヨコナデ 内面:燈色

9 
L -10-b 土議師~g ロ縁部 外面ヨコナデ

密 2.0-3.0岡田白色砂療
外面皮白色~浅黄段色

良好
茶褐色土 ム5.1 1110以下 外部ヨコナデ 内部灰白色~浅黄滋色

10 
L -9…b 土現師器 渋 11.5

口縁部1/6[外内部面 ヨコナデ 密 2-3臨目白色砂粒
外混 在室色-1こぶい王立褐色

良好
茶褐色土 ム3.1 ヨコナデ 内面i灰iJi褐色

に
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第 3章調査の成果と記録

遺物?む
i翠 長寿

~g f重
口fHc回)

残存率 E司竪・文綴 胎 土 色 濁 焼成 備 考
溺{立 総務(cm)

11 
J 来 13.2

口鼠部1/8
外援ヨコナヂ

積 1日闘の白色砂粒
外箆 iこぶい綴色~にぷい褐色

良好
茶褐色土 霊童 ム3.3 内面 白縁部ヨコナデ、劇部ヘラケズリ 内隠:にぷい授色~にぷい緑色

12 
J -9 士際滋 ロ綾部 外 蛮 ヨ コ ナ デ

密 1.0悶以下町石英・輝石
外面:にぶい極邑~にぷい事褐色

良好
茶褐色土 き菱 ム5.2 1110以下 内 邸 ヨ コ ナ デ 内面 :1こぶい極色~にぷい亦褐色

13 
M -9-d 土郎総

底部]/10
外面ハケメ

結 1.0四の白色砂粒
外面:灰白色~浅黄色

良好
茶褐色土 電 ム6.3 内面マヘラケズリ 内面:灰白色~浅黄色

L-11-d 須蕊iiii 〆;;04.9 日綾部 外 面 回 転 ナ デ
宙 1.0闘の白色砂粒

外国ー灰色
竪叙

時褐色土a 昨蓋 ム3.8 1/10 内 箇 回 転 ナ デ ドヨ図・灰色

2 
L-ll-c ~12.2 

1/6 
外面回転ナデ、天井部目指ヘラケズリ、阿部に沈毅 l密魚砂救1.0闘の糊色砂粒 白 外面‘背灰色

堅録
給土卦折おな46

階褐色士a ム3.8 内 面 回 転 ナ ヂ 内証言 脅灰色 自然翁付者

3 
L-ll-a 

天井部1/3
外国 回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ

密1.0回目白色砂粒石英
外喜室。灰f主

堅額
暗褐色土a "'2.7 内 函 館 転 ナ ヂ 内i蕗 灰色

4 
J-11-a 

|須時臨去を 天井部1/3 外節 回殴転転ナナデヂ、天井部回転へラケズリ 街 1.0四の虫色砂粒 .m，色 外証言 灰色
堅鏡

E音褐s¥:l:a ム3.2 ザヲ函 砂粒 内面'灰色

5 
L -11-b *~10.6 

ロ体縁部部1/~8 
外笛殴転ナデ 密 1.0悶の貿褐色砂粒・白 外面灰白色

不良
焼成が甘く土師

P音潟色土a ム3.7 内 面 回 転 ナ デ 色liy粒 内面灰白 色 笈である

6 
L-)l-d *10.7 

坪部118
外面回転ナデ底部回転ヘフケズリ

性日悶の長石
外 面 灰色

思段
陪褐色:l:a ム4.0 内 国 回 転 ナ デ 内関灰色

7 
K-ll-c 須珪{~ ;;(15.6 

口綾部1/4
外面回転ナヂ

経 0.5回の白色砂粒
外函守灰色

竪綾
陪褐色土a 坪:身 ム1.8 内 閣 沼 転 ナ デ 内 閣灰 色

8 
L -10-d I須高窓時際 脚部1/2 外面。倒泊転転ナナヂヂ、滋孔 l綴丹f ET75目的砂粒問 タも函，灰色

堅叡
暗褐色土a .6.5.1 内苦言 内 面灰 色

9 
L-))-b 須註I訟

闘部li8
外開 2条の沈毒事を挟んで斜突01点文

密 1.0回以下の白色砂粒
外ilii・背灰色

堅縁
桜橋s¥土a E事 ム4.2 内蕗泊転ナデ 内面 背灰色

10 
L-l1-c 土係留

岡部1/5
外務 署著書U'与をヨコナデ、下半泣ハケメ.図問中位に接見前穿孔

密 2.5岡田石英
外面灰色

良好
ハソウを筏倣し

経褐忽土a 小主主主翼 ム7.4 内面廃部上半ユピオサエ‘下半はヘラケズワ 内面灰色 た河童話性あり@

)) 
~1-10… d 土~，~苦 詰16.4 口縁~岡部 外面 図化により言題懇不明 密 2.0回以下の白色砂粒・ 外価極色

良好
縮問色土a 杯身 ム3.5 113 内面風化により調設不明 嫁石・赤褐色粒子 内極経色

12 
L -10-d 土師器 "14.0 日韓部~ 外田 口綾部ヨコナデ、周部ケズリ

密 1.0聞の白色砂粒
外箇 にぷいt皇賞銭色~裁緩色

良好
時褐色土a 杯身 ム4.3 劇部1/5 内閣丁寧なナデ 内I訂 にぷい浅草竜燈s¥-筑燈&

13 
L-l1-c 土師恕 ミミ13.1 ロ総書官 外面ナデ‘ハケメ 密 1-2悶の長石・砂篠宮 外簡裁緩色

良好
経褐色土a 3書 ム6.0 112 内聞ナデ む0.5回目黒色粒 内面賞 燈色

14 
L-l1-c 土防器 ※12.8 口縁節 外面白鼠'"由かめ 蜜 1.0-2日園田捧褐色校 外面庖色

良好 煤付着
暗褐色土a f完 ム4.9 113 夜間風化のため務整不明 灰色砂段、開石 内面鐙色

15 
M -10-c 土師iiii }~9.6 務官官 外面ナヂ 密 1.0lEll以下の白色砂粒 外面‘位色

良好
縮問色土a 商坪 ム6.6 213 内面ナデ 長石・輝石 内海 綴色~蓄電鐙邑

16 
L-ll-c 土師締 〉、11.7 口縁部 外而 口縁部ナヂ、指頭圧r皇、底部ケズリ

世 1.0......2.0悶の鰯石
外面:燈色

良好
埼褐色士a 肉郎 ム4.9 113 内面 口鼠部ヨコナデ、 内証言 綴邑

17 
L-))-d 土師提

胸部114
外商ヨコナヂ

密 1.0-2.0闘の士会石・石英
外蕊 浅草主権色

良好
陪褐色土a 関Jfせ域 "'3.5 内語} ヨコナデ 内面浅賀庖色

18 
L -11-a 土師器

脚部1/8
外綴ヨコナデ 街 0.5"'5.0悶の赤褐色粒 外面烈飽色

良好
騎褐色土a 欝JHi完 内面ヨコナデ 0.5岡以下回石突 内面 担色

19 
L-)l-b 

土闘司締J1E5苦 脚部4/5
外ilii ヨコナデ、へラナデ

密 1.0-3.0回白色砂粒
外面極 色

民会子
F奇鴇色土a ム3.4 内面ヨコナヂ 内面鐙色

20 
L-))-d 土銅器

脚部4/5
外面ヨコナデ 密 2，0......4.0闘の出色砂粒・

外面。赤燈褐儀色 且好
陪潤色土a 関付埼 ム2.8 内 箇 ヨ コ ナ ヂ 淡色砂粒・長石 外商

21 
L-)l-d 1師器

脚部4/5
外 箇 ヨ コ ナ デ 密 5.0悶以下の石英・長石 外商鐙 急

且好
陪褐色土a 関付増 ム4.4 内 面 ヨ コ ナ ヂ 主事石・ 3雲母 内面 燈色

22 
L-ll-a 土師禁器 お11.3 ロ縁部 外苗I ロ綾部ヨコナデ、疑似透孔

密 1.0阻 -2.0闘の石英
外穏にぷい試滋色

良好
察官潟{主土a ム4.2 1110以下 内閣。狂綾部ヨコナヂ 内面にぷい賞段色

23 
L-))-d 土防2苦 fく15.5

口綾部1/6
外 筒 ヨ コ ナ デ 密 5.0回以下の石英・蹴石・ 外聞浅賀褐色

良好
審査褐主主土a き霊 ム4.5 内面ナヂ間部上半ヘラケズリ 長石・淡褐色粒 内面浅黄褐色

24 
L-l1-c 土防認 〆${17.2 

口憲章自五1/7
外 面 ヨ コ ナ デ 密 0.5-2回の淘石、 1-1.5 外凹 にぷい賀抱色

良好
結褐色土a 5望 ム5.5 体節 目綾部ヨコナデ蔚部ヘラケズリ の石英・長石 内認にぷい策燈色

25 
L -10-d 土師器 *14.5 

口縁部1/6
外面ヨコナデ

紗密校2・0赤闘褐の色自粒色子砂校・灰色
外簡 にぷい浅草を色

良好
暗揺色土a き芝 ム7.6 内露軍 口縁部ヨコナデ、 E詩書官へラケズリ 内函 にぷい浅草竜色

26 
L-))-b 土師恕 、i{6，7

日綾部118
タト主主 ヨコナヂ 密 1.0-2.0悶由主主主ヨ・白色 外 聞に ぷい 桜色

良好
震音褐s¥土a E塁 ム15.9 内認ナデ 砂粒 内 面に ぷい 笹色

27 
L-l1-c 土締器 出12.9

口部基まtE半詰~1/童3詩 外証言 口縁部ヨコナデ綴部ハケメ 密 4.0園以下の白色砂粒 内面抱色
且肝 関節煤付着

崎褐色土a き塁 ム9.2 内面ナデ溺部上半ヘラケズリ 2.0岡町長石・務石 外面 にぶい貫極色

28 
~1-11- a 土i部苦言 京18.6 目録~務部 外因。口綾部ヨコナデ、岡部風化のため調設不明 密 1日回以下町長石‘赤禍 外面法前縫色

良好
陪褐色土a 受 ム9.5 1/6 内面i口縁部ヨコナデ、関部ヘラケズリ 色粒子、輝石 内言語 f主主主燈偽

29 
K -8-d 土師器 ，1<24.0 口敏部 外面ヨコナデ 密 2.0間以下回白色砂額 外出段"'I:呈黄綬色

良好
暗褐色 I:a 費 ム4.8 1110以下 内問 口綾部ヨコナデ、関部へラケズリ 長石 内蕊燈~浅策強邑

30 
L-I0-d 土問器 了，31.5 o綾部 外面 口綾部ヨコナヂ

笛 0.5-1.0闘の開石
外盗殺色~明褐色

良好
陪褐色土a き霊 ム4.2 1/10以下 内在百 ヨコナデ、縁部へラケズリ 内面担色~明褐色

31 
K -8-d 土隊器 :?i17.8 

ロ11縁1査0官
外函ロ綾部ヨコナデ 密 1日間以下の石英・長石・ 外面:~昨褐色

良好
熔褐色土a き護 ム2.8 内面 口縁部ヨコナデ、周部へラケズリ E草石 内 面赤褐色

32 
L -12-c 土隊器

底郊の1/6
外面、ハケメ

灰寄色2砂0絵回・以車下字詰の色白投色手砂校・
外面'浅漬色

良好
暗褐色土a 震翼 15.5 内問熔滅のため、調整不明 内閲:浅裁色

33 
L -12-b 土師陪 底部1/10 外面:ハケメ 密 0.5-3.0闘の白色灰色 外商ーにぶい裁縫色

良好
陪褐色土a 言霊 ム10.0 以下 内在草 ヘラケズワ 砂絞 内閣 にぶい資鐙邑

34 
L -10-c 土師器

焚口部
外面 ハケメ・ナヂ、焚口官官立選出をへフケズワ 密 2，5闘の白色砂粒・主玉突 タト函 にぷい綬褐邑

良好
35・36とは同

経褐色土a 賛霊 ム14.0 内言語 ハケメ ;H母赤褐色粒子 内面 にぷいt皇賞色 図体とみられる，

35 
L -10-c 士関誌

焚口部
外主主 ハケメ・ナデ、焚口務総密をヘフケズリ 密 2，5闘の白色砂粒石英 外面 にぷい燈箱色

良好
34.36とは同

経褐色土a 語審 ム9.6 内 簡 ハ ケ メ !Il母・非掲色粒子 内面にぷい燈褐色 図体とみられる，

36 
L -10-c 土締怒

焚目的
外面ハケメ・ナデ、焚口部端殖をへフケズリ 密 2.5回の白色砂粒石英 外面にぷい燈褐色

良好
34・35とは同一

精褐色土a 電 ム13.8 内 面 ハ ケ メ ~母・赤褐色敦子 内怒にぷい燈褐税 E重体とみちれる@

37 
M -10-d :;レ手 関節1110 外田 ハケメ後に突干存在貼付け、その周図をヨコナデ |密砂粒3・胸以下回石英 灰色 外面 lこぶい後褐色

良好
時褐色土a 以下 内在百 ヘラケズ') 赤褐色粒子 内苦言 にぷい授褐色

38 
L -11-b 

把手1/1
外面ナデ、 部ハケメ 宣告 1.0岡田白色砂粒・赤翁 外面燈褐色

良好
暗褐色土a f.!i 1 "'6.5 内面 怒滅のため、認ま霊平羽 s¥粒子 内面 控褐色

I 
K -7-b 

須拝珪査{室器
*13，3 

口綾部1/6 外箇 回沼転転ナナデヂ、天井喜事務転へフケズリ 密 1.0回目白色砂粒・紫綬 外箇ー灰色
竪喜重

務潟f立土b ム3.3 内商 状粒子 内面:灰色

2 
~1-10- c 須車苦苦 〉く13.8

114 
外函邸転ナデ天井高五沼転へフケズリ

爺 2.0回以下回白色砂粒
外面:灰色

fil額
絡網色土b 持支霊 ム3.2 内 面 回 転 ナ デ 内面:灰色

3 
出13.0

112 
外 面 回 転 ナ ヂ 天1I部lこツマミ部接合後に回転へフケズリ 密 1.0岡田白色砂粒・泉斑 外面:灰白色

'll鼠
始土分析SJ.47

ム5.7 内 面 回 転 ナ デ 状粒子(疫を引く) 内閣:灰白色 ツマミを欠く@

4 
※12.7 

口縁部118
外面 回転ナデ、天井部回転ヘラケズリ

務 2.0-3.0闘の長石
外箇 青灰 色

竪段
ム3.8 内 閣 殴 転 ナ デ 内閲沃邑

3 天井部113 外面:ー回殴転転ナナデデ後、天井読を劉転へフケズリ、高合接合i去、ナデ 密1.0闘の灰忽砂粒蒸斑 外語灰色
竪続

ム1.6 内務 状枝子 内閣 灰色

6 
二UI.4

口縁部118
外部:回転ナヂ

音 1.0闘の白色砂粒
外面 狩灰 色

思綾
ム2.4 内問:回転ナデ 内箇背 灰色

7 
~O 1.3 

112 
外間 回転ナデ、底部回転へフケズリ 密 1.5悶以下の暗黄褐色粒 外面。灰色

堅綾
ム4.7 内 聞 回 転 ナ デ 子、1.0回の白色紗粒 内蕊灰色

8 k lO b a ii 須恵器 ※12.2 
1/4 外聞 回市転伊ナzデJ 、庭部回転へラケズリ 怒 1.0聞の白色砂粒・黒斑 外援 脅沃 偽

監続
的褐色土 持身 ム4.8 内密 状粒子 内密 青灰 色
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第 3節包含層の調査

遺物抱
遺構

器額
口径(co)

残存率 調設・文様 胎土 色翻 焼成 備考
廃位 総高(c.)

9 
L -9-d 須惑器 〉く11.8

1/2 
外笥 回転ナデ、底部回転ヘラケズリ 密 1.5図の窃色紗粒・灰色 外聞:宵灰色

思政
始土分析ぬ45

陪褐色土b 杯身 L>4.8 内閣回転ナデ 砂粒・紫斑状粒子 内閣:育灰色 鳥母山産。

10 
K -10-a 須車器 法 12.0

口縁部116
外聞 回転ナデ、底部閉転へフケズリ 宙 1.0回目白色砂粒・黒斑 外国:灰色

隠鼠
経褐色土b 昨身 ム3.7 内問 在主転ナヂ 状粒子{縫を引く) 内部氏蕊

11 
M -10-a 

須坪窓身器
※10.8 

口縁部1/5
外国留転ナデ、綾部回転ヘラケズリ

密 1.0岡田自色砂粒
外国灰色

堅縫
絡橋色土b L>4.4 内筒 {自転ナデ 内箆灰色

12 
K -10-a 須!l(怒 ※12.2 

口縁部116
外函自転ナヂ

密 1.0回目白色砂粒
タト函 灰自色

堅鼠
路銘色土b 坪身 6，3.4 内面回転ナデ 内面灰色

13 
L -8-a 須車2号 *12.3 日縁部 外預 回転ナヂ、底高官ヘラケズリ

径 2.0-3口岡田長石
外語・宵灰色

監事者
暗褐色土b 坪身 L>3.4 1110 内面回転ナヂ 内面宵灰色

14 
M -10-a 須恵器 L、10‘O 口綾部 外商 回転ナデ、底部回転ヘフケズリ

官 1口回目黒色枝子
外国灰色

竪獄
陥商色土b 'f身 6.2.2 1(10 内面 回転ナデ、内国へラ記号 内面灰色

15 
K -10-a 須恵器

底部1/3
外皿 閲転ナデ、底部閉転へフケズリ 笛 1.0回目白色砂粒'，'Il斑 外国灰色

竪鼠 鳥越山産?
続褐色土b 時身 ふ3.2 内弱 回転ナヂ、底官官に悶，む円文 状粒子{療を引く) 内医。灰色

16 
L -10-b 

須時恵身器 底部113
外商.在主転ナデ、l1i音君臨転ヘラケズリ [密状粒子l.OI'i1aO)白色砂救 制 外隠資灰色

~叡
経褐色土b 6.2.6 内閣:怒転ナデ I持蕗:宵E記念

17 
L -5-d 須JIJ，器

底部1/4
外函:[自転ナデ、経fl!iヘラケズリ後に荷台接合 密 1.0闘の自自主砂粒 懸橋 外函:灰色

竪fヨ
暗箱色土b 高台坪 6.2.2 内面:回転ナデ 色粒子・光沢組砂粒 内面:灰色

18 
) -11 

須商磁郎器
露呈※10.1

脚部113
外面:回転ナヂ後、透孔穿孔、際協中位に沈終1条

笛 1.0悶白白色砂粒
外田:背灰色

時褐色土b .610.7 内面回転ナデ 内面ー背灰色

19 
K -9-c 1ft態摺 関在京9.0

胸部1/3
外面 回転ナデ後、透孔穿孔 密 1.0回目白色砂粒・ JM色 外面。灰色

堅舘
陪褐色土b 高郎 6.5.5 内面回転ナデ 砂粒 内面灰色~灰蹴色

20 
L …10…b 

害事凶創出

外国回転ナデ
密 0.5......2.0岡田白邑砂粒

外面灰色
堅E翠

陪総主主土b 内面.飽転ナヂ 内函灰色

21 
L-ll-b 外衛隊畿のため、議繋不明 密碕褐2色0粒間子以・下白白色紗粒・ 外在苦。浅浅黄焚綬磁色色 良好
跨褐色土b 内面翻務上半ユビオサエ、下半はへラケズワ 雲母 内面

22 
K -5-b 口縁部~ 外箇タタキメ

密 5口国以下回白色砂粒
外商熔背灰色

!ll段
暗褐色土b 盟 企6.3 闘部1/6 内面 口綾部ヨコナデ、関部背海波文 内面陪背灰色

23 
K -9-c 土銅器 出 12.9

口縁部1/6
外面ヨコナデ

密 1.0-2.0岡の長石・石英
外聞にぷい浅黄綬色

良好
陪褐色土b 3完 L>3.6 内面 口縁部ヨコナデ、岡部ヘラケズリ 内面にぷい浅黄色

24 
お!-10-d オ師器 京15.6 口縁部~ 外面 口縁部ヨコナデ、劇部ヘラケズリ 密 1.0-2.0回目白色砂粒 外四ー浅黄担色

泉斑あり
続褐色土b t完 .6.4.5 総書官1/2 内務ナデ 談赤褐色粒子 内商:浅蕊燈f主

25 
K -7-c 土師器 諜8.3

111 
外部凶転ナデ底諮問転糸切 密 0.5臨の虫色砂校、 2.0阻 外国:明裁褐色

騎手詰色土b 小限 6.2.2 内磁回転ナデ 以下の赤褐色粒子 内調:1碍焚褐色

26 
M -10-c 土師器

脚部4/5
外面・ヨコナデ 密 1.0岡田白色砂校、 0.5- 外密.鐙色

且好
暗抱色土b 凶付境 L>3.4 内問.ヨコナデ 2.5閣の事掲色粒子 内間程色

27 
) -9-d 土締官苦 、:*8.4 底部~脚部 外面:ナヂ

密 4.0園田白色砂箆
外国法貨鐙色

良好
暗褐色土b 関付1亮 6.4.5 1/4 内面:ナデ 内箇浅賀鐙色

28 
L-9-a 土師器 *，8.0 

脚部1/1
外国:ナデ 奮 2.0間以下白白色・ 2院患 外面浅黄控色~賀極色

良好
暗箱色土b 関付境 L>4.0 内面:ナデ 砂粒、事褐色粒子 内語I浅議機色~紫綬色

29 
K -10-a 土師器

関部の一部 外面:ハケメ後、う言全建面設赤不明色絵彩総芯痕あり 密務褐1色0枝回子以下白白色砂粒・ 外面'撹浅質黄躍綬を色主 叩耽巳 良好
務褐色土b 高昂 ム6.2 内密: 内部

30 
~!-IO-d 京7.4

関部1/3
外 務 ハ ケ メ 箔 1.5!踊以下の赤潟魚砂粒、 外面・にぷい燈f!!.

良好
階褐色土b L>3.5 内密ナデ 開石石英 内面 i二ぷい燈色

31 
K-12 土師器 京18.0 ロ綾部 外務ヨコナデ

密 2.0-3口岡田長石
外医燈億-1こぶい燈億

良好
階褐色土b 畳居盟台 6.4.5 1110 内面ヨコナヂ 内面 iこぶい控色~貨俊色

32 
K-ll-c 土師器 ※14.3 

関部1/10
外聞ヨコナデ 密 1間以下回関石、 2闘の 外面:浅黄笹色

良好
時椅色土b 費 L>6.2 内面 ヨコナデ、へラケケズリ 白色砂粒 内面:浅黄桜色

33 
M -10-d 土師器 京12.6 日綾部~闘 外聞風化により調整不明 笹 3.0回以下回白色砂鴎・ 外面:浅賃値色

良好
絡橋色土b き霊 L>6.2 郡上半1/7 内閣ナデ 長石 内面:よ定資鐙色

34 
L-ll-b 土師器 ※17.0 ロ縁部 外面ヨコナデ 密1.0間以下回灰色砂枝、 外部・後色~にぷい際色

良好
続褐色土b 受 L>2.6 1/10以下 内認ヨコナデ 0.5闘の淡褐色粒子 内聞にぷい後住

35 
L-ll-b 

土き線菱認
京17.3

口綾部1/6
外密ヨコナデ 密 1.0閣の白色砂粒・灰色 外磁 にぶいt是認綴邑

良好
暗褐色土b 6.4.3 内面 ヨコナデ 砂粒・赤褐色粒下 内面・にぷい浅誼燈色

36 
)-11-b 土師器 m17.o 

口綾部1/4
外面ヨコナデ 密 1.5図以下回白色砂粒・ 外面歯住色

良好
暗褐色土b 雪量 L>4.4 内箇 口綾部ヨコナデ、騎部へラケズリ 赤褐色粒子・雲母 内面‘貿信色

37 
K -10-c 土師箆 出 19.6

口縁部116
外面.ヨコナヂ 密 1.5回以下回灰色砂粒・ 外国にぷい浅賀燈色

良好
暗褐色土b 翌 6.4.4 内面:ロ綾部ヨコナデ、劇部ヘラケズリ 白色砂主主 内認にぷい浅議鐙色

38 
L-ll-b 土師器 *17.3 

口鋭部1/8
外面:ヨコナヂ 密 1.0岡田白色砂殺・灰色 外面捻色-1こぶい後色

良好
絡橋色土b 霊童 L>4.0 内閣:ヨコナヂ 砂殺赤褐色粒子 内首iにぷい援色

39 
K-12 土飯器 京17.8 口綾部 外函:ヨコナデ 密 2.0隅以下の灰色砂殺、 件医 iこぶい浅草立後色

良好
震音褐色土b 霊童 L>4.9 1(10 内面:口縁部ヨコナデ、岡部ヘラケズリ 1.5岡田暗褐色粒子 内面にぷい浅黄抱色

40 
L -10-b 土欝器 ~~25.8 口綾部 外語:ヨコナヂ 密 2.5阻以下回灰色砂粒 外面々賞位色

良好
暗褐色土b 翌 L>4.0 1/10 内面:口綾部ヨコナデ.関部ヘラケズリ 長石.li!色粒子 内面:黄控色

41 
K -10-a 土師器 ※24.0 口縁部 外面ヨコナデ 語 2口回以下回白色砂粒 外面:

良好
暗褐色土b 翌 L>6.4 1/10 内面 口縁部ヨコナデ、岡部へラケズリ 暗筒色粒子 内謝

42 
L -10-b 土師器 民28.0 口綾部 外面ヨコナデ 管 1日間以下町長石、1.5回 外国‘澄色~にぷい翠色

良好
E寄褐色土b 宝霊 L>4.3 1/10 内面 白車季節ヨコナヂ、務部ヘラケズワ の灰色砂粒 内隠 iこぶい援色

43 
K -8-a 土節器 京21.0 口綾部 外商ヨコナデ

笥 1.0闘の筒石・石英
外屈にぷい浅黄澄色

良好
続格f!!.土b き翼 L>4.0 I!lO 内函 口縁部ヨコナデ、務部ヘラケズリ 内面にぷい浅黄担色

44 
K -7-b 土銅器 :ζ31.3 

口縁部1/8
件関ヨコナデ 笥 1.0臨の長石・雲母・談 外面燈皐

良時
府褐色土b 翌 L>4.8 内面 口縁部ヨコナデ、闘部へラケズリ 褐色砂粒・白色砂校 内面抱色

45 
K -8…b 土師器 五日23.3 日誌部 外面ヨコナデ 密1.0闘の長石白色砂粒・ 外面。にぷい極

良好
陪褐色土b 現 L>3.6 1/10 内面 口録部ヨコナデ、岡部へラケズリ 暗褐色牧子 内衝にぷい綴

46 
L叩 8-d 土師器 "，30.9 口綾部 外聞ヨコナデ

密 0.5岡田石英/白色砂粒 外国・ににぷぷいい主黄主綬燈色色 良時
階褐色土b き菱 ム6.4 1110 内証言 ロ綾部ヨコナヂ、磨署協へラケズリ 内ilii

47 
K -8-b 土師器 斑28.6 ロ綾部 外田 ヨコナデ 議 0.5闘の長石、1.0悶以下 外面・燈色

良野
陪褐色土b き菱 L>4.8 1/10 内函ー口縁部ヨコナヂ‘関節へラケズリ の白色砂殺 内面控色

48 
L -8-a 土師2苦 *28.1 

口縁山子ヨコナ
筏 1.0隔の長石・白色砂粒 外面:にぶい浅黄怪色

良好
暗褐色土b L>5.0 1/1 口縁部ヨコナデ、続部へラケズリ 暗褐色粒子 内面:にぷい浅黄綬色

49 
)-11 今、25.5 日設 ヨコナデ 首 2.5回以下回白色砂粒灰 外面:にぷい極

良歩子
精褐色土b L>4.0 I!lO 内面:口銃部ヨコナデ、闘部ヘラケズリ 色砂粒、 0.5岡田怒母 内面:褐灰

50 
) -11 土師器 諜31.3

日縁部1/8
外面:ヨコナデ 密 0.5闘の長石、 2.0閣の罪

外商災明綬首褐色色 且好
震音褐色土b き建 ふ6.5 内面:口縁部ヨコナデ、 E詩書事ヘラケズリ 褐怨粒子・白色砂投 内面

51 
~!-11-d 対 21.2

口綾部1/6
外留:ヨコナデ

密 1.5図白白色砂粒
外部・赤褐怒

良野
震音褐色土b L>4.0 内密 ヨコナデ 内面事掲色~掲灰色

52 
L -10-b 出28.5 口綾部 外霊童 ヨコナデ 議 0.5岡田3雲母・赤褐色栓 外阪 にぷい浅草者鐙f!!.

良好
時相色土b L>4.7 1/10以下 内面:口縁部ヨコナデ、関節ヘラケズリ 子、1.0岡田白色砂鞍 内面 lこぶいj芸能控色

53 
)-11 土師掠 お28.0

口綾部1/8
外価 口縁部ヨコナデ.劇部ハケメ 街 1.0回目長石・白色砂粒・ 外国浅黄控色

良好
暗褐色土b 鼠? ゐ7.6 内面 口縁部ヨコナデ、関節ヘラケズリ 赤褐色粒子 内面 t皇賞抱色~褐灰色

54 
L -8-a 土師器 出40.6 口縁部~鼠 外面ナデ 笛 2.0闘の白色砂探・長石・ 外商にぷい褐色

良好
務格色土b 霊童 L>7.3 E右上半1/10 内面 o綾部ナデ、関部ヘラケズリ 石英 内面にぷい髭佼色

55 
K -12 土師器 *17.0 

口縁部1/8
外国ヨコナデ

密 1.0-3.0岡田長石
外調

<.lt岡乎九山""日d号 良好
絡橋色土b 震装 L>6.0 内面 白縁部ヨコナデ、務部ヘラケズワ 内面.

56 
)-l1-b 土鋪器

底部1/10
外箇ハケメ 窃 5.0悶以下回白色・黒色 外田・燈色

良好
陪褐色土b 趨 L>10.0 内面。へラケズり 砂粒、石英・陣石 内面浅黄慢色

57 
L -10-c 土師器

焚口部1/5
外 面 ナ デ ユ ビ オ サ エ

[密石英2・叫務褐色下粒回子白色砂粒 外内国磁 4:1にこぶ互いい浅浅筑黄燈援色魚~図色 良好
階褐色土b 震喜 ム9.6 内ilii ナデ

月
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第 3章調査の成果と記録

遺物h 霊3 構位 m思 m叫 2口苦径肉((Cc弱m)) 残存率 調主在・文絡 給土 色詞 焼成 儲考

58 
L -9-d 土師器 焚口部 外商ナデユピオサエ

官 1.0間以下の白色砂粒 外部 a 会災/(1怒空色色 良野
階潟包土b 費量 ム10.9 1/10 内00 ナヂユピオサエ 内面

59 
}'i -lQ-a 士事官器

把手1/1 外内磁面Iー:手ヘづラケくねズ成リ形 ハケメ
筏 2.0悶以下の白色砂殺

外医 ::iiこe ぶduLuh浅it>草者鐙2也街 良好
崎褐色土b 間 s6.9 3雲母・極褐色粒子 内国

60 
L -10-b 

土帽叶需1 ムーー~| 四四沼山A九 1I R偲REZ : EぶEJJ二泣;2EE2T必形

密 2日国以下の白色砂粒 外面:陸色
良好

陪ill色土b 監詰 詞華不明 灰色砂粒・褐色校子 内面.にぷい位色

61 
M -10-b 士師 ・ユピオサエナデ 密 2.0闘以 Fの灰色砂粒・ 外商誼控色

良好
経褐色土 b 信託 認さ霊不明 暗褐色砂粒・ 3霊母 内面笹色

62 
J-ll 土師 ・ナデ 笛 1.5回目白色砂粒・暗褐 外国浅賀抱色

良昨
事青褐色土b 長話 2建設不明 色砂粒・ 3雲母 内磁 iこぶい浅黄控色

1 
J -10-b 須恵器 、人14.0

1/5 外喜査。包自l転転ナナヂデ、天井部也事えヘラケズリ 密1.0-3.0悶の白色砂粒、 外国 背訳色
堕絞

1M褐色 邦議 s4.3 内証百 1.0臨以下の灰色砂粒 内面 持f灰色

2 
L -10-b ;~14.6 

1/3 
外面沼転ナデ、天井{話回転iヘラケズリ i!i 1.0闘のE黒褐色砂殺・持 外00 灰色

察i迂11¥筒色 s14.5 内面倒転ナデ 認f主粒子・臼告砂粒 内紛灰色

者講
:"12.0 

口縁部1/8
外国回転ナデ

密 0.5聞の烈色粒子 外留ーa 尚背三灰灰住色 思級s3.2 内面回転ナデ 内面

4/5 
外商 回転ナデ、天井部回転へフケズリ

密1.0岡田自色砂粒
外面:灰色

展段
s3.3 内面回転ナデ 内而:灰色

茨15.0
日持部1/8

外緬回転ナデ
省 I.C闘の白色砂粒

外価:灰色
竪歓

s3.7 内認ー在3転ナデ 内面，灰白色

6 
K -10-a 須珪!*苦 長11.0

口緑$1/8 外岡 ::iiE司転転ナナヂデ、天井部へラオコシ íî.~ 1.0岡の白色砂粒石英
外i町灰白色

自主続
議褐色 邦議 s3.1 内聞 内部 疋住

7 
L -9-c "<12.9 

口絵師1/5 外商:天関紙井部ナ在デi転ヘラケズリ 口綾部閉転ナデ 密 0.5-1.0悶の白色砂栓・ 外街灰色
堅続

筒色 ム3.2 内面 思斑状粒子 内隠灰色~絞読色

8 
L -8-d 須:'<!f.路

1/2 
外面 回転ナデ、底部@I転へフケズ'J i!i 2.0悶以下の虫色砂絵、 外面灰色

思段
然掲色 坪身 ム2.7 内面目 凹転ナデ 1.0聞の白色砂粒 内聞 灰白 色

9 
K -9-c 須謀総 ;f{lu.6 

日綾部1/8
外価 閉転ナデ、底部回転へフケズリ 資 0.5悶の白色砂粒・ J'-¥色 外面白灰色

豆H珪
J民褐色 郎身 ム4.0 内面凶転ナヂ 粒子 内問灰色

10 
K -10 1ft恋器 ，"9.6 

1/1 
外前 悶転ナデ、底部へフオコシ・へフギリ・へフ記号

密J旦褐色1.0砂回粒以・ Fの灰色砂粒-
外面灰色

堅段
>>，洛岱 坪身 ム3.8 内面回転ナデ 石英 内面灰白色

11 
L-l1-c 須怒号苦 ※10.1 

口縁部1/8
外商I 悶転ナデ

密 1.0闘の灰色砂粒
外00:灰色

原鼠JH褐色 杯身 ム2.8 内面回転ナヂ I勾面々灰邑

12 
L -12-a 須惑E苦 );<12.0 口綾部~ 外直言 問転ナデ

省 0.5........1.0悶白白色砂粒
件関:紫灰色

思綾
f封筒色 時身 s2.8 続出1/8 内陣・閲転ナデ f持商:紫灰色

13 
K -09-c 須恵器 13.2 

3/4 
外面 白転ナデ、関誌にニp，思透かし穴l問所挺担透かし穴i認所

密 0.5-1.5闘の白色砂粒
jj.語I 宵灰色

~~段 胎土分析SJ.43m褐色 日.'千 9.0 内閲閉転ナデ 内面背灰色

14 
K -9-b 

須語道珪部;，:ll} 
脚部上半 外調回@j転転ナナデデ使、透かし孔穿孔. 2条の沈隷 務 1.0闘の白色砂粒

外四背灰色
堅段

長脚2段透孔の

黒褐色 ム6.8 1/2 内樹 内面宵決色 高坪とみられる

15 
K -9-b 須肉迂坪;.~苦 応部1/2

外面:停車諸国転ヘラケズリ、揺回転ナデ詮透かし孔{長方lii)穿孔
自 1.0図の灰色砂校

外 聞灰 色
堅段

j品褐色 6.2.8 内閣悶転ナデ 内 商沃 邑

16 
L -9-c 須蕊2苦

劇部1/6
外面i:回転ナヂ、関苦言中位に2条の沈絡を絡し、その間に波状文 務 4.0図以下の白色砂校、 外語灰色

堅長主m褐色 題 ム4.5 内而回転ナデ 1.0臨の見i斑状粒子 内 溺灰 色

17 
L -7-d 

須弘4、{器 底部1/8
外面箆転ナデ、銭節回転へフケズリ後、ナデ 経 1.0-2.0闘の灰色砂粒・ 外 面灰 白色

思紋
:M褐色 ム5，8 内刻印転ナデ 自色砂粒 内 聞灰 白色

18 
L -9-a 須宝!!!豊.(~g 〆く18.0 日縁邸~ 外00 口絵郎ヨコナデ、関部平行タタキ

密 1.0回以下の白色砂粒
外面:灰白色

良貯
務土分析ぬ42

恩給色 ム15.6 岡部1/4 1"而 口綾部償ナデ、岡部同心I~文 内国灰白色 提丘があまく。工醤孔

19 
L -7-d 須海路 闘部上半 外国回転ナデ

密 1.0回目白色砂粒
外面:灰色

察続
E話路色 遜 ム11.9 1/10以下 内面回転ナデ 内磁:灰色~灰白色

20 
K -6-b 須慾若苦 ;::~22.0 

脚部1/5
外部カキメ

告 1回以下の白色砂粒
外四:灰色

回数 ;ffi色慾彩あり
HJ，褐色 J霊法 ム15.2 内面ナヂ 内街灰色

皐
16.6 

4/5 
外在室 摩滅のため、滋毅不砂j 密 1.0四白白色砂投・赤潟 外i画。にぷい浅黄滋色

良好
9.7 内面暗械のため、議整不明 色粒子答母 内稲 !こぶい黄段色

京 11.5
口闘綾部部l/~2 

外商風化のため調笈不明
密 4.0閑以下回自色砂談

外而 f)(魚~にぷい主主鐙色
良好

ム5.5 内面ー風化のため調整不明 内面浅賀燈色~灰色

，て13.2 口縁部~ 外出:ナデ 街 0.5回目弗褐色枝子、1.0 外断。 iこぶい策強色
良好 !耳斑あり

ム4.6 閣官官113 内国:ナデ 闘の白色砂粒 内面燈色~にぷいlIi鼠色

涼 11.4
関部1/3

外邸ーナデ 密 l阻以 Fの蹄石白色砂 外国・にぷい苗燈色
良好 赤色E色彩あり

s4.5 内J面ナデ 粒 内面にぷい黄鐙怒

25 I L;民間10色 b 唱す…
密 1.0閣の白色紗粒・灰色

外I勾蕗国:騎同手fiI---l::'"え灯、時必 Ol<f 
外内内摘国回 。指頭fEl直

砂粒事褐色枝子

出事
ナデ 密 1回以下の輝石・白色砂 外開:浅蕊桜色~黄信2色

良好
ナデ 粒 内部:浅賀誼色~黄怪色

続ftj完 ふ4.9 脚部3/5 外内部国 ヨヨココナナデデ
密 0.5聞の雲母、1.0聞の白 外面:7:主黄間色

且貯
色砂粒・舷褐色枝子 内面:浅主主怪色

土5却鍋ftj諸車 6.5.1 脚部1/4 外内面部 ヨヨココナナヂデ
密 2.5回以下町白色砂粒、 外聞にぷい首位色

良肝
内部。にぶい黄燈色

29 
L -9-b 土締法

脚部3/5
外語ヨコナデ 密 0.5........1.5四の白色砂絵・ 外 隠 明 銭 綴 色

良好
黒褐色 関付埼 6.3.2 内閣ヨコナデ 灰色砂粒・石英 内面筑 怪色

30 
L -9-b 土師器

胸部213
外面:ヨコナデ・ハケメ後、赤色慾彩

笛 2.0-3.0闘の白色砂粒
タト語1 にぷい錠綴色

f，jJr 
黒褐色 高郎 s2.8 内町:ヨコナデ 内面々にぷい拭1恒色

国憲
土師路

脚部114
外面:ヨコナデ 密 1.0悶以下の府褐色粒子、 外国明黄鼠色

且好
関1付1完 ふ3.0 内閣:ヨコナデ 0.5回の白色砂救 内面‘にぷい黄笹色

土師詑 、;U7.6 
日縁部1/8

外面:ヨコナデ 密 1阻以下の白色砂粒・ 2塁 外[面 iこぶし当賀極色~明黄燈色
良野

霊童 6.5.0 内磁 ヨコナデ、ヘラケズリ 母 内部 にぷい草主総色~境賞褐色

土釘2苦 :号~12.7 口縁語: 外fIjj ヨコナデ
笛 0.5........2.0岡白色砂粒

外留にぷい策綬色
良好

翌 ム3.5 1/10以下 内閣 口綾部ヨコナデ、関部ヘラケズリ i*I爵:浅黄色~にぷい員褐色

34 
L -8-a 土師穏 }災19.2

日務縁部部1/~4 
外部 口縁部ヨコナデ、間部ハケメ

管 3.0闘の白色・灰色砂窃
外商:鳴館褐色~庖色

良好
黒褐色 5璽 ム14.0 内面 口縁部ヨコナデ、居導部ヘラケズリ 内面:怪色

35 
L -12-b 

土き師菱器
;;:::17.2 臼縁部 外面ヨコナデ 官 1印聞の白色砂粒・事掲 外田 にぷい賞位色

良好
Jl¥褐色 s3.8 1110 内閥 口綾部ヨコナデ閣部ヘラケズリ 色投子灰色砂粒 内閣にぷい前隠色

35 
L-I1-c 土師滋 出15.3

口綾部1/8
外面ヨコナヂ

密
|外国燈色

l'Hf 
:1-，褐色 き菱 ム4.2 内館 ヨコナデ 阪にぶい黄綬色

37 
L -10-b 土師提器 1<19.1 ロ綾部 外面l 口縁部ヨコナデ、関詰手滅的ため議整不明 諾1.5回目白色砂粒・灰色 外 面援 色

良好
黒褐色 ム8.7 1/10 内面 a 日綾部ヨコナデ、岡部ヘラケズワ 砂粒・赤褐色粒子 内蕗 iこぷい絞色

38 
L -8-a 土師鵠 "<16.3 日縁部~ 外面ー口縁~図上半ヨコナデ、関下半ハケメ 議 0.5-3.0闘の白色砂粒・ 外函にぷい謎燈魚

且好m禍邑 喪 ム9.6 劇部1/4 内面ー口縁部ヨコナデ.岡部へラケズリ 灰色砂粒 内面にぷい首位色

39 
L -8-a ;*16.6 

口縁部1/7
外面:ヨコナデ 詮~: 0.5.......2.0回以下町白色砂 外面‘浅黄色

良好
Ji.¥褐色 ム3.9 内面:ヨコナデ 粒・灰色砂粒 内面浅黄擢色

40 
L-ll 

土雪師量皆
"H6.0 

口縁部1/6
外面:ヨコナデ

密 1.0-2印田町長石
外面浅黄燈色

良H.
黒褐色 ム7.0 内閣ーヨコナデ 内隠浅黄綬色

41 
L -9-b 、06.8 o綾部 外面ヨコナデ 務1.5回目白色砂粒灰色

丹ト函ー:浅1=政ょくjし登3色l-t't出4窃f" 且昨
J!¥1品色 ム6.3 1/10 内面 口縁部ヨコナデ、関部へラケズリ 砂粒・陪褐色粒子 内官話

42 
L -10-c 土師詔 :認18.2 口縁部 外面ヨコナデ 密 1.0闘の白色砂粒・騎絡 外商:段色

良時
祭褐色 現 ム3.0 1/10以下 内版ヨコナデ 色粒子 内閣:にぷい段色

43 
K -9 土師鵠 日縁部 外部ヨコナデ 密 1.0闘の白色砂粒、 2.0阻 外荷浅lIi怪色

良好
!!;ぬ包 き菱 1/10以下 ，lqu百 ヨコナデ 以下町白色砂粒 内面投首授色

44 
L-ll-d 土磁器 口事支部 外街ヨコナデ 密 0.5........2.0国以下町白色砂 外面浅黄色

良好
黒褐色 き菱 1/10以下 内面 ヨコナデ 粒 内面 浅ま竜燈程
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第 3節包含層の調査

遺物h
i翠機

器鼠
口f壬(cm)

残存率 言寄整・文際 胎土 色調 焼成 備考
関{立 2号高(cm)

45 
L -9-b 土錦是号 て07，2 口綾部 外聞ヨコナデ 1!f; 2，5mの石英、1，0闘の赤 タト箇.にぷい筏色

良好
黒褐色 宝聖 ム3.2 1/10以下 内面'ヨコナヂ 褐色栓子・自色砂粒 内藤鐙色~にぷい誇筏色

46 
L -12-c 土師鵠 ，，20，1 口録部 外国ヨコナデ 笛 0.5.......2.0岡以下回白色砂 外価にぷい黄綬色

良好
1M褐色 翌 ム3.8 1/10以下 内面ヨコナデ 粒 内面。にぷい蹟燈色

47 
E-15 土師器 ，*18，0 

日縁部1/8
外面ヨコナデ 結 3.0園以下回白税砂際 外国i 位色~浅黄燈色

良好
黒褐色 霊童 ，6.5.0 内藤ヨコナデ 長石・石英 内言語 浅主主授邑

48 
L -8-a 土師器 お16.5

口綾部1/3
タト麗 ヨコナデ 密 0.5回目灰色砂粒・赤褐

外面マ浅t主黄主主E絞霊色色 且好
黒i褐色 き塁 64.6 内直言 ヨコナデ 色救子 内福

49 
L -8-a 土関翌経 3iH7.9 

口縁部1/6
外語ヨコナヂ

議 4.0回以下回白色砂穣 外商、 t浅芸誌裁燈緩佳色 良好
JlJ，褐色 .6.4.55 内面ヨコナデ 内面

50 
L-9-c 土師器 者16，1

口綾部1/6
外商ヨコナデ 容 0.5--1.5闘灰色紗粒・赤 外部 にぶい主主燈色

良好
JX¥掲色 王室 ム3.6 内i而ヨコナデ 褐色粒子 内面にぷい黄鐙色

51 
K -g-c 土師器 *!15.6 口綾部~関 外皿 口縁部ナデ、 ~l部ハケメ 密 1，0間以下回白色砂粒・ 外国にぷい桓色

良好
黒褐色 資 .6.5.65 部上半1/6 内面 口組部ナデ、至高部指押さえ、闘部ケズリ iIf，筒色粒子 内聞にぷい笹色

52 
五1-11…b 土師器 日13，0 口殻部~ 外国 口縁部ヨコナデ、間部ハケメ

密 1，0岡目白色砂蛇
外i而，浅黄段色

良野
i話褐色 主要 ム8.2 薦書官1/2 内面 口綾部機ナデ、務部ヘラケズリ 内頚:浅草者燈色

53 
K -g-a 土錦護援 ※18.2 胸部上半 外国ヨコナデ

密 1，0-2.0回白石英・陣石
外商

良好
!黒褐色 .6.12.7 1/4 内部 ロ綾部ヨコナデ、劇部ヘラケズリ 内節

54 
K -9 土締愛2君 出9.7

口闘綾部部I/~3 
外面ナヂ 9 密 0.5.......3.0以下白羽f!j砂

外面ににぷぶいい災詫燈経色色 良好
黒褐色 ム4.4 内面 口綾部ヨコナデ、頚部指押さえも劇部ヘラケズリ 粒・灰色砂校 内i富

55 
お1-11-b 土師器 ※13.6 

口綾部1/6
外面ーナデ

密 0，5.......1.5岡田灰色砂粒
外面脱税

良好
議街色 翌 63，9 内面 口縁部ナデ.闘部ケズリ 内面浅黄燈色

56 
三1-11-b 土師器 摂 13，5 口綾部~周 外聞3・口鋭部ヨコナデ、闘部ハケメ ~; 2阻以下回白説砂粒・灰 外面にぷい箇極色

良好
黒褐色 翌 .6.5.65 部上半1/4 内面:口縁部ナヂ‘闘部ヘラケズリ 色砂粒 内面にぷい筑隠色

密 2回以ードの灰色砂粒・ 3雲 外箇浅黄燈色
艮好

訂5明ωH|MM3民ふ-4LγYJ2||||土土官哩ZザE罷協 |111222ム221Z72。l民rmZtm主1右7;局引21113ZA謡EEEニ:̂ -7氾BJA-11:2ズズヂコリケナメ 聞係 ラケ

母 内面 i主持燈色

窃 1，5回以下回白色紗粒 外街浅能絞
良好

ケズリ 淡褐色砂殺・輝石 内閣 f芸誌鐙

密 2岡田臼色・灰色砂粒
外面 浅草者綬色~後色

良好
内面浅t立燈色

文
管 1，0闘の石英・白色砂粒

外面燈色
良好

内組浅2有限

61 
M-11-b 土師a， 京 17.1 口紋部~閤 外面ナヂ 密 0，5--1.5回以下の灰色砂 外'JI:浅黄笹色

且好
i誤認色 ~智h ム4，0 部 i二学1/5 内面 口綾部ナデ、闘部へラケズリ 投車褐色砂粒 内00 浅前段色

62 
K -9-d 土師慰 摂22.3 口綾部 外面ヨコナデ 密 6，0回以下回白色砂・赤 外面:にぷい浅黄鐙色

良好
!!A褐色 霊童 ム5，5 1/10 内麗 臼縁古事ヨコナデ、関節ヘラケズリ 褐色絵子灰色砂粒 内面:にぷい浅詫絞色

63 
K -9-c 土色fI器 ;:H8.7 口綾部~ 外磁 口口縁綾部務ナァデデ、、総書官ハケメ 務 0，5-1，5回目白色砂粒・ 外凶j:鐙色

良好
JIl褐色 霊童 ム9，5 関節1/5 内密 閉部ヘラケズリ 車総金砂粒 内面:明謀格色

64 
K -9-d 土防器 *28.3 o縁部 外務ヨコナデ 諮 1，0閥的長石・綜褐色粒 件直話‘浅草竜綬

良好
黒褐色 5望 ム5.4 1110以下 内面 口縁部ヨコナヂ、関部ヘラケズリ 子・自色砂粒・~母 内面‘浅黄燈

65 
K -9 土師毘

底部117
外面ハケメ 1t; 1.0閣の談街色砂粒・白 外価にぷい浅黄段色

良好m掲色 E託 ム8，0 内面。陣語去のため、調設不明 色砂粒・暗褐色粒子 内面。にぷい浅黄隆色

66 
K…9…d 土師器 長さ8，9

把手1/1
外面ナデ 官 3口回目白色砂粒・灰色 外面積色-1こぶい但色

且好
#A掲魚 若宮 l事さ4，2 内illI ヘラケズリ 砂粒 内溺怒色-1こぶい隆也

67 
K -6-b 長さ6.6

把手111
外街ナデ

密 2.C回以下白白程粒子
外聞浅茶色

良好
，?，t潟f!j l撃さ3，2 内随一 内朗読黄色

68 
M -10-b 土鱗~，

j巴手4/5
外面手づくね成形・ナヂ 密 0，5岡田氏@砂粒・時掲 外I面 鐙f主~にぶい援を主

良好
!~掲色 図 ム4，8 内箇残存せず 色砂粒 内面にぷい抱色

I 
M-lO・ 11 土続器 日16，0 口綾部~ 外官室 a 口綾部ナデ、続部は滋{ヒのため不明

密 1-2岡田白色砂一段
外務浅黄縫色

良好

上~士士fl器L認-I 集1集-0中中1・1 i 1 l l 

ま鬼 ム5，7 応部1/1 内面:口綾部ヨコナデ、 E詩部へラケズリ 内面白浅黄笹色
ト一一一一

|土商師坪器
17，5 外面:ヨコナデハケメ、全面#色強彩 外面:iIf，燈

2 
66.2 

時部111
内面:ヨコナデ、全閣iIf，色強彩

奮 0.5闘の白色砂粒
内面ー車砲

良~f

ト一一一一
土師器 外面:ナヂ 密 1，0-2，0岡町長石・石英・ 外面:燈色

3 
土器5革命 l 主主持 3.1 

脚部1/4
内街:ヨコナデ 開石 内街:綴色

良好

4 
1{-10 士郎総 出7.0

脚部1/2
外面:ヨコナヂ 告 i間以下の悶石、 2聞の 外面:にぷい前怪色

良好
土器集中 1 革期付1完 63，0 内街:ヨコナデ、ヘラケケズリ 白色砂粒 内隠‘にぷい紫綬色

b 
お1-10 京 15，6

ロ線車部遺書l事/~2 
外国・ロ縁部ヨコナデ 関若宮ハケメ 密砂粒1.0--5日臨の自伎 灰色 外部:I!l住~号~策褐色

良好 岡部煤付宥
土器集中 1 .6.17，7 内面 白設部ヨコナデ、岡部ヘラケズリ 内面燈色~移td主総色

6 
K -8-b 土師密 京 16，0 口縁部~ 外耐 日経部ヨコナデ、関節ハケメ

密 1，0-2，0閣の白色砂粒
外藤隆色

良好
土器集中 1 翌 616.1 闘部113 内面 口綾部ヨコナデ、岡部ヘラケズリ 内面経色

7 
M-I0'11 土師器 *19，6 口縁部~屑 外面 口縁部ヨコナデ、園部ハケメ

苗 1，0-3，0面白白色砂敵
外面浅黄抱色

且好
土器集中 1 現 615，0 部上半113 内面 臼縁部ヨコナヂ‘岡部へラケズリ 内面浅黄燈色

8 
出 -10 土師慰 ~~2 1.7 口綾部~ 外商 口綾部ナデ、際部ハケメ 笛 0.5.......1.5岡田白色砂粒 外商浅黄褐色

良好
土器築中 l 翌 ム6，1 関部114 内密 口縁部ヨコナヂ、溺ilIlへラケズリ 長石 内面 ;長策絡色

9 
M-I0・11 土師器 京19，8

白紙部2/3
外臨 日産量部ヨコナデ、線部ハケメ

密 2，0-3，C回目白色砂粒
外関 浅ま竜俊色

良好
土器集中 l 護 ム8，3 内富l 口縁部ヨコナデ、総書官へラケズリ 内面・;主黄鐙岱

10 
日 10・11 土師器 23.4 口綾部~ 外証言 口縁部ヨコナデ、総務はE草花著しく不砂i

密 2回目白色・灰色砂粒
外郎 f長持褐色

良好
土器集中 1 翌 18 関部1/2 内面 白紙部ナデ、闘部へラケズリ 内面‘浅賀褐色

11 
M-I0 土師器 京15.6 口縁部~悶 外面 口縁部ヨコナデ、闘部ハケメ

密 1，0-2，0回目灰色砂粒
外聞浅黄股色

良野
土器集中 1 現 617.4 部下半1/3 内面 口絃部ヨコナデ、園部へラケズリ 内面。浅黄燈色

12 
}.1-10 土師器 出21，0 口縁部~ 外箇 口縁部ヨコナデ 密 3，0間以下目白色・灰色 外面黄燈色

良好
土器築中 1 E翌 613，9 E詩書官112 内面 ロ縁$ヨコナヂ、関節へラケズリ 砂粒、赤潟@粒子 内頭ー芸者燈色

13 
お1-11 土餅器 劇部上学 外関ヨコナデ、ハケメ

面 1，0-2，0回目白色砂粒
外在百合浅草竜授色

良好
土滋主義中 l 宝建 ム6，8 1/10 内面穏いナデ 内部:浅策総色

1 
L -9 士事事器 *14.8 

郎部1/1
外留ヨコナデ、ハケメ 密1，0-2，0回の灰色砂粒・ タ内ト箇面歯に綬色 良好

土器集中2 高時 ム6，7 内面ヨコナデ 白色砂粒・雲母 ぷい怪色

3 
L …9 土師器 表12.8 口縁部~ 外面ナデ 音 0.5--1.0岡田白色砂粒・ 外面:抱色

良野
土器集中 2 出，Nl唱 ム8，3 脚部113 内面ナデ、脚部内面一部ハケメ 赤筒色粒子 内面・桓説

2 
L …9 土師器 出13，0 口縁部~ 外面ナデ 密 5.0回以下の弗褐色枝子・ 外面燈色

良好
土器薬中 2 E唱fせ潟 .6.7.4 務部1/8 内ini ナデ 白色砂粒 内隠後色

4 
L -9 土師器 鈎筏7，6

関部1/1
外面:ヨコナヂ 部ヘラミガキ

密 2.0岡田白色砂粒
外面鐙色

良貯
土音量1寝中 2 号車{私書 66，0 内務ナデ Vqu草授色

b 

土土悟器LL集集~中中99 22i i 土師坪器

※ 14，0 
口縁部112

外語:ナデ
管 2，0-3，0聞の白色砂粒

外語黄鐙色
良野

64，2 内面:ナデ 内面黄腔色

土師器 脚径7.2 外田:ヨコナデ 外面抱色
6 

脚付埼 .6.2.9 
抑部1/1

内面:ヨコナデ
密 1，0回目白色砂粒

内箇程色
良好

4 
L -9 土師~ 関節上半 外面:臼縁部ナデ‘岡部ハケメ 密 1.0......2口岡田灰色砂粒 外面燈色

良時
土器集中 2 き菱 68，7 1/6 内00:口縁部ナデ、 E書官官へラケズリ 白色砂粒 内閲鐙色

1 
K -10 

須部恵室器主
9.5 

1/1 
外面:回転ナヂ、天井部ヘラオコシ後へラギリ 富 1，0閣の白色砂粒・灰色 外面沃程、口密部は暗灰色

竪綾
土器集中 3 3，7 内問問転ナデ後、静止ナデ 砂校 内閣灰色

2 
K -10 土邸器 勝径7.3

腕部3/4
外函，ナヂ 密 1，0闘の白色砂粒 .1寄褐 外面・浅首燈患

良好
土器集中 3 開付培 64，0 内面ーヨコナデ 色粒子 内面浅首位色

3 
K -10 土師器 ※7.4 

関節1/3
外面ナデ

笛 0.5--1.0回目白色砂粒
外面怪色~明策関色

且好
土器集中 3 脚付瑞 64，2 内面ヨコナデ 内面明員褐色

4 
K -10 土師器 〉く18.2

日綾部1/8
外面ヨコナデ 密 2閣以下回日色砂粒・灰 外面'にぷい貨陸色

良好
土語苦E集中 3 き建 64，6 内部 ヨコナデ 色砂粒 内00:1こぶい黄紅色

s K-I0 土締器 :τ16，8 口綾部~ 外部ナデ 議 0.5--2.0闘の灰色砂粒・ タ下関 佼色
良好

土器集中 3 き翌 .6.5.2 磨署部上半 内面口縁部ナデ務部へラケズリ 震音赤子母魚粒子 内面:経@

ハ同
υ

1
i
 

寸
1
4



第 3章調査の成果と記録

遺物?む
送機

il諮士ず積!i222122JlI残存tヱ率 E司E霊・文槌 飴 土 色言電 焼成 備考
草書 {主

6 
K -10 外調:ヨコナデ

密 1阻白色砂粒 外笥:ーににぷぷいいj箆蕊褐鐙色色 良好
土器集中3 内面ヨコナヂ 内節

4 
K -10 土師器 ::2::18.0 日銀部~ 外面 口綾部ナデ、劇部ハケメ後ナデ 密 0.5......4.0臨の白色砂粒 外商 鐙色

良好
土詩集中3 き霊 ム5.1 闘部上半 内面 目綾部ナデ、関部へラケズリ 灰色砂粒 内聞にぷい燈色

8 
K -10 土師路 7そ23.7

日潔縁部部I/~6 
外面ナデ

能 0.5回目白色砂粒
タト面。 iこぶい緩急

且9子
土詩集中 3 室電 ム5.9 内面 白綾部ナヂ、務部ヘラケズリ 内面 :1二ぷい11!色

9 
K -lO 土阪銭銀 三千、30.0 自綾部 タ事前ーヨコナデ 密 2-3阻目白色・灰色砂 外面:極色~氏賞褐色

良灯
土器襲中 3 ム5.2 1/10以下 内密:ヨコナデ 粒 内面:極色~灰褐色

10 
K -10 土喜翌事録 京30.1 ロ韓蕗~欝霞 外語:ナデ 議 0.5-1.0回目白色砂粒・ 外面:にぷい紅色~褐色

良好
土密集中 3 ム7.1 上半lilO以下 内面:口綾部ナデ、闘部ヘラケズリ 階潟色粒子 内函ーにぷい褐色~授色

11 
1王 10 土師器 、:::30，0 日綾部 外面:ヨコナデ

密 O.5-2.C園白色砂粒
外陸軍 明帯掲色

良好
士官詩集中 3 5星 ム3.5 lil0以下 内国ヨコナデ 内麗・号号赤褐色

12 
K -10 土陶器 ※36.0 口綾部~閤 外面ナデ 密 0.5-2.0閥の白色砂粒・ 外箆縫色

良好
土E苦怒中 3 き塁 ~6.6 官官上半1/5 内節。口綾部ナヂ、間部へラケズリ 灰色砂粒 内面紅色

13 
k-IO 土防器 認定23.8| 口部綾上部半~1/務9 

外面ナデ 筏 0.5-3.0閣の白色砂粒・ 外面にぷい黄隆色
良好 議斑を有する

土R6~長中 3 き建 ム5.7 内箆 口縁部ナヂ奇書官ヘラケズリ 非褐色粒子 内閉経色~灰褐色

14 
K -10 土綴喜善

底部
外開ナデ

密 2回以下の白色砂粒
外面浅賀笹色

且好
土器集中3 溜 ム3.7 内面ナデ 内面浅黄極色

15 
K -10 土師;揖

焚口部
外部ナデ i筏赤褐3色叫粒子下回白 色附

外面白灰誠褐色-1こぶい黄抱色
良好

ゴ器集中3 震霊 ム22.1 内面へラケズリ Z持活 灰焚褐古車~にぷい箆鐙色

16 
K -10 土師諾 a手1/1

外国ナヂ、ユピオサエ工具痕あり 議 l.Orr習の自色砂殺・灰億 外童話 にぷい裁綬色
良好

土器集中3 鼠 5.9 内面 砂粒・ 2塁母 内面 !こぶい麓後色

17 
K -10 土師斡

!E手1/1
外国ナヂハケメ m 1，0回目白色砂粒・霧石 外商 f主資綴色

良好
土器集中3 長室 内磁へラケズリ 石英 内面浅黄怪色

日 -15 土鋭怒
底部1/5

外語ハケメ 密 1、O閣の白色砂粒石英・ 外 国浅 黄色
良好

北区谷部 署警 ム17.0 内語I ハケメ後ヘラケズリ 淡褐色紗粒 内 面黒褐色

2 
K-9 土皇帝怒

底部1/10
外 謝 ハ ケ メ を苦 1.0閣の白色砂粒綴お・ 外 面阻 色

且好
培高邑土，-b 題 ム10.5 内面へラケズリ 石英 内00:鐙色

表66 南谷部包含層出土有孔土玉観察表

遺物ro. 遺構 革連位 形 態 | 高 さ ( 叫 悩 ( 叫 孔 径(c阻} mさ (g) 飼盤文様 i 飴土 色詞 焼成 筒 考

14 M -9-d 茶筒色 管状 3.7 3.6 0.6 41.0 粗いナデ 0.5-1.5回石英・白色砂粒を吉む 淡黄色 良好

15 K -9 茶褐色 球状 3.2 3.2 0.5 27.8 ナデ 1阻以下回白色砂粒を含む lこぷい黄色~黒褐色 良好

16 K -9 茶褐色 球状 3.2 3.1 0.3 26.8 ナデ 1四の白色砂粒・輝石を古む? 浅黄色~晴氏黄色 良好

43 l¥ -10-d 暗褐色a 球状 3.4 3.2 0.3 30.4 間取り後、ナデ 0.1図以下回輝石 白色砂粒を含む にぷい黄色~陪灰黄色 良好

63 K -7-d 暗褐色b 球状 ム2.5 ム1.2 不明 6.1 ナデ 1-2悶の部色砂粒を含む にぶい貿控色~褐灰色 良好 If2究鍋

64 M -10-b 暗褐色b 球状 3.2 3，5 0.6 30.8 丁躍なナデ l悶以 Fの白色砂校・館石を古む にぷい黄綬色~筒灰色 良好

65 K -9-d E音褐色 b 球状 3.2 3.5 0.3 37.0 ナデ 0.5岡田石英・輝石を宮む にぷい貿色~崎貴褐色 良好 一部タ:111

69 K-9 褐色 球状 2.3 3.3 
ミ明45 12.8 

ナヂ O.5mmの関石を吉む 明褐色 良好 I(2):!ft 

70 K -9-d 黒褐色 球状 2.9 3.2 27.2 ナデ 0，5回目石英・爾石を古む 浅黄色~陪灰貿色 且好

71 K -9-a 黒褐色 原状 3.0 3.4 32.6 粗いナヂ 0.5闘の白色砂擦を含む 踏ま竜D<f!l 良好

72 K-9-a 黒褐色 球状 3.1 3.1 0.4 25.6 ナデ 0.5回白色砂粒・輝石在含む 浅黄色~陪灰黄色 良好

73 K-9 黒褐色 球状 3.1 

÷行子
28.6 ナデ 0.5-1.0四日色砂粒・輝石を古む にぷい黄色~暗灰黄色 良好

74 K -9-c 黒褐色 球状 3.2 25.6 面取り後、ナヂ 0.5聞の輝石を含む にぷい貨燈色 良好

75 J -10-a 黒褐色 球状 3.2 3.2 0.5 30.0 丁寧なナデ 0.5悶白色砂粒 .E突を含む 淡黄色~黄灰色 良好

76 K -9-c 思筒色 球状 3.0 3.4 0.5 
りナ低デナデ 1i 0055回聞のの白白色色砂砂粒粒・・ 採石を含む

褐灰色 良好

77 K -9-c 黒褐色 球状 3.0 3.0 0.4 23.2 面取 関石を古む 褐灰色 良好

78 K -9-c 黒褐色 管状 2.3 29.8 ナデ 0.5闘の白色砂粒・間石を古む

|打げ浅百音貨黄氏黄舷灰貨色色色 良好79 M -ll-a 黒褐色 管状 3.1 不明 20.2 ナデ 1.0園以下の白色砂粒を古む

80 K-9-c 黒褐色 球状 3.0 0.4 32.8 面取り後、ナデ 0.5回目白色砂粒含む

にぷい黄色 I 好好好
81 K…9…d lli褐色 管状 2.8 3.0 0.5 26五 面取り後、ナデ 1.0図の白色砂粒・輝石を古む

82 K -9 黒褐色 球状 2.3 ム1.7 ※0.6 12.8 ナヂ O.5mmの輝石を宮む 崎武灰色 且好

83 K -9-d 黒褐色 管状 3.5 3.1 0.5 37.0 ナデ 0.5四の白色砂粒・鱒石・石英を古む 明黄褐色 良好

84 M-1I-b 黒褐色 管状 3.9 2.9 0.5 39.2 面取り後、ナデ 0.5-1.0岡田白色砂粒・雲母片を含む にぷいま電色~暗灰黄色 良好

8 土集ブロック2 黒褐色 球状 2.7 3.3 0.6 28.8 ナデ 1.0園田白色砂粒・石英・雲母を古む 浅賛色~陪賀灰色 且好

18 1二葉ブロック3 褐色 fjl状 3.0 4.0 0.6 40.0 面取り後、ナデ l.OGlの白色砂救・開石を古む 陪灰黄色 良好

3 D -14 続乱 球状 3 3 0.6 29.6 面取り後、ナデ 1.0闘の鼠石を含む 浅黄担色~幾褐色 良好

4 J -11 段乱 t，~状 ム2.4 3.4 0.5 22.6 面取り授、ナヂ 1.0回の輝石を古む 黒褐色 良好

5 J-l1 撹乱 管状 3.1 3.3 0.4 
苛←ナデ

1.0聞の白色砂粒を含む 浅賀色 且好

6 J-1I 悩乱 菅状 3.0 3.7 0.4 ナデ 1.0闘の白色砂粒・輝石を古む 時前灰色 良好

7 B -13 撹乱 管状 5.1 1.3 0.4 8.0 ナデ 1.0mm目白色砂粒・間石を古む 明事褐色 且好

8 B -13 f立乱 管状 4.8 1.3 0.4 7.6 ナヂ l.Ommの白色砂粒・関石を古む 明事褐色 良時

9 出土地点不明 不明 管状 4.2 1.0 0.4 3.8 ナデ O.5mmの白色砂粒・関石を含む 明t辛抱色 良好

表67 南谷部包含層出土石器観察表

遺物h 出土位殻 扇位 総額 石材
法 議

備 考
長さ (c悶) 様化認) 摩さ (cro) 主主さ (g) 

40 1 -1O-b 陪褐色 a 廓石 i主主主母角閃石安山宕 6.6 5.3 5.0 230.0 

41 L -12-c 時褐色a 厨石 安山岩 ム4.8 7.0 5.1 190.0 下国際面

42 L-ll-c 暗褐色a 度石・殴石 安山岩 10.4 6.3 4.8 430.0 表・下回殴打痕

43 L-lO-d 精肉色a 段石 安山岩 12.6 6.0 3.5 400.0 上 -1国・下面位打痕

44 K -12-d 時褐色 a 砥石 流紋岩 9.3 4.6 3.6 161.0 底面数3

66 M -10-c 暗褐色 b 踏石 紫n開石角閃石安山岩 7.2 6.0 5.7 290.0 

67 L-ll-c 時褐色b 磨石 石英安山岩(ヂイサイト) 9.2 8.1 6.7 630.0 

68 K-11 崎褐色b 屋号石 石英安山岩(デイサイト) 10.8 7.9 6.9 710.0 

69 J -10-a 暗補色b 随石 思翠母54関石安山岩 17.7 6.2 4.0 670.0 上'IlJ・下百倍打痕
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第 3節包含層の調査

遺物ぬ 出土位函 悶{立 器種 石村
法議

儲 ご'Ii;
長さ (co) 悩 (cm) 燥さ (cm) 撃さ (g)

70 K -10-a 時掲色 b 蝕石 安山岩 12.9 7.1 3.9 520.0 表・現・側i回自主打痕

71 K -12 暗褐色b 段石 安山岩 ム10.0 6.0 4.7 440.0 下町殴打痕

72 K…5-d 暗褐色b 府石・散石 安山岩 8.0 7.4 6.0 410.0 表面殴打痕

73 J -12 暗褐色b 民主石 安山岩} 14.2 7.6 4.6 680.0 下・側面白宣打痕

74 K -7-b 陪褐色b 政石 安山岩 12.6 10.0 5.8 950.0 上・下而殴打痕

75 日一10-a 暗褐色b 磁石 紫nl騎石角閃石安山岩 ム10.8 9.1 3.1 530.0 下・側面段打症

76 K -5-d 精筒色b 磨石・磁石 8.0 7.4 6.0 410.0 

77 M. 1.-10 階褐色b 台石 安山岩 ム17.5 1ヌヨ 6.4 1860.0 

78 ~l. 1. -10 崎抱色b 台石 安山岩 ム20.8 10.9 7.5 2650.0 

79 K -9-c 暗褐色b 台石 安山岩 ム11.0 11.6 9.4 1410.0 表面僚痕

80 K…5-d 晴18色b 砥石 角閃石安山岩 5.1 3.0 2.1 32.4 底面教3

85 K -7-d 黒褐色 磁石 タ'，IYl石安山岩 15.9 13.5 5.0 1420.0 道明倒箇長t打痕

86 L -7-d 黒褐色 厨石・段石 安山岩 6.8 5，0 4.5 180.0 下面調j皇室痘

87 L -8-[l f;A褐色 滋石 安山岩 16.2 8.5 6.0 1060.0 表.lI!.j:・下回鼓打痕

88 K -7-d 黒褐色 磨石 安山岩 4.7 4.3 4.0 100.0 

89 L -8-a 怨筒f主 磁石 安山岩 ム10.5 6.2 5.9 560.0 下面殴打自

90 L -8-a [ 黒褐色 間石 :Ii:山岩 ム9.0 向4月5 5.4 530.0 下回殴打痕

91 1.-11…b 思筒色 踏石・真宝石 安山岩 5.7 5.5 4.5 140.0 下酒量!陪痕

92 K…9…b 燕褐色 結石 安山岩 10.1 5.5 3.8 290.0 道E聖・倒・上下面滋打使

93 K -9-d i!¥褐色 磁石 安山岩 11.7 6.0 3.8 380.0 者上・下面殴打痕

94 L -8-a 黒褐色 際石 安山岩 10.5 9.0 6.7 860.0 側面民団

95 1. -12-b 黒褐色 砥石 流紋岩 10.9 4.8 0.' 330 医師註2

96 J -10-b :Al，褐色 砥石 アブフイト 3.6 3.0 1.5 15.8 医師数4

10 K-14 結褐色 剥片 黒曜石 4.6 3.5 1.2 11.6 

11 J -10-b 黒褐色 事i片 黒曜石 5.6 3.6 1.1 18.0 

12 K-6…b :1.¥褐色 打製石拝 板状安山岩 18.3 9.1 3.6 543.0 

13 J-11 茶褐色 持状石製品 安山岩 ム6.7 2.8 2，7 70.5 下回磨面

14 J -10-b 黒筒色 磁石鍾 安山岩 6.5 5.3 1.5 72.5 

14 土法臨時3ブロック1 泉街色土 磁石 安山岩 15.4 6.2 5.2 730.0 下面白宣打痕

15 土母親中ブロ!ノク1 黒褐色土 時t石 石英安山岩〈デイサイト) 15.2 10.3 7.4 1520.0 表.~草・側面殴打痕

16 土器駐中ブロック1 :1，¥褐色土 台石 安山岩 24.3 20.3 7.0 5670.0 表面底面

17 土器集中ブロック1 !!¥I司色土 台石 安山岩 21.0 15.2 7.2 2990.0 表面層面

18 土器集中ブロック3 黒褐色土 敵石 安山岩 14.2 4.6 4.0 390.0 下閲陪打痕

19 土器地中ブロック3 m褐色土 敵石 紫蘇隣石角関石安山岩 11.8 7.3 4.6 530.0 下函殴打痕

20 :U~封沖ブロック3 黒褐色土 廓石 紫蘇持石魚閃石安山岩 10.4 7.1 5.2 490.0 
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第 3章調査の成果と記録

第4節鉄関連遺物

今回の発掘調査では、 6"-'7世紀を中心とした遺物とともに鉄製品・鉄津を多数確認した(第137

"-' 140図)。そのうち、鉄製品 1点と鉄淳4点について理化学的な分析を行っている(第62表、第4

章第 1節)。なお、磁着度とは、 5 mm単位の同心円の中心に鉄淳分類用の標準磁石を吊り下げ、資料

との反応度を 8段階で表恭したものである。数値が大きいほど磁性が強い。またメタル度とは、埋蔵

文化財専用の小型金属探知機(メタルチェッカー)を用いて金属鉄の残留の度合いを示したものであ

る。低感度でも反応する L (轡)から M (@) . H (0)・鏡化(ム)までの 4段階がある。

鉄製品には、頭折釘・鉄鉱のほか、棒状鉄製品や板状鉄製品などの用途不明品があり、そのほとん

どは鍛造品である。ただし、南谷部の第 I層(茶褐色土層)の 4のみが鋳造品とみられるが、包含層

最上層からの出土だけに後世の遺物が混入した可能性もある。

鉄j宰には、椀形鍛冶j宰・流動j宰・鍛冶j宰・含鉄鉄津・鉄津などがある。なお、含鉄鉄津とは、製錬

j宰か精錬鍛冶津かの断定が肉眼観察では難しいものをさす。本遺跡の鉄津は、鏡化したものを含めて

含鉄の津が 6"-'7割を占め、単なる椀形鍛冶津を含む津群としては特異であり、小形ながらも精錬

鍛冶律的な印象を受けるとの指摘を受けた。また、 SI1の44や南谷部第百層(黒褐色土層)の36は、

精錬鍛冶に伴う流動津とみられる。さらに、含鉄鉄淳とされた南谷部出土の YAB-1 (第140図-

29)や北谷部出土の YAB-3 (第140図46)は、金属学的調査の結果、製錬津と推定されている(第

4章第 1節)。このことからも本遺跡では、最終工程の鍛錬鍛冶だけでなく、その前工程の製錬およ

び精錬鍛冶で生成された鉄淳が含まれる可能性が高い。

埋土中から鉄津が出土した住居跡には、 SI1(八橋区期)・SI4(八橋刊期)・SI18(八橋VI期)・SI22(八

橋四期)・ SI25(八橋刊期)がある。また SI1では、棒状鉄製品 2点とともに、椀形鍛冶津2点、流

動淳 1点、含鉄鉄淳 1点が含まれており、質・量ともに注目される。

このほか、中~近世に下る時期の鉄津も存在する。例えば SD1出土の 8、茶褐色土層の13・14は、

精錬系の炉外流出津とみられるが、いずれも表面が紫紅色で、地は黒褐色を呈する。こうした特徴は

10世紀から 15世紀にかけて一般的な特徴とされる。 SD1や茶褐色土層では、古墳後期の土師器・須

恵器の小破片だけでなく向磁器が一定量含まれており、溝の掘削年代をうかがううえで参考となる。

今回、鉄淳が少なからず出土したにもかかわらず、輔羽口や鍛造鉄片・炉・木炭窯などの関連遺物

は確認できなかった。ただし、谷を隔てて隣接する別所中峯遺跡(赤碕町)では、精錬鍛冶工程終

盤に生成されたとみられる椀形鍛冶淳や、伏焼式木炭窯の SK3 (1300::t40BP; AD660"-'790) . 

SKll (1280::t40BP; AD660"-'810 or AD840"-'860)が出土している。こうした状況証拠から、

八橋第8・9遺跡の周辺で 7世紀頃から鉄生産活動が活発した可能性がある。今回出土した関連遺物も、

周辺 遺 跡との関係で把握していく必要性を痛感する。(北島)
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第4節鉄関連遺物

表68 北・南谷部包含層出土鉄関連遺物観察表

i遺物h 出土地点 i 悶位など 遺物認額 重さ | 長さ 報 )¥lさ 選者度 メタル度 備考

1 弱谷部 茶褐 鉄製品 鍛造品 12.8 2.5 3.1 1.7 主主化 {ム)

2 I持干宇部 茶褐 鉄製品 民造日2 12.4 5.6 頭身幡綴 1.7 0.6 3 鏡北{ム}
0.7 

3 南省部 茶褐 鉄製品 長主造品 1.9 
終身刃部 刃喜5綴

0.4-0.5 2 銭化 (6)
2.5 1.1 

4 南谷部 茶褐 鉄製品 i誼造品 14.8 3.5 1.9 1.5 3 H (0) 

U 南谷部 茶褐 随形島幸治t事 古鉄 'M(@) 76.0 5.4 4.8 3.2 3 日(@)

6 南谷部 茶褐 院形鍛冶持 古鉄 .H(0) 18.4 2.2 2.9 2.0 3 日 (0)

7 南谷部 茶褐 椀Jfa摺冶i宇 古鉄・ H (0) 19.8 2.4 2.4 1.7 3 日 (0)

8 南谷部 茶褐 f窪田鍛冶浮 合室主.>0¥化(ム} 24.4 3.2 3.6 1.8 3 鋳化(ム)

9 市告部 茶褐 侵冶t事 古鉄・鋭化 (6) 5.9 2.0 2.2 1.3 2 鈴化 (6)

10 lti谷部 茶摘 古鉄主主浮 日(@) 49.2 3.0 4.2 2.6 4 日(@)

11 南谷部 茶褐 合致鉄持 鶏{ヒ (6) 91.0 5.1 4.0 2.5 6 鋳iヒ (6) 分析ぬ4(YAB -4) 

12 南谷部 茶褐 古鉄銑浮 鋭化 (6) 3.1 1.5 1.7 1.1 つ 鋭化(ム)

13 南谷部 茶褐 流動枠 14.0 3.0 3.3 1.6 なし

14 時Hn路 茶措 流動浮 13.0 3.1 2.5 0.9 2 なL 分析!h5(YAB…5) 

15 南谷部 茶褐 室主持 15.0 2.5 3.0 1.7 ? なし

16 市谷部 茶褐 鉄f十 7.3 2.1 2.3 1.6 I なし

17 市谷部 茶筒 鉄t苧 6.6 1.9 2.4 1.6 つ なL

18 南谷部 碕褐 a 椀形長幸治浮 古鉄・鋳化 (6) 56.0 3.6 5.6 2.2 3 鋭化 (6)

19 時J谷部 締f呂a 古鉄鉄j幸 M ((}) 68.5 5.6 3.5 25 3 出(@)

20 南谷部 附ぬb 鉄製品 鍛造品 19.2 6.0 3.2 0.2-0.3 3 銭化(ム)

21 閥幹部 陪f品b 鉄盟品 E置造JIb 15.0 2.8 3.4 1.9 2 鏡化 (6)

22 出谷部 結褐 b 崎市鍛冶浮 古鉄・鏡北(ム} 134.0 0.1 7.1 3.2 つ 銭{ヒ (6)

23 市谷部 陪褐 b 長主冶浮 古鉄銭化(ム) 16.0 2.9 2.6 2.0 2 鏡北(ム)

24 南谷部 時掲b 主主治浮 古鉄・鋭化 (6) 19.8 3.2 3.4 1.9 2 鋳化 (6)

25 南谷部 陪褐b 鍛治洋 古鉄・銭化(ム) 16.0 2.6 2.3 2.0 2 鈴化{ム}

26 南柱部 暗褐 b 主主冶搾 合鉄・銭化 (6) 8.7 3.5 2.3 0.8 2 鋳化 (6)

27 南存1部 暗尚 b 鍛冶浮 古鉄・録化 (6) 4.9 2.6 
2.3 

0.3 I 銭{じ (6)
(的弱0.4)

28 南谷部 暗褐 b i註冶搾 古銭・銭{ヒ(ム) 7.3 2.0 2.7 1.4 1 誘化 (6)

29 南谷部 府槌b 古主主鉄j沖 L (骨) 62.0 6.2 3.8 2.7 7 L (8) 分析ro.l (YAB-1) 

30 南谷部 時掲 b 古鉄鉄浮 L (骨) 34.2 2.8 4.1 2.3 2 L (8) 

31 I白谷部 暗褐b 童X/宰 銭化 (6) 17.4 2.8 4.0 1.2 2 なし

32 南谷部 思18 鉄製品 鍛造品 39.0 4.3 3.9 2.7 3 M (()) 

33 f布告部 m褐 腕形銭冶伴 録{ヒ (6) 9.3 2.5 2.8 1.5 I なし

34 南谷部 1M格 椀陪E設冶搾 古鉄・鏡北 (6) 28.8 3.1 4.2 2.5 2 鋭化(ム}

35 病谷部 tMl呂 椀形鑓冶j事 合鉄・ L (0) 70.5 4.2 5.8 2.8 なし

36 南谷部 J長禍 流動搾 24G.0 7ム8 6.1 4.2 なし

37 南柱部 土詩集<1'1 鉄5重品 怨造品 39.4 10.3 3.6 0.2-0.8 3 鏡化 (6)

38 時J谷部 茶褐~椅掲 陣形鍛冶沖 古鉄日 (0) 18.0 2.5 3.6 1.5 3 日 (0)

39 市谷部 茶褐~経Il! 駒形綬冶浮 古鉄・跨化{ム} 23.4 3.2 2，7 2.4 2 日(@)

40 南谷部 茶褐--:n筒 腕形ffii台持 古鉄・鏡北(ム) 23.6 2.6 4.2 1.6 3 日(@)

41 f有谷部 茶褐""!，思拘 椀形鍛冶f~ 古鉄・鏡北 (6) 19.4 3.6 2.6 3 日 (0)

42 南谷部 暗褐 a'b 鉄製品 鍛造品 23.0 3.9 2.7 2.1 3 誘化{ム)

43 南幹部 時掲 a.b 提冶f事 古鉄・誘化 (6) 14.4 2.8 2.9 2.2 2 緑化{ム)

44 I首谷部 陥褐 a.b 鉄t宰 14.0 2.6 2.5 1.9 2 なし

45 f1J在部 晴間 a'b 鉄i宰 8.0 1.9 2.1 1.5 1 なし

46 北容部 結格 古鉄鉄律 L (0) 48.0 4.5 3.3 2.6 i L (8) 分析?む3(YAB -3) 

1 1 -12pit9 pit9封U: 摘形鍛冶浮 銃{七 (6) 45.4 3.2 3.9 2.0 I なL
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